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　平ひら沢さわ衡こうの膝ひざの上に、紅くれない色いろの髪をした女の子が座っていた。

　白しろ山やまさんはその光景を、不ふ機き嫌げんそうに見つめていた。




　例によって例の如ごとくの、『図書館部』部室。普段通りのメンツが普段通りの生活を送っているはずのそこで、しかしその少女だけが例外となっていた。

　ソファに座る衡の表情は、裁さい判ばん所しよに引き出された被告のそれである。あるいはこの場は軍事法ほう廷ていであるかもしれず、最悪の場合は宗教裁判にまで発展する可能性がある。

　裁判長は、むっつりとした顔で黙り込んでいる白山さん。

　処刑人は、長刀『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』でとんとんと自らの肩を叩たたいている、九衛クノエだ。

「……ええと」

　ようやく、少女のことを眺めていた『図書館部』部長、葛くず葉のは青せい嵐らんが、疑問の声を発した。その隣となりでは、同じく『図書館部』副部長にして、この場の実質的な支配者である遠とお咲さき朱しゆ遊ゆが、相も変わらず考えの読めない眼差しで、じっとこちらを観察している。

「その人、誰だれ？　──いや、人じゃないみたいだけどさ」

　さすがに、青嵐も慣れたものだった。『囊界ノーガ』や阿ア頼ラ耶ヤ識シキなどという、白山さんの黒い鞄かばんに関係する怪かい異いには、すっかり親しんでしまったらしい。

　少女は、青嵐の問いににっこりと笑ってみせた。

　とん、と衡の膝を蹴けって、ゆっくりと空中に浮かび上がる。赤ワインのような色の髪と、桃色のネグリジェが、その動きでゆらゆらと揺れた。

　無重力の中で正座をして、少女は礼儀正しく頭を下げた。

「ムール・ミュールと申します。衡さまの、妻を務めております。なにとぞ、お見知りおきの程ほどを、よろしくお願いいたします」

　しとやかな声を響ひびかせるが、その姿勢は無重力の中でバランスを崩し、ふよふよとした軌き道どうを描いて空中で回転しはじめる。青嵐は呆あきれた眼差しで彼女を追い、それから確かめるように、

「…………つま？」

「はい。生しよう涯がいの伴はん侶りよでございます」

　逆さまになりながら、ムール・ミュールはにっこり笑ってそう答えた。

　当然、青嵐は説明を求めるように衡のことを見た。

　ここぞとばかりに、衡は立ち上がった。白山さんが冷ややかな目でそんな彼のことを見上げ、九衛に至っては「いったいいつ執しつ行こう命令が出るのだろう」と言わんばかりの態度であくびをしている。彼女はただ、衡を刑に処するためだけにここにいるのだ。

　ごくり、と唾つばを飲み込んでから、衡は弁明を始める。

「違うんです。これにはですね、海よりも深い理由がありまして──」

「その理由というのは、あなたの手に繫つながれている鎖くさりと、関係があるのかしら？」

　弁明を遮さえぎって、それまで沈黙を守っていた遠とお咲さき先せん輩ぱいが、ぽつりと質問を発した。

　確かに。衡こうの右手は、鎖くさりに繫つながれていた。

　白銀の鎖がじゃらりと伸びて、宙に浮かぶ物体に繫がれている。ハートの形をしたその物体は、中心がギザギザの線で分かたれていて、純じゆん白ぱくと深しん紅くに塗り分けられていた。衡の鎖は純白の部分に繫がれ、接続箇か所しよのすぐ真上にはメーターのような機械が取り付けられている。そして、深紅の部分にも同じような鎖とメーターがあり、そこから伸びる鎖はムール・ミュールの手を縛しばり付けているのだ。

　要するに──衡とムール・ミュールは文字通り、結ばれた仲なのである。

　衡は、遠咲先輩に向かって勢い込んで頷うなずいた。

「そうなんです、遠咲先輩。この鎖のおかげで、おれはこんな目に遭あっているわけでして」

「『こんな目』だなんて──まるでわたくしが、厄やつ介かい者もののような言い方ではありませんか」

　悲しげに声を震ふるわせて、ムール・ミュールはそっと衡の腕に手を這はわせた。厄介者以外のなんだというんだ、という言葉が喉のど元もとまで出かかったが、ムール・ミュールの瑠る璃り色いろの瞳ひとみが潤うるんでいるのを見て、なにも言えなくなってしまう。

　そんな衡の態度を見て、白しろ山やまさんの不ふ機き嫌げんがますます色濃くなった。

　そんな白山さんの態度を見て、遠咲先輩はそれはそれは楽しげに目を細めた。

「それで──いったいあなたの身に、なにが起きたというの？」

　いつになく弾んだ声で、遠咲先輩はそう尋たずねてきた。衡は我に返り、自らをこんなハメに陥おちいらせた出来事を、訥とつ々とつと語りはじめた。

「はい。あれは、学園祭の資材を買い出しに、街に出たときのことでした──」







[image: 第一幕　白山さんと幻の少女]







　九月。

　暦こよみの上での夏が終わりを告げ、二学期を迎えてから三週間が経過していた。外に吹く風は涼すずしさを増しているが、教きよう王おう護ご国こく学がく園えんの生徒たちはまだ夏服を着ている。本格的に冬服になりはじめるのは来月から。もうしばらくは白しろ山やまさんの半はん袖そで姿を楽しめそうだ──などという不ふ埒らちなことを、隣となりにいる少女を眺めながら考えていると、

「なんだか、変な感じだね」

　白山さんがそうつぶやいて、衡こうの心臓をぎくりとさせた。

　白山さんは不思議そうに首をかしげて、店内を眺めている。不思議な色をした瞳ひとみは童どう女じよのように無む垢くで、純じゆん白ぱくに流れる髪は絹糸のように美しい。と、衡の視線に気づいた白山さんは彼のことを見返して、少し恥ずかしそうにはにかんだ。

「こんな時間に、学校の外にいるなんて、初めてだから。珍しくって」

「ああ、なるほど」

　そう笑って衡も頷うなずき、目の前の喧けん噪そうに視線を戻した。

　現在は、午後一時を少し回ったところだ。今日はばっちり平日で、本来ならば授業を受けていなくてはならない時間帯なのだが、今だけは特別だった。

　平ひら沢さわ衡と白山さん、そして彼らと同じく『図書館部』に所属している桐きりがヶ谷や伊い織おりは、学園祭の準備のために、寮の近くにある雑貨店に来ていた。

　店の中は、衡たちと同じように買い出しに来た生徒で溢あふれている。学園祭まで一週間を切った今日の午後イチの授業は休みとなり、祭りの準備に当てられているのだった。

　と、メモを見下ろしていた伊織が、眉まゆを寄せて衡と白山さんのことを見た。

「暢のん気きなこと言ってないで、手伝ってくれよ。遊びに来たんじゃないんだぜ」

　なんとこの男、衡たちのクラスの学園祭実行委員だったりする。もちろん自ら進んでなったわけではなく、本人曰いわく「気がついたらなっていた」とのことだ。頭の回転が速い伊織にしては、珍しい失態である。

「そりゃ手伝うけどさ、なにすればいいんだよ？　買い出しとしか聞かされてないぞ」

「必要なもんを手分けして買うんだ。ほれ、おまえの分のメモ」

　受け取って目を通す。衡たちのクラスが催すのは、『四よん層そう地じ獄ごく』というお化け屋や敷しきだ。たいそうな名前だが、必要なのは黒いボロ布やおどろおどろしいアクセサリといった、どこにでもある雑貨ばかり。これならすぐ揃そろうだろう。

　ふと。

　白山さんが、ぽつりと質問をした。

「……わ、わたしは、なにをすればいい？」

　小動物が巣穴から恐る恐る顔を出すように、その手を上げている。資材を買い集めるにあたって、女子の意見も必要だろう──という建前で連れてきたのだが、実際は普段から仲良くしている友人三人でやってきただけだ。具体的な役割は考えていなかった。

　伊い織おりはそんな白しろ山やまさんをまじまじと見つめ、それから衡こうのほうに視線を移した。

『白山さん係』はおまえだろ、という目つき。

　軽く頭を搔かいて、衡は白山さんに向き直り、

「それじゃ、白山さんはおれと一緒に来てくれるかな」

　そう告げると、白山さんはほっとしたように顔をほころばせた。

「うん、わかった」

　親に懐なつく子猫のような笑みに、こそばゆくなる。伊織がにやにやとした視線で自分を見ていることに気づいたが、あえてそれを無視して、衡は白山さんと共に店の一画へと向かった。

　教きよう王おう護ご国こく学がく園えんの生徒で賑にぎわう店内でも、その一画は特に混み合っていた。見渡してみると、ほとんどが女の子だ。アクセサリを扱っているコーナーらしく、ハロウィンの季節柄、あちこちにカボチャやガイコツを模した飾りが吊つるされている。

「ふわ……人、いっぱいいるね……」

　こういった飾りが好きなのは、白山さんも同じなのか、彼女は目を見開いて、興味深そうにその賑わいを眺めている。うずうずと背伸びをするようにして、衡がいなければふらふらと売り場に近づいていきそうだ。衡は少し笑い、メモを掲かかげた。

「さて、メモには『怖そうなアクセサリ』を見み繕つくろってこい、って書いてあるんだけど」

「うん」

「白山さんは、どれがいいと思う？」

「えっ」

　一いつ瞬しゆんの空白があってから、白山さんは身をすくませて、ぶんぶんと首を振った。

「そ、そんな大事なもの、わたしなんかが選ぶわけには──」

「いや、そんなに気合いを入れなくても……試しに選んでみてよ。それにほら、きみが選んだものなら、伊織だって文句は言えないだろうしさ」

　後半のほうが本音だったが、それはそれとして、白山さんは上うわ目め遣づかいに衡のことを見つめてきた。ほんと？　と尋たずねているかのような視線に、衡は力強く頷うなずいてみせる。

「そ、それじゃ──ちょっと、試しに見てみるね」

　少しだけ上ずった声でそう答え、白山さんは小物売り場を物色しはじめた。

　他の女子生徒に混じって、楽しそうな横顔をこちらに向けて、白山さんは次から次へとストラップやアクセサリを手にしている。最初に出会ったときからは、想像もできない姿だった。あの頃ころの白山さんは、いつもなにかに怯おびえているようだったから。愛らしい笑みを誰だれにも向けることなく、教室の片隅でひっそりと佇たたずんでいるような、そんな女の子だったから。

　今の白山さんは──黒い鞄かばんとはなんの関わりもない、ただ可か憐れんな少女のように見えた。

「衡くん、これなんてどうかな」

　弾む笑顔をこちらに向けて、そう言った白しろ山やまさんに、衡こうは我に返った。彼女が両の手のひらに載のせて、ずいとこちらに差し出してくるアクセサリに目を向ける。

　軽い脱力感を覚えた。

「ね、どう？　これ、とってもかわいいと思う！」

　誇ほこらしげに胸を張り、小鼻を膨ふくらませる白山さんの手のひらの上には、ハート型をした陶とう製せいの置物が乗っていた。

　表面はなめらかで真新しく、ギザギザの中心線を境として、目が覚めるような深しん紅くと心が洗われるような純じゆん白ぱくに塗り分けられている。ハートの下は焦こげ茶ちや色いろの土台で支えられていて、金色のプレートには欧おう文ぶんの筆記体が記されていた。

『Heart of MurMur』と、書かれているようだ。

　確かに。かわいい小物だ。女の子はこういう小物に弱いのかもしれない。

　しかし。

「……白山さん。おれたちの出し物、なんだったか覚えてる？」

「え？」

　きょとん、と自分を見つめる白山さんに、衡は端たん的てきな事実を告げる。

「お化け屋敷だよ？　確かにこれはかわいいけど、お化け屋敷に飾るにはちょっと──なんというか、前ぜん衛えい的すぎやしないかな？」

　白山さんの口が、「あ」という形になって、止まった。

　自信に満ちていた白山さんの心が、空気が抜けた紙風船のように萎しおれていくのが、目に見えるようだった。しおしおと落ちた白山さんの肩を、衡は慌あわてて励ますように叩たたいた。

「いやっ！　でも、あれだよ、それはすっごくかわいいと思うよ、うん！」

「…………いいんだよ……別に……無理して、そんなふうに言わなくても……」

　白い髪の下にある顔を、真っ黒にしてうつむきながら、白山さんはぼそぼそとそんなことをつぶやいた。ことり、とハートの置物を棚に戻して、白山さんは抜ぬけ殻がらのようにしょんぼりと、小物売り場の片隅に縮ちぢこまってしまった。

　前ぜん言げん撤てつ回かい。やっぱり最初に出会ったときから、あまり変わってないかもしれない。

　どんよりと黒い雲をまとう白山さんの背中に、衡はちょっとため息をついた。その背中を慰なぐさめようとして──ふと、ハート型の置物に視線が止まった。

　値段を見る。二千円、とある。

　もちろん、学園祭の資材を買うためのお金は、公費だ。クラスのみんなが持ち寄って集めたお金である。それに手をつけるわけにはいかないが──しかし、衡が自腹であれを買い、白山さんにプレゼントする分には、特に問題はないはずだった。

　かわいいと思ったからこそ、白山さんはこの置物を手に取ったのだ。プレゼントすれば、さぞや喜んでもらえるだろう、と思い、手を伸ばしかけて。

　白しろ山やまさんは、『鞄かばん』の持ち主なのだという事実を思い出した。

　内側にひとつの世界を孕はらみ、持ち主が手を差し入れれば、あらゆる物体を取り出すことができる、魔ま法ほうの黒い鞄。

　そんな鞄を持つ白山さんが──果たして、こんなプレゼントで喜んでくれるだろうか？

　白山さんの背中を見る。と、彼女もちょうどこちらを振り返っているところだった。衡こうと目が合い、慌あわてて前を向いた拍子に思いっきり棚にこめかみをぶつけてしまった。

「～～～～～～～～～～ッ…………！」

　声にならない悲鳴をあげて、白山さんはその場にうずくまってしまった。それを目撃した数人の女子生徒が、忍び笑いを漏もらすのが衡の耳に聞こえた。

　衡も、息を吐くような笑い声を漏らした。

　馬ば鹿かな心配をした、と思う。

　鞄のことなど、関係ない。白山さんなら、どんなプレゼントであっても、屈くつ託たくなく喜んでくれるだろう。

　衡は再び、置物に右手を伸ばした。その指先が、なめらかな陶とう器きの表面に触れ──




　その瞬しゆん間かん、ハート型をした陶器が、どくん、と鼓こ動どうを打った。

　衡は目を丸くして、その光景をまじまじと見つめた。

　無む機き物ぶつに過ぎないはずの置物が、どくん、どくん、と脈打っている。まるで本当の心臓のように、絶えることなく振しん動どうを続けている。

　衡が手を引っ込めても、陶器の鼓動は止まることなく続いている。それどころか、次第に速くなりはじめていた。どくんどくんどくんどくん、と、破は裂れつするのではないかと思うほどのスピードにまで一気に駆け上がっていき──

　次の瞬間、ギザギザの中心線が音を立てて割れ、中から真っ白な煙が吹き出した。

　ぽかんと口を開けて、衡はそのありえない現象を、ただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　真っ白になった頭の中に、ぽんと現れたのは、混乱ではなくて理解だった。これと似たような現象を、一度見たことがある。

　ヴィヴィとメアという名の阿ア頼ラ耶ヤ識シキを、初めて目にしたときのこと。

　そう思った次の瞬間、真っ白な煙は綺き麗れいさっぱり吹き払われ──そして、その向こうからひとりの少女が現れていた。

　豊かな紅くれない色いろの髪をなびかせ、桃色のネグリジェを身に纏まとった彼女は、静かに眠っていた。膝ひざを抱え、猫のように背中を丸めて、ふよふよと宙を漂ただよっている。その左手には鎖くさりが繫つながれ、いつの間にか現れたハート型のぬいぐるみ──あの陶器の小物にそっくりだ──に結びつけられている。

　衡こうが息を詰めて見守る前で、少女のまぶたが、ゆっくりと開いた。

　瑠る璃り色いろの瞳ひとみは、衡のことを見つけて、柔やわらかく微笑ほほえんだ。慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべながら、彼女は穏おだやかな声で、

「──はじめまして、旦だん那なさま。わたくしは、ムール・ミュールと申します。不ふ束つつか者ものですが、なにとぞよろしくお願いいたします」




　　　　◆




「い、いっ、──伊い織おり！」

　マーカーと画用紙を抱えて、集合場所にいち早くやってきていた伊織は、慌あわただしく自分を呼ぶ声に何事かと眉まゆを寄せた。見れば衡が、幽ゆう霊れいにでも出くわしたかのような表情でこちらに駆け寄ってきた。

「おう、なんだよ衡。アクセサリは見つかったのか？」

「それどころじゃない！　大変なんだ、その──」

「？　なんだってんだよ？」

　伊織が訝いぶかしげに問うと、衡はぐっと言葉に詰まった。なにかを探すような間が過ぎ去り、そのあいだに白しろ山やまさんが、その顔に戸と惑まどいを浮かべながらつぶやいた。

「えっとね、その──あ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが、出たみたいなんだけど……」

「なに!?　どこに!?」

　またか、と頭を抱えたくなる。どうしてこう、次から次へと阿ア頼ラ耶ヤ識シキがやってくるのだろう。ほとんど一ヶ月おきに現れているのではないか。白山さんの黒い鞄かばんが呼び寄せているのか──あるいは、衡の『星霜紬Star Craft』が関係しているのかもしれない。

　と、そこまで考えたところで、伊織はふと気がついた。

　白山さんの様子がおかしい。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキが現れたというのに、やけに落ち着いている。

　いや──落ち着いているというより、困こん惑わくしていると言ったほうが的確だろうか。しきりに衡のことを見て、何度も何度も瞬まばたきをしている。言いたいことがあるのだが、それがなかなか口にできない、とでもいうような様子だ。

　そんな伊織の反応に、衡は小さくため息をついた。

「……やっぱり、おまえにも見えないのか」

「は？」

「ここにいるんだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキ」

　と、衡が指差した先にあるのは、店内を飾り付けるハロウィンのぬいぐるみだ。正確にはその手前の空間を、衡は示している。

　もちろん、伊い織おりにはなにも見えない。

　じっと目をこらしてその空間を眺めてから、ぽつりと、

「……今日はエイプリルフールだったか？」

「本当にいるんだって！　ムール・ミュールっていう阿ア頼ラ耶ヤ識シキが！　おれ以外の人には見えないらしいんだよ！」

　大声をあげて奇妙なことを口走る衡こうを、店内を行き交う生徒がひそひそ声で囁ささやきながら盗み見ている。まあ、客観的に見れば、今の衡はただのヤバい人だ。相手が衡でなければ、「帰ってゆっくり休め」と忠告しているところである。

「まあ、とにかく、ここじゃなんだ。場所を移すぞ」

　そう言って、伊織は衡と白しろ山やまさんを伴ともなって、店から出た。鞄かばんに関わる話をするときは、なるべく人目につかないところでしたほうがいい。どこに阿ア頼ラ耶ヤ識シキの関係者がいるか、わかったものではない、というのは、夏休み中の事件でいやというほど理解していた。

　人ひと気けのない路地裏にまでやってくると、衡は伊織に経けい緯いをざっと説明した。

「──つまり、その置物に触ったら、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが出てきたってことか？」

　衡は頷うなずき、空中を指差した。相変わらず、そこには誰だれもいない。

「ああ。鞄に穴が空あいたときみたいに煙が出てきて、こいつが現れるのと同時に消えてなくなったんだ。ヴィヴィとメアが出てきたときと、まったく同じだった」

　ふむ、と伊織は腕を組み、

「その煙も、他の奴やつには見えなかったんだよな？　いきなりそんな煙が上がったら、店の中は大騒ぎになっていたはずだからな」

「うん。そのときはわたしも近くにいたんだけど──やっぱり、なにも見えなかったよ。衡くんがびっくりするのが見えただけ」

　白山さんの証言に、衡の眉まゆが情けなく下がってしまった。その視線が、時折宙をさまようのは、そちらにムール・ミュールという名の阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるからだろう。

「衡。その阿ア頼ラ耶ヤ識シキはなんて言ってるんだ？　おまえとは話もできるんだろ？　なにが目的なのか、聞いてみたか？」

　鞄の世界、『囊界ノーガ』の住人である阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちは、その性格も目的も千差万別だ。外の世界で暴れ回りたいという欲求を持っているものもいれば、人を惑まどわせて楽しむだけという控えめな阿ア頼ラ耶ヤ識シキも存在する。

　衡や伊織や白山さんにとって問題なのは、そこに阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるということではなく、その阿ア頼ラ耶ヤ識シキがなにを企たくらんでいるのか、ということなのだ。もちろん、自分の目的を正直に明かしてくれるとは思えなかったが、質問して損をすることはない。だから、そう尋たずねたのだが──

　衡は、気まずそうに目をそらしてしまった。

「……いや。まだ聞いてないな」

「そうか。それなら、今聞いてみてくれ。話すことはできるんだよな？」

「いや、でも、ほら。聞いたところで答えてくれるとは限らないだろ？　おれたちは彼女にとっては敵なんだし……」

　伊い織おりは目を細め、ひたりと衡こうを見み据すえて、言った。

「衡。おまえ、なんか隠かくしてるだろ」

　鋭いその一言に、衡の肩がぴくりと震ふるえた。白しろ山やまさんの視線が衡の胸元に突き刺さり、衡はぐっと唇を結んで目を泳がせる。

「おまえらしくもないな。阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるってことまで、噓うそじゃねえだろうな？」

「ち、違う！　ムール・ミュールは本当にいるんだ！」

「ほう。ムール・ミュール『は』本当、ってことは、他のどこかに噓があるんだな？　なんだ？　なんでそんなことする？　正直に言っちまえ」

「う……」

　伊織の指摘に追い詰められて、衡は冷や汗を流している。それを見て、伊織は疑問に思った。他の人間ならいざ知らず、自分や白山さんに対して、なにをそんなに隠すことがあるというのだろう──

　その疑問に答えたのは、衡ではなかった。

「伊織さま。どうか、衡さまを責めないでください」

　懸けん命めいに縋すがるような声が、頭上から降ってきたのだ。

　打たれたように見上げると──先ほどまではなにもなかったはずの空間に。ひとりの少女がふわふわと浮かんでいた。

　薄うす暗ぐらい路地裏に似つかわしくない、美しい異国の少女。

　紅くれない色いろの髪の下から、憂うれいを含んだ目でじっと伊織のことを見つめている。その視線に、思わず伊織はたじろいだ。一いち途ずで純じゆん粋すいな瞳ひとみの色に、わけもなく謝ってしまいそうになる。

　少女──ムール・ミュールは衡の前に降り立つと、自らの胸に手を当てて、

「わたくしの目的をお知りになりたいのであれば、いくらでも教えて差し上げます。ですから、どうか、それ以上衡さまを問い詰めないでくださいまし。衡さまは、わたくしの大事な、旦だん那なさまなのですから」

　気品に満ちた声が響ひびき、それきり路地裏は静せい寂じやくに包まれた。

　瞬まばたきをして、伊織は考える。

　今。この阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、なんと言った？

　わたくしの大事な旦那さま？

　当然、伊織は説明を求めるかのように衡に目を向けた。が、彼は音が鳴るほどの勢いで顔を伏せてしまった。その横から、白山さんがぽけっとした顔で衡のことを見つめている。どういうこと？　とでも言いたげな表情だ。

　いくつかの推すい測そくと想像が、伊い織おりの頭の中で混じり合った。こめかみに指を当てて、粘ねん土どのようにその思考をこねくり回していると──

　次第に、話が見えてきた。

「……それで？　ムール・ミュールさん、あんたの目的は？」

「ほんの、ささやかな願いなのです。わたくしは、ただ、衡こうさまとずっと添そい遂とげていたいだけ。それ以外のことは、なにも望みはしません」

　再びの、静せい寂じやく。

　しかし、今度は伊織も疑問には思わなかった。今までの疑問が、その一言で解消されたからだ。なぜ衡があんなふうに、奥歯に物が挟まったような言い方をしていたのか、その理由を。

「ど」

　そして、その理由である白しろ山やまさんは、顔を上気させてムール・ミュールに食ってかかった。

「どういうことですか!?　衡くんの、だ、だっ、──旦だん那なさまって!?」

「そのままの意味でございますよ、白山さま。衡さまは、わたくしの旦那さま。わたくしは、衡さまの妻。生しよう涯がいの伴はん侶りよとして、死が二人を分かつまで、ずっと添い遂げたいと──」

「だっ、だだだだだだめです！　そんなの！　絶対！　だめ！」

　普段の白山さんからは想像もつかない大声で、ムール・ミュールの言葉を大否定する。しかし彼女はどこ吹く風と宙を漂ただよい、黙り込む衡の首筋に抱きついた。間近に迫ったムール・ミュールの美び貌ぼうに、衡こうの顔がみるみる赤くなる。
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「それは、あなたが決めることではありませんわ」

「うう……っ！」

　嫣えん然ぜんと微笑ほほえむムール・ミュールのことを、白しろ山やまさんは両手を握り締めて眉まゆを寄せ、ただにらみつけることしかできない。どうしようもない貫かん禄ろくの差が、二人のあいだに横たわっているようだった。

　再び息をついて、伊い織おりはその大きな手のひらを、白山さんの頭の上に載のせた。言うまでもなく、彼は白山さんの味方だ。援えん護ご射しや撃げきをする。

「そうだな。それを決めるのは、他でもない、衡だ」

　ムール・ミュールは瑠る璃り色いろの瞳ひとみを伊織に向けた。微笑んでいるが、なにを考えているのかはわからない。伊織はその視線を無視して、衡の背中を叩たたき、

「で？　おまえはどう思ってるんだ？」

「め、迷惑に決まってるだろ！」

　待ってましたとばかりに、衡はムール・ミュールにそんな言葉を投げつける。が、ムール・ミュールはその程度ではびくともしなかった。衡の首根っこに抱きついたまま、悲しみの滲にじんだ顔をわずかにかしげ、

「衡さまは、わたくしのこと、お嫌きらい？」

　ムール・ミュールは、控ひかえめに表現しても絶ぜつ世せいの美少女である。そんな女の子に縋すがりつかれて、なお撥はねつけられるほどの精神力が、平ひら沢さわ衡にあるはずがなかった。

「嫌いとか、そういう問題じゃない！　いきなりそんなことを言われても──」

　ぱっと、花開くようにムール・ミュールは笑い、

「嬉うれしい！　それなら、時間をかけてわかり合えば、わたくしを選んでくださるのですね」

「だっ、誰だれもそんなこと言ってないだろ!?」

　だめだこりゃ、と伊織は自らの額に手を当てた。このムール・ミュールという阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、こういった事柄の駆け引きにはかなり長じているらしい。引き離すのには苦労しそうだ。

　しかし、これまで出会ってきた阿ア頼ラ耶ヤ識シキ──ヴィヴィメアのコンビや流リユウ姐ジエのように、危険な阿ア頼ラ耶ヤ識シキというわけではなさそうだ。「衡と添そい遂とげたい」という彼女の言葉を、頭から信用することはできないが、緊きん急きゆう事じ態たいというわけではないだろう。

　しかし。

「………………さい」

　そう思ったのは、伊織だけのようだった。

「こっ、衡くんから、──離れてください！」

　白山さんにとっては──十分、『緊急事態』らしかった。

　我が慢まんできない、というふうに、白山さんはムール・ミュールに向かって駆けだした。顔を赤く染めながら、きっと眉まゆを上げながら、およそ彼女らしくない勇ましい表情で、衡こうに抱きついているムール・ミュールのことを押しのけようとして、

　そのまますり抜けて、

　つんのめってすっ転び、路地裏に山と積まれたガラクタに頭から突っ込んでしまった。

「あ、し、白しろ山やまさん!?」

「きゅう……」

　打ち所が悪かったのか、白山さんは目を回してその場に倒れ伏してしまう。衡は慌あわてて白山さんに駆け寄り、彼女のことを抱え起こした。いつの間にか衡から離れたムール・ミュールが、ハート型のぬいぐるみに腰かけながら、ころころと笑い声をあげた。

「申し遅れましたけれど──わたくしは、『恋こい衣ごろも』のムール・ミュールと呼ばれております。この想いが実るまで、わたくしの衣に触れることは、何なん人びとたりともできませんわ」

　幻まぼろしのように自在に現れ、危害を加えることはない代わりに、こちらが危害を加えることもできない阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。これは、自分たちの手に余る相手だ、と伊い織おりは判断する。こういう手合いには、遠とお咲さき先せん輩ぱいの知恵を借りるのが一番なのだが──

　伊織は曇くもった表情で、ぽっくりと気を失っている白山さんと、彼女へ懸けん命めいに呼びかけている衡のことを見た。

　思う。

　こんなおもしろい状況を、あの人が解決してくれるかなあ……。




　　　　◆




「別に急ぐ必要はなさそうね。しばらく放っておきましょう」

　話をひと通り聞き終えた遠咲先輩は、紅茶を一口飲んでから、やはりそう答えた。

「どうしてですか!?　急ぐ必要ならありますよ！」

　必死になって遠咲先輩に食いつく白山さんは、自らのそういう反応こそが遠咲先輩をおもしろがらせているのだということに気づいていない。唇をへの字に結んで自分をにらみつける白山さんのことを、遠咲先輩は眼め鏡がねの奥の目を細め、それはそれは楽しげに眺めている。

「あら。どんな必要があるのかしら？　教えてくださる、白山さん？」

「そ、それは、その──」

　すかさずそう聞き返されて、白山さんは言葉に詰まってしまった。なんでもいいが、白山さんをいじめるのはほどほどにしておいてほしい、と衡は思う。なぜなら──

「あ、そうだ！　衡くんはどう思う？　その人にずっと張りつかれているのは、いやだよね？」

　そのとばっちりは、自分に来るのだから。

　いやだよね？　と疑問形の言葉だが、白山さんの表情はそうは言っていない。「いやと言って」と言っている。それに逆らうことはできず、衡こうは慌あわてて口を開き、

「そ、それは、もちろん──」

「わたくしが傍そばにいるのが、おいやなのですか、衡さま？」

　言いかけた衡を先んじるように、衡の隣となりにいたムール・ミュールが、じっと顔を覗のぞき込んできた。宝石のように美しい、瑠る璃り色いろの瞳ひとみがまっすぐに衡のことを見つめている。その視線にさらされると──なぜか、罪悪感がこみ上げてくるのだった。

「──いや、あの、そういうわけじゃ、ないんだけど、」

「とう!!」

　口を開いた次の瞬しゆん間かん、世界を断つかのような斬ざん撃げきが衡の耳をかすめた。

　もちろん、そんなことをするのはひとりしかいない。『守憑霊ツキダマ』九衛クノエが、漆しつ黒こくに濡ぬれ滴したたる長刀『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』で、ムール・ミュールを斬きりつけたのだ。

　刃を斬り下げた姿勢のまま、九衛は黒く大きく美しい瞳でムール・ミュールのことをじっと見上げていた。ムール・ミュールのほうはといえば、そよ風に吹かれているような余裕の表情で、九衛のことを静かに見下ろしている。

　自分の斬撃がなんの効果も及ぼさなかったことを知ると、九衛は年相応の少女のように、その小振りな唇をとがらせた。『夜よる房ふさ』の刃を覗き込みながら、ぽつりと、

「やはりだめか……」

「なにやってるんだい、きみは？」

　衡の代わりに、青せい嵐らんが呆あきれたように口を開いた。ふん、と鼻を鳴らして、九衛は青嵐のことを見返し、

「隙すきを突けばこいつのことを叩たたっ斬れるかと思ったんだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキを前にしながら見過ごすことなど、九衛にはできないからな」

『夜よる房ふさ』と同じくらい鋭い目つきで、九衛はぎっとムール・ミュールのことをにらみつけている。ムール・ミュールは恐れるように身を翻ひるがえして、衡の背中に隠かくれてしまった。

「まあ、野や蛮ばんですこと。『守憑霊ツキダマ』というもののことは、風の噂うわさに聞いておりましたけれど、実物はもっとひどいものなのですね。衡さま、助けてくださいまし」

「このっ……！　おいコウ、なんとかしろ！　さっさとそいつを鞄かばんに戻せ！」

「な、なんとかしろって言われても」

「役に立たん奴やつだな！　それともなにか、おまえもそいつのことが気に入ったのか？　へらへらしやがって、腹立たしい！」

　九衛はだいたいにおいて仏ぶつ頂ちよう面づらをしているのだが、今日は特にそれが顕けん著ちよだった。近くに阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるせいかもしれないが、いつにも増して殺気立っている。そんな彼女が『夜よる房ふさ』をひっさげているのだから、衡は自分の首の心配をしなくてはならなかった。

　普段なら白山さんが抑おさえてくれるはずなのだが──

「そ、そうだよ衡こうくん！　もっと真ま面じ目めになって！」

　どういうわけか、今日の白しろ山やまさんは九衛クノエの味方らしい。むっつりと唇を引き結んで、衡のことを責めるようににらみつけている。そういう表情をしてもまったく迫力がないどころか、すねた子供のような愛らしさが漂ただよっている。

『鞄かばん』の主従に責められて、すっかり参っている衡に、伊い織おりが助け船を出してくれた。

「九衛も白山さんも、ちょっと落ち着けよ。衡のせいにしたって仕方ないだろ？　今はとりあえず、こいつを追い返す方法について考えようぜ」

　なんて前向きな意見なんだ、と衡は感動すら覚えて、親友の顔をまじまじと見つめた。完全に事じ態たいを楽しんでいる遠とお咲さき先せん輩ぱいや青せい嵐らんとは次元が違う。

　ムール・ミュールはそんな伊織のことを、傷ついたような眼差しで見み遣やり、

「ひどい仰おつしやりようですね。伊織さまは、わたくしのことを追い返したいのですか？」

　伊織は涼すずやかに笑って肩をすくめ、

「個人的には、しばらく放っておいてもおもしろそうだとは思うんだが──それだと、いろいろと波風が立ちそうなんでね。おれとしても辛つらいところだ」

　伊織は遠咲先輩と同じく、『おもしろい』物事には目がないという性格をしている。かつてはその性格に振り回されたこともあったが、しかし遠咲先輩とは違い、彼は『おもしろい』物事によって犠ぎ牲せい者しやが出るのをよしとしない、優やさしい性格をしているのだ。

　衡は内心で伊織に感謝し、自分も意志を強く持って、ムール・ミュールに向き直った。

「そういうことだ。さあ、教えてくれ。きみはどうすれば、おれから離れてくれるんだ？」

　もちろんムール・ミュールは、にこにことしてこう答えた。

「いやですわ、衡さま。わたくしがそんなことを、教えると思うのですか？」

　思わない。しかし、

「ということは、少なくともきみを引き離す方法はあるということだな」

　揺さぶったつもりだったが、ムール・ミュールの笑みは少しも動じなかった。ふわり、と宙に浮かび上がり、彼女は同じく空を飛ぶハート型のぬいぐるみに腰かけた。

「ええ、ありますよ。──そうですね、もしも衡さまが本当にお知りになりたいというのであれば、特別に教えて差し上げても構いませんわ」

「……ただし？」

　ふとつぶやいたのは、遠咲先輩だった。ムール・ミュールは背中をハートに預けて、遠咲先輩をゆるりと見た。その口元は笑んでいる。

「頭が良いのですね、あなたは。──ただし、条件があります。それを吞のんでくださいますか、衡さま？」

　怪あやしいことこの上ない。衡は注意深く口を開き、

「……どんな条件だ？」

　そう尋たずねると、ムール・ミュールの笑みが消えた。

　むっつりと顔をしかめていた白しろ山やまさんが息を吞のむほど。九衛クノエがますます細い眉まゆを険けわしく寄せるほど。ムール・ミュールの表情には、真剣な、縋すがるような色合いが映し出されている。

「わたくしのことを」

　ゆらり、とハートを蹴けって、ムール・ミュールは衡こうのすぐ目の前までやってきて、

「『愛している』と」

　桜色の唇が、そんなことを囁ささやいた。

「ただ一言、仰おつしやってください。そうすれば──教えて差し上げます。わたくしを、『囊界ノーガ』に戻す方法を」

　沈黙が、部室の中に満ちた。

　条件というには、あまりにも簡単な条件だった。

　特別ななにかをするというわけではない。口と舌を動かして、ただ言葉を紡つむぐだけでいい。それだけで、なによりも貴重な情報を教えてくれるのだという。

　しかし──

　衡は白山さんのことを見た。

　思考停止、という言葉がぴたりと当てはまる表情をしていた。スイッチを切られたかのように、ぴくりとも動けずにいる。

　ふと、ムール・ミュールの手が衡の両りよう頰ほほを挟み込んだ。幻げん影えいである彼女の手は、実際に衡に触れることはできなかったが、それでも彼の視線を自らの元へと引き戻すことには成功した。ぴくんと白山さんの髪が揺れ、九衛の目つきがますます鋭くなる。

「──わたくしは、愛しております。他の誰だれよりも、衡さまのことを、お慕したいしています」

「う……」

　愛している。ドラマや小説の中でしか目にすることのない言葉。口にしただけで笑われるほど陳ちん腐ぷな言葉。それなのに、ムール・ミュールの声で紡がれるただ一言は、ぞっとするような破は壊かい力りよくを有していた。

　鼓こ動どうが高まり、内臓が煮えるように熱くなっていくのがわかる。文字通り目と鼻の先、一歩踏み出せば口づけることができるほどの距離から、ムール・ミュールの宝石に似た瞳ひとみが衡を、衡だけを、一心に見つめていた。

　噓うそでは、ないのだろう。

　この少女は、なんの取り柄もない平ひら沢さわ衡という少年のことを、愛しているのだ。

　しかし、なぜそこまで──？

　衡が、そう思った瞬しゆん間かん。

「ふん！」

　九衛が彼の襟えり首くびを摑つかみ、力任せにムール・ミュールから引き剝はがした。ずるずると九衛に引きずられて、衡こうは強制的にムール・ミュールから距離を取らされる。

　不覚にも、助かった、と思った。あれ以上、ムール・ミュールのような美しい少女に甘やかな言葉を聞かされつづけていたら──本当に、どうにかしてしまったかもしれない。

　一方、想い人を引き離されたムール・ミュールは、悲しげに瞬まばたきをして、

「なにをなさいますの、『守憑霊ツキダマ』さん？　男女の睦むつ言ごとを、邪じや魔ましないでくださいな」

「黙れ」

　ぼそり、とつぶやいたその声には、温度というものが一切存在しなかった。『夜よる房ふさ』よりもなお切れ味の鋭い視線でムール・ミュールをにらみつけてから、九衛クノエはぷいっとその顔を背そむけた。いまだに硬こう直ちよくしている白しろ山やまさんに向き直り、

「シロさま。九衛はいいことを思いつきました」

「──え、え？」

「こいつの弱点を知るためには、コウが妙なことを口走らなくてはならないようですが──なにも、そんなものを言わせることはありません。そうです、こんなムカつく奴やつの思惑に乗る必要なんて、どこにもありませんとも！」

「でも、言えば『鞄かばん』に戻す方法が聞き出せるのよ？」

　絶妙のタイミングで、遠とお咲さき先せん輩ぱいが九衛の宣言に水を差した。その瞳ひとみには喜劇を見るような色が浮かんでいる。文句のひとつも言いたくなるが、今この場において衡の発言権は存在しない。

　代わりに、九衛が遠咲先輩をにらみつけた。

「情報なら、なにもそいつから聞き出さなくてもいい。ツバヒロを締め上げて、そいつに関する情報を吐き出させれば、それで事は済むだろうが」

　なるほど、と衡は思わず感心してしまった。ツバヒロというのは、『判官ナカノツカサ』と呼ばれる阿ア頼ラ耶ヤ識シキだ。『囊界ノーガ』の中の『都ミヤコ』に住む彼らは秩ちつ序じよを重んじ、鞄の所持者である白山さんに、なにかと協力をしてくれるのである。

「シロさま、鞄のご用意をお願いします」

「…………あ、う、うん、わかった」

　白山さんは何度も何度も頷うなずき、黒い鞄を開いた。九衛は無言で衡の腕を摑つかみ、引きずっていこうとする。おれも行くのか、と思いはしたが、口に出すのはやめておいた。今の九衛になにか異い議ぎを挟んだら、その瞬しゆん間かん身体の一部と永遠にさよならしてしまいそうだ。

　と、衡にくっついて、一緒にふよふよと漂ただよってきたムール・ミュールが、腕を組みながら言った。

「ああ、懐なつかしき『囊界ノーガ』に戻るのですか。構いませんよ。衡さまと一緒であれば、わたくしはどこでも幸せでいられます」

「だから、おまえは、黙ってろ」

　九衛の容よう赦しやない言葉に、ムール・ミュールは首をすくめ、忍び笑いを漏もらした。九衛はむっつりしながら鞄かばんに片足を突っ込み──ふと、衡こうは後ろを振り返った。

　白しろ山やまさんも、自分の後に続いている。

「……え、白山さんも来るの？」

「なに!?　わたしが行っちゃいけない!?」

　いつになく反抗的な口ぶりで、白山さんはそう叫んだ。あまり深く触れるとこっちがやけどをしそうなほど、白山さんの顔は紅あかく染まっていた。ゆるゆると首を振り、衡はごまかすように他のメンバーに向き直った。

「えっと──それじゃ、鞄、見ててもらっていいですか？」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいはすんなりと頷うなずき、

「ええ。本当ならわたしも行きたいところだけど──まあ、今回は諦あきらめるとしましょうか。ゆっくりしていらっしゃい」

　この人本当に楽しそうだな、と遠咲先輩のサディズムを恨うらめしく思いながら、衡は九衛クノエに手を引かれるまま、『囊界ノーガ』へと入り込んでいった。
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　白しろ山やまさんの黒い鞄かばんの中には、ひとつの世界がある。

『囊界ノーガ』と呼ばれるその世界は、我々が住み暮らすこの世界とは、あまりにもかけ離れた場所だ。物理法則をはるかに超ちよう越えつした奇妙な現象や光景が、至る所に転がっている。

　今現在、衡こうが目にしているのも、そんな光景だった。

「…………なんだ、ここは」

　どうも、『囊界ノーガ』に来るたびにそんなことを言っているような気がする。そのことがわかっていても、なお尋たずねずにはいられなかった。

　頭上には漆しつ黒こくの大地が覆おおい被かぶさり、足下には深い闇やみが広がっている。

　衡がいるのは、頭上の大地から針のように突き出した逆さまの塔だった。塔の内側にある螺ら旋せん状の通路の中から外を見渡すと、自分がいるのと同じような逆さの塔が何本も生えているのが見えた。塔の高さはまちまちで、三階建てくらいのものもあれば、下方の闇に向かって延えん々えんと伸びているものもある。

　黒々とした闇は、どうやら黒雲のようだった。時折、真っ白な雷かみなりが走り、再び闇の中に吸い込まれていくのが遠目に見える。そのたびに、悲鳴のような雷らい鳴めいが聞こえるのだった。

「なんだ、ここは？」

　前を歩く九衛クノエに、衡は重ねて質問した。

　彼らは今、塔内部の通路を歩いていた。螺旋階段のように緩ゆるやかな渦うずを描きながら、一行は下り坂の通路を進んでいく。塔の中は薄うす暗ぐらく、足下さえほとんど見えないほどだが、壁に取り付けられた金色のランプで、どうにか互いを視し認にんすることができた。

　うるさいなあ、という顔で、九衛は衡を振り返り、

「前も来たことがあるだろうが。『剝はく落らくノ都』だ」

　確かに、『剝はく落らくノ都』には以前訪れたことがある。しかしあのときは、『剝はく落らくノ都』があったのは無限に広がる純じゆん白ぱくの砂漠だったはずだ。こんな逆さまの尖せん塔とうの群れなど、一度も見たことはない。

　と、ムール・ミュールが後ろから衡に抱きついてきた。ぎくりとするほどの近距離から衡の横顔を覗のぞき込んで、優やさしげな声で解説する。

「人が見る『囊界ノーガ』と、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが見る『囊界ノーガ』は違うのですよ、衡さま。たとえ同じ場所であっても、人の目にはときとして天と地ほどにも違う景色が映ることがあるのです。ほら、外の世界でも、日によって空の模様が違うことがあるでしょう？　それと同じですよ」

「同じ、か……？」

　天候と同じで済ませられるような変わり方ではない。衡が戸と惑まどっていると、袖そでをちょいちょいと引っ張られた。

　白山さんだ。

「ね、ねえ、衡くん。なんで『囊界ノーガ』の住人を阿ア頼ラ耶ヤ識シキって呼ぶのか、知ってる？」

　そんなことを言いながら、白しろ山やまさんは衡こうの腕を引いて、少しでもムール・ミュールから離そうとしているようだった。鎖くさりで繫つながれている以上、どうしたってムール・ミュールは衡についてくるのだが。

「いや、そういえば、知らないな」

「それはね、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが、阿ア頼ラ耶ヤ識シキを持っているからなんだよ！」

　自信満々、胸を張ってそう教えてくれるが、なにを言っているのかさっぱりわからない。首をかしげていると、九衛クノエが前を向いて歩きながら補ほ足そく説明をしてくれる。

「……ニンゲンは六ろく識しきで物事を捉とらえる。すなわち、眼識・鼻識・耳識・舌識・身識・意識の六識だ。目の前にまんじゅうがあれば、それを目で『見て』把は握あくし、鼻で『嗅かいで』理解し、舌で『味わって』認にん識しきする。おまえらは、そうやって世界のことを捉えているだろ？」

　まんじゅうでたとえるのはどうかと思うが、言いたいことはわかった。

「まあ、確かにそうだ」

「それと同じように、九衛たちにもそういう『識』が備わっているんだ。この世界を、『囊界ノーガ』を捉えるための『識』。それは──『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』と呼ばれている」

「だから、わたくしたちは阿ア頼ラ耶ヤ識シキというのですよ。『囊界ノーガ』を見るための『識』を持っている唯ゆい一いつ無む二にの存在だから、その名前で呼ばれるのです。わかりやすいでしょう？」

　にこにことしながらムール・ミュールが締め、白山さんと九衛はむっとして彼女のことを見た。それには気づかず、衡は頭の中で、なるほど、とつぶやいた。

　衡は人間である。人間は、目で見るか鼻で嗅ぐか舌で味わうか──要するに、五感を通してでしか物事を把握することができない。だから、『囊界ノーガ』の中の同じ場所であっても、まったく異なるように感じてしまうのだ。

　しかし、ムール・ミュールや九衛には、『囊界ノーガ』の中だけで通用する感覚アンテナがくっついているのだという。それがどういうものなのか、色覚を持たない動物が『色』というものを理解できないように、衡に理解することはできない。

　しかし、少なくとも──彼女たちの『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』を通して見れば、『剝はく落らくノ都』は常に同じ姿を呈ていしているということは、なんとか理解できた。純じゆん白ぱくの砂漠が逆さまの塔に変わることなど、晴れが曇くもりになる程度の変化でしかないのだろう。衡は、少なくとも視覚でその変化の一面を捉えることができるが、完全に認識することはできないのだ。

「でも、それって……」

　なんとなく、不安になる。今まで特に疑問も持たずに『囊界ノーガ』を訪れていたが、実際は目め隠かくしをして歩いているようなものなのではないだろうか。『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』があれば簡単に避さけられる危険が転がっていても、それを持たない衡は回かい避ひできないのだ。

　と、その不安を読み取ったかのように、ムール・ミュールが頰ほおを寄せてきた。

「大丈夫ですよ、衡さま。あなたの身は、このムール・ミュールがきちんとお守りいたしますから。なにかあれば、身を挺ていしてでも助けさせていただきます。ですから、どうかご安心なさってくださいな」

　すぐ近くから微笑ほほえまれて、衡こうは思わずどぎまぎしてしまう。ムール・ミュールはそれを見て「ふふ」と笑い、そして白しろ山やまさんは、衡の袖そでを引っ張ってきた。振り返ると、彼女はすねたような上うわ目め遣づかいで、衡に詰め寄った。

「わたしだって、道案内くらいならできるよ！　これでも『囊界ノーガ』には詳くわしいんだから！」

「そ、そうなんだ」

　いつになく強い語調で、自らをアピールしてくる白山さんに、衡は曖あい昧まいに頷うなずいた。どうやらその反応がお気に召さなかったらしい。白山さんは唇をとがらせて、ぷいっと衡から離れてしまった。九衛クノエと連れ立って通路を降りていく白山さんの背中を追いながら、衡は自分の態度のどこがいけなかったのかを、じっくりと考え直していた。




　　　　◆




　螺ら旋せん状の通路を下りつづけて、どれくらいの時間が経っただろう。

　不意に、九衛が立ち止まった。彼女の『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』が捉とらえたのか、ひとつの扉に向き直って、腕を組む。

　その扉に、衡は見覚えがあった。以前、白銀の砂漠の姿をしていた『剝はく落らくノ都』で、同じような扉に出くわしたことがある。

　純じゆん白ぱくの扉と、中央に取り付けられた金きん獅じ子しのノッカー。

「ここか？」

　そう尋たずねると、九衛は難しい顔をしたまま頷き、

「ああ。この扉で間違いない。──しかし、な」

　首をかしげると、九衛の黒いポニーテールが揺れた。彼女がなにを考えているのか、尋ねるまでもなく衡にはわかっていた。

　本来ならば、ここが『判官ナカノツカサ』ツバヒロの住すみ処かのはずだ。

　しかし、ここのところ、彼は不在が続いているのだという。

　もともとのきっかけは、一ヶ月前の夏休み中に遭そう遇ぐうした阿ア頼ラ耶ヤ識シキ・流リユウ姐ジエの一言だった。

　鞄かばんを狙ねらって白山さんと衡に襲おそいかかってきたそいつは、封印される前に情報を漏もらしていたのだ。他の誰だれでもない、衡にとってなによりも重要な情報──一日一回は必ず痛い目に遭あうという、彼の『呪のろい』の根本原因である、『星霜紬Star Craft』というものの情報を。

　それがどういうものなのか、流姐は教えてはくれなかった。彼女が漏らしたのは、ただ『星霜紬Star Craft』という名前だけ。だが、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが口にしたのだから、それが『囊界ノーガ』に関係している可能性はかなり高い。

　そういうわけで、九衛クノエは白しろ山やまさんの命令もあり、衡こうの『呪のろい』の本性を探るために、ここ最近何度もツバヒロを訪ねているのだが──彼は現在、どこかに出かけてしまっているらしく、いまだに会うことができないでいるのだった。

　九衛が難しい顔をして考え込んでいるのは、そのことに思い当たったからだろう。また不在だとしたら、『星霜紬Star Craft』どころかムール・ミュールの情報も得られないからだ。

　衡は九衛の背中を軽く叩たたき、

「まあ、迷っていても仕方ない。いなかったら、そのときのことだ」

「む。──おまえに言われなくても、それくらいわかっている」

　きろりと衡のことを見み据すえて、九衛は先ほどの白山さんとよく似た表情でそうつぶやいた。衡に張りつくムール・ミュールを、刃のような視線で撫なでつけてから、再びドアに向き直る。意を決したように、九衛はノッカーに手を伸ばし、

　弾はじかれたようにドアが開き、

　その向こうから、ひとりの少女が転がり出てきた。

「うきゃっ!?」

　突然開いたドアに鼻っ柱を強打され、よろめいた足を回転する少女の身体に刈かり取られて、九衛は奇妙な声をあげて吹っ飛ばされた。通路の手すりに背中からぶつかって、その身体がぐらりと傾かしいで──

　九衛の小さな身体は、塔の外へと転がり落ちてしまった。

「くっ、九衛!?」

　さすがに白山さんが悲鳴をあげ、手すりに駆け寄っていく。が、下は漆しつ黒こくの雷らい雲うんと白銀の稲いな光びかりがあるばかりで、九衛の姿を見出すことはできなかった。白山さんと同じように走り寄った衡は、さすがに肝きもが冷えるのを感じた。九衛のことだから、死にはしないだろうが──今行方ゆくえ不明になられるのは困る。

　なぜなら、扉から出てきた阿ア頼ラ耶ヤ識シキに、見覚えがあったからだ。

　金きん髪ぱつに、碧へき眼がんに、幼い体たい軀くには不つ釣つり合あいな大人びたドレス。その表情は幼い子供のそれで、無む邪じや気きさと残ざん虐ぎやく性せいを兼かね備そなえている。問題なのは、人間の児童とは違い、彼女は本当に人を殺すことができるということだ。

　彼女は、名前をメアという。衡が、初めて出会った阿ア頼ラ耶ヤ識シキだ。

「…………ったいなあ、もう！　なにすんのよヴィヴィ!!」

　扉の向こうを見据えて、メアはそう怒鳴りつける。視線の先を追うと、やはり見覚えのある少女がいた。桃色の髪と緑の瞳ひとみ、ふわふわとしたベビードレスを身につけた、少女の姿をした阿ア頼ラ耶ヤ識シキ──ヴィヴィだ。

　いつもは眠たげに垂たれている緑色の目が、このときばかりはヴィヴィの怒りを映して、きっと吊つり上がっていた。ヴィヴィは人差し指で目の下を引っ張り、べえ、と舌を出した。

「ツバヒロが持ってきてくれたお菓子を、つまみ食いするあなたが悪いのよ、メア！　はんぶんこしましょうねって約束したのに、わたしの分まで取るなんて許せない！　今日こそはお仕置きをしてあげるわ！　──『遊ノ王Idle Master！』」

　なんだなんだ、と思う間もなく地面が揺れた。腹の底に響ひびくような地響きを立てながら、扉の向こうから、なにか巨大なものが近づいてくる。

　うへ、と怯おびえた顔をして、メアはわたわたと両腕を泳がせながら説得を試みた。

「わっ、ちょっと、待ってヴィヴィ！　こ、こんなとこにマキャヴェリ出したら、」

「やりなさい、マキャヴェリ！」

　みなまで聞かずに、ヴィヴィはメアをびしりと指差す。次の瞬しゆん間かん、扉の向こうにいる怪かい物ぶつが長く尾を引く雄お叫たけびをあげた。暗あん緑りよく色しよくの表皮はぬらりと水気を帯び、頭部にいくつも開いているのは、昆虫に似た複ふく眼がんだ。その姿は巨大そのもの、衡こうたちが出入りする図書館とほとんど同じ大きさを持つ。こんな小さな扉の中にどうやって入ったのか、『囊界ノーガ』においては聞くだけ無意味というものだ。

　わかっているのはただひとつ。建物ほどの大きさを持つマキャヴェリが、その強きよう靭じんな腕を振り上げて、ドアをぶち抜いたということだった。

　扉どころかその周辺の壁までもが、ばらばらに粉ふん砕さいされて辺りに飛び散った。粉々になった金具やレンガの破片が天井に当たって跳ね返り、凶器のように頭上に降ってくる。

「わ、わっ──！」

「危ない、白しろ山やまさん！」

　衡は咄とつ嗟さに床を蹴けり、白山さんを押し倒すようにして破片の雨からかばった。いくつもの破片が背中を叩たたき、中には突き刺さったものさえあるが、衡は歯を食いしばってその痛みを押し殺した。『呪のろい』のおかげで、痛みを我が慢まんすることには慣れている。

「こ、衡くん──！」

　白山さんが、心配そうな声をあげた。が、それを聞いている余裕はない。衡は首をひねって後ろを振り返り、事じ態たいが悪化しつつあることを知った。

　扉と壁を一緒くたにして吹っ飛ばしたマキャヴェリの拳こぶしは、優ゆうに人ひとり分ほどの大きさがある。マキャヴェリは、その手で塔の床を摑つかみ、扉のこちら側に這はい出そうとしていた。凶悪にねじれた黒い爪つめは、石造りの床に易やす々やすと突き立った。

　やばい。

　このままでは、マキャヴェリに押しつぶされる。

「ヴィヴィ、お、落ち着いてってば！　話し合お？　ねっ!?」

　メアは尻しり餅もちをついたまま、じりじりと距離を取る。手を振り回していたが、びしりと指をヴィヴィに突きつけ、

「だ、だいたい、マキャヴェリに『遊ノ王Idle Master』を使うなんて、卑ひ怯きようだと思わないの!?　マキャヴェリはあたしたちの共有財産でしょ!?」

「この期ごに及んでまだそんなことを……！　話し合いの時間はとっくに過ぎたわ！　『直下』に落ちて反省してらっしゃい！」

　その声に追い立てられるかのように、マキャヴェリは狭い通路に這はい出そうとしていた。
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「白しろ山やまさん、逃げるよ！」

「う、うん！」

　白山さんはよろめきながらも立ち上がり、衡こうと一緒になって走り出した。鎖くさりで繫つながれたムール・ミュールもついてくる形になる。彼女はハート型のぬいぐるみに抱きつきながら、しみじみと、

「ああ、このメチャクチャな感じ。故こ郷きように、『囊界ノーガ』に戻ってきたという感じがしますわ。懐なつかしい……」

「そんなことを言ってる場合か！　早く逃げないと──」

　ずん！　と一ひと際きわ大きな揺れが走り、衡はそれ以上なにも言えなくなった。

　マキャヴェリが、出てこようとしている。ぶち抜いた穴に巨体をねじ込むようにして、漆しつ黒こくの爪つめで床を切り裂さきながら、這い出してきている。

　その衝しよう撃げきで、塔の一部が崩ほう壊かいしつつあった。

　床は丸ごと抜けて階下に落ち、マキャヴェリ周辺だけがえぐり取られたかのように、見晴らしのいい吹き抜けになってしまっている。塔の破片がいくつもこぼれ落ち、眼下の闇やみへと吸い込まれていく。それでもなお、マキャヴェリの進しん撃げきは止まらない。喜びとも怒りともつかない咆ほう吼こうをあげながら、マキャヴェリは手当たり次第に周辺を攻撃しようとして──




　黒。




「……………………へ？」

　間の抜けた声が、衡こうの口から漏もれた。

　白しろ山やまさんをかばうようにして立ちながら、衡は何度も瞬まばたきをする。足下に伝っていた振しん動どうは、いつの間にか消えてなくなっていた。なぜならば、その発生源であるマキャヴェリが、消えてなくなっていたからだ。

　一いつ瞬しゆん前までマキャヴェリがいたはずの場所に、光を吸い込むような漆しつ黒こくの、巨大な布が広がっていた。

『九絶門Val' DOR's Gate』の伍ご式兵装・『國隠クニカクシ』。

　しゅん、と音を立てて、『國隠クニカクシ』は子供くらいのサイズにまで収しゆう縮しゆくした。次の瞬間には、ぱらりと解ける。マントのようにそれを羽は織おって、中から顔を出したのは──

「ツバヒロの、馬ば鹿かが！　自分のガキの面倒も見られないのか！」

　ぜえぜえと、荒く息をつく九衛クノエだった。

「──シロさま！　ご無事ですか!?」

　九衛が焦あせっているのは、マキャヴェリがどうというよりも、白山さんに危険が迫ったからだろう。衡の後ろからちょこんと首を伸ばしている白山さんを見つけると、九衛はすかさず駆け寄って、その手を握り締めた。

「ああ、シロさま、申し訳ありません！　九衛がついていながら、こんな危険な目に遭あわせてしまうなんて──！」

　安あん堵どと後悔をない交ぜにしながら、九衛はぎゅっと目を閉じて白山さんにしがみつく。前髪の先が、細かに震ふるえているのが衡の目にも見えた。白山さんはくすぐったそうに目を細めると、そんな九衛の頭を、よしよしと撫なでる。

「わたしは大丈夫だよ、九衛。──衡くんが、守ってくれたんだ」

　猫に似た九衛の目が、衡に向けられた。衡は頰ほおを搔かきながらそれを受け、

「いや、別に、そんなたいそうなことをしたわけじゃ……」

　もごもごと、照れくさそうにそんなことをつぶやいた。九衛はわずかに首をかしげ、そんな衡のことをまじまじと見つめていたが、やがて彼女は唇をとがらせた。視線をそらしつつ、聞き取りにくい声で、

「………………ったな……」

「え？」

　思わず聞き返すと、九衛クノエは剣のような目つきを衡こうに突きつけ、

「ご苦労だったな、と言ったんだ！　何度も言わせるな！」

　彼女が礼を言っているのだ──ということに気づくまで、少しかかった。

　それから、ふと笑ってしまう。礼を言うことなどないし、言うとしたってそんなに気負わなくてもいいだろうに。しかし、まあ、それも九衛らしい。

　そんなことを考えていると、

「──衡さま！　大変！」

　空を漂ただよっていたムール・ミュールが、悲鳴に近い声をあげて衡に近づいてきた。彼の後ろに回り込んで、その背中を覗のぞき込む。

「ああ、なんてこと、こんなにひどい怪け我がをなさって……！」

　言われてようやく思い出した。白しろ山やまさんをかばったときに、降り注ぐ破片のひとつが衡の背中に突き刺さっていたのだ。といっても、ムール・ミュールが言うほど大した怪我ではない。破片の大きさは親指ほど、せいぜい皮ひ膚ふが破れて血が流れているくらいだ。痛みに慣れた衡にとっては騒さわぐほどのことではない。

　しかし、ムール・ミュールはまるで命に関わる大怪我のように、心配に表情を曇くもらせて衡の背中に張りついていた。白山さんのことをきっとにらみ、

「白山さま、衡さまの服を脱がせてくださいまし」

　まさか自分に振られると思っていなかったのか、白山さんは目をぱちくりさせた。

「えっ、──え？」

「服を、脱がせるのです！　傷口を露ろ出しゆつさせなさい。──誰だれのせいで、衡さまがこんな目に遭あったと思っているのですか!?」

　白山さんの呼吸が、止まった。

　九衛の顔が怒りに染まり、衡も文句を言いそうになった。だが、それよりも先に、白山さんはムール・ミュールの言うことに従っていた。

「──ごめんなさい」

　つぶやいて、手早くシャツのボタンを外し、襟えり首くびからはぎ取るようにして、白山さんは背中の傷口を晒さらした。ムール・ミュールは白山さんには一いち瞥べつもくれず、衡の背中、正確には血の滲にじんだ傷口へと顔を近づけ、

「『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の名に於おいて」

　慈いつくしみに満ちた声が、石造りの天井に響ひびき渡った。

「どうか、どうか、あなたの傍そばに、わたしの心を置かせてください。恋いに焦こがれるわたしの胸の、裡うちで震ふるえる心の器うつわ。あなたの痛みと傷きず痕あとを、どうかわたしに抱きとめさせて」

　詠うたい終えたその唇で、ムール・ミュールは衡の傷口に自らの唇を重ねた。

「────！」

　その行為に、白しろ山やまさんは両手を口に当てて絶句する。その顔が、みるみるうちに耳まで真まっ赤かに染まっていった。こういうことに免めん疫えきがないのは相変わらずらしいが、衡こうとて平静でいられるわけがない。身をよじってムール・ミュールを振り返り、

「なっ、なにするんだ!?」

「失礼かとは思いましたが、治すほうを優ゆう先せんさせていただきました。いかがですか、怪け我がの具合は？」

「いかがって──」

　と、そこでようやく、衡は自らの怪我が、淡あわ雪ゆきのように溶とけて消え去っていることに気がついた。すでに痛みはどこにもなく、手を伸ばして触れてみても乾いた血の跡あとがこびりついているだけだった。

「……よかった。大丈夫みたいですね」

　そう言って、ムール・ミュールはほっとしたように笑った。衡は複雑な面持ちで、そんなムール・ミユールの笑顔を眺めている。

　人の傷を癒いやす、というのが、彼女の『領域ナワパリ』の効果なのだろうか。今までの阿ア頼ラ耶ヤ識シキとは、まるで異なる力だ。『領域ナワパリ』は破は壊かいと混乱を撒まき散ちらすだけのものだと思っていたのだが──ムール・ミュールの能力は、別物らしい。

　礼を言うべきかどうか迷っていると、頭上から声が降ってきた。

「やー、助かったよ！　ったくもー、ヴィヴィったら無茶するよね！　お菓子ひとつでこんなに怒らなくてもいいのにね！」

　見上げると、メアが宙に浮かんでいた。

　といっても、ムール・ミュールのように無重力に漂ただよっているわけではない。白い手袋を嵌はめた手が宙に浮かんでいて、メアはその手に首根っこを吊つり上げられているのだった。親に運ばれている子猫のようだ。

「あれ。『守憑霊ツキダマ』じゃん。なにしてんの、こんなとこで？」

　たった今気づいたかのように、メアは目を丸くして九衛クノエのことを見下ろしている。と、そこに彼女の片割れであるヴィヴィが現れた。ぶすっと頰ほおを膨ふくらませて、しかしその格好はメアと同じように、宙に浮かぶ手によって襟えり首くびを摑つかまれている。

「……なんでわたしが怒られなくちゃいけないのよ……悪いのはメアじゃないの……」

「たかがお菓子ひとつで『都ミヤコ』を壊しかけておいて、怒られないわけないじゃん！」

「ひとつじゃないもん！　これまでにもメアにはたくさん取られたもん！」

「ヴィヴィだってあたしのオモチャ取ったことあるじゃないの！　お互い様だよ！」

　空中に浮かびながら、ぎゃあぎゃあと言い合う二人の阿ア頼ラ耶ヤ識シキを見上げて、九衛は頭痛をこらえるように額に手を遣やった。

　と──

「やあ。失礼したね、九衛クノエ」

　穏おだやかな声が響ひびき、ヴィヴィとメアの言い争いを制止した。

　マキャヴェリの出現によってえぐり取られ、瓦が礫れきの傾けい斜しやと化した塔の通路に、彼はいつの間にか佇たたずんでいた。その背後には、なぜか白い扉が復活している。

　ツバヒロは、にこにことした顔をこちらに向けている──ように思える。なぜか、判然としない。顔を隠かくしているわけでもないのに、その顔がわからないのだ。

「ツバヒロ、さん」

　そう呼びかけたのは、白しろ山やまさんだった。彼を見上げる白山さんの瞳ひとみには、なぜか、わずかばかりの警けい戒かいの色が浮かんでいるように見えた。

「閑しず花かもいるのか、これは珍しい。それに──衡こうくんのほうは、なかなか楽しげなことになっているようだね？」

　宙に浮かぶ手を自らの顎あごに当てながら、ツバヒロはおもしろそうにそう言った。どこが楽しいものか、と衡は表情を曇くもらせ、ムール・ミユールのほうは微笑ほほえみながら、ツバヒロに向かって礼儀正しくお辞じ儀ぎをしていた。

「まあ、こんなところで話すのもなんだ。中に入ってくれたまえ。妙な騒そう動どうに巻き込んでしまったお詫わびとして、とっておきのデザートを振ふる舞まおうじゃないか」

　そう言って、ツバヒロは踵きびすを返し、白い扉を開いて中に入っていった。

　衡は白山さんや九衛と顔を見合わせ、それから頷うなずき合った。紆う余よ曲きよく折せつはあったが、こうしてツバヒロと出会うことができたのだ。あとは彼から、ムール・ミュールや『星霜紬Star Craft』に関する情報を得るだけだ。そう思い、衡たちは瓦礫の斜しや面めんをよじ登りはじめた。




　　　　◆




　こち、こち、と静かに時を刻む音が、『部室』の中に響き渡っている。

　伊い織おりはソファに腰かけ、遠とお咲さき先せん輩ぱいはいつもどおりの『副部長席』に座っていた。時計の他に物音といえば、彼女がラップトップパソコンを操作する音だけ。どこか頭の片隅でそれを意識しながら、伊織はテーブルの上の書類に目を通していた。

　学園祭で、伊織のクラスである１Ｈが行う企画書類である。実行委員といっても、実権も情熱も片割れである宮みや代しろ葉は月づきがすべて持って行ってしまっているため、伊織にはこういった雑用しか回ってはこない。もっとも、積極的に関わろうとしているわけでもないので、特に不満はない。

　ふと、気になった。書類をめくる手を止めて、遠咲先輩に話しかける。

「そういや、『図書館部』はなにかやらないんですか？　学園祭の出し物」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいは、キーを打つ手も止めず、簡かん潔けつ明めい瞭りように答えた。

「やらないわ」

　即答である。かけらの迷いも感じられない。伊い織おりは拍子抜けをして、

「……そうですか」

「なに？　やりたかった？」

「いえ、そういうわけじゃないんですが。このテのイベント、遠咲先輩は好きなんじゃないかなって思ってたんですよ」

　イベントが好き、というかイベントの盛り上がりを利用して、なんらかの陰いん謀ぼうを張り巡らせていそうではある。そのニュアンスが伝わったのか、遠咲先輩はようやく手を止めて、眼め鏡がねをこちらに向けてきた。

「嫌きらいじゃないけどね。他にやることがあるから」

「やること？」

「個人的な業務よ。『図書館部』は関係ないから、あなたはクラスの企画に集中していていいわ。まあ、どうしても手伝いたいっていうなら歓かん迎げいするけど？」

「いえ。遠えん慮りよします」

　伊織は即座に首を横に振った。どういう企たくらみをしているのかはわからないが、遠咲先輩が関わっていると、気がついたときには内臓の売買契約にサインをしていました、などということになりかねない。藪やぶ蛇へびだったな、と反省しながら、伊織は書類に向き直った。

　そのとき、部室の扉が開き、青せい嵐らんが姿を現した。

「あれ。白しろ山やまさんたち、まだ戻って来てないのかい？」

　部室の中を見渡して、青嵐は不思議そうに首をかしげた。伊織は青嵐に話しかけようとして、ぴたりと口を噤つぐんだ。

　青嵐は、執しつ事じが着るようなフォーマルな制服を身につけていた。

「……なんですか、それ」

「どうだい、結構似合うだろ？」

　楽しそうに破顔して、青嵐はその場でくるりと回った。そのときばかりは普通の女の子のように、自らの服装を自慢する喜びを滲にじませている。

　が、伊織が問題にしていたのは、青嵐の着ている服ではない。

「似合う……すっごく……すてき……！」

　青嵐の後ろで、目をハートマークにしている、ひとりの少女だった。

　十叶とがのう智とも恵え。伊織のクラスメイトであり、あまり素行の良くないグループに属する少女だ。なるべくなら関わりたくない相手だが、しかし十叶のほうは、もっぱら青嵐にだけ関わりたがっているらしい。

　青嵐は笑いながら頭を搔かき、

「いや、ちょっと練習がてらにね。試してみたんだよ。こう──」

　そう言って、十叶とがのうに向き直った。跪ひざまずき、その手を取って、

「──お帰りをお待ちしておりました、お嬢じよう様さま。どうかごゆっくり、おくつろぎになってください」

　手の甲に、軽く口づけをした。

　十叶の身体が、びくん、と電気を流されたかのように痙けい攣れんした。目元を赤く染めて、十叶は至福に酔よった表情になる。その唇が震ふるえながら開き、

「……は、はひ……」

「とまあ、『執しつ事じ喫きつ茶さ』での接客方法を試してみたんだけど、効果的だね。これでいくように、うちの実行委員に話してみるよ」

　からりと元の青せい嵐らんに戻って、彼女は伊い織おりの向かいに腰かけた。もちろん十叶もついてくる。青嵐の腕にべったりと抱きついている彼女の表情は、ぼんやりと曇くもっていた。青嵐のキスは、そんなに破は壊かい力りよくがあるのだろうか。

　まあ、十叶智とも恵えは、葛くずの葉は青嵐が女の子ということにも気づいていないのだが。

　二ふた月つきほど前に、キス魔まである青嵐にファーストキスを奪われて、ついでに心までも奪われてしまったらしい。これが他の女の子であれば「酷ひどい話だ」と心が痛むところなのだが、十叶智恵という少女は素行が非常に悪いので、「まあ十叶ならいいか」ということになっている。

　それにしても、と青嵐の姿を見ながら、伊織は舌を巻く。彼女はただでさえ中性的な美び貌ぼうの持ち主だが、執事服という独特の衣装を身に纏まとうと、本当の美少年のように見えてしまう。凜り々りしさの中に儚はかなさを兼かね備そなえた顔立ちは妖あやしいまでに魅力的で、彼女に笑いかけられて胸をときめかせない女性は、そうそういないだろう。

　その青嵐がメインを張るのだ。彼女のクラスは、さぞかし盛せい況きようを呈ていすることだろう──と思っていると、ふと青嵐が話しかけてきた。

「ところで、朱しゆ遊ゆに聞いたんだけど、伊織くん、きみのクラスもなかなか気合いを入れているらしいね？」

　伊織は目を瞬まばたかせて、それから遠とお咲さき先せん輩ぱいのことを見た。どこから聞きつけたのだろう。いや、この学園内において、遠咲先輩が知らないことを探すほうが困難なのかもしれない。

「ええ、まあ、熱心なほうと言えるんじゃないですかね。おれの片割れが、ずいぶんなお祭り女でしてね。そいつに煽あおられて、みんな気合い入れてるみたいですよ」

「きみは違うの？」

「……さあ、どうなんでしょ？」

　本当に自分でもよくわからなかったから、伊織は首をかしげてそう答えた。

　みなでやるイベントというのは好きなほうだ。が、今回は片割れの宮みや代しろがずいぶん張り切っているため、その反動で伊織のほうはそれほど気が乗っていないのだ。あいつが盛り上がっているんだから、おれまでそれに寄より添そうのはおもしろくない──と、心のどこかで思っているのかもしれない。

　伊い織おりはそこまで詳しく語ることはしなかった。青せい嵐らんもそれ以上は尋たずねず、ふうん、と不服げに息を抜いただけだった。

「なんだい。せっかくだから、勝負しようと思ってたんだけどな」

「勝負、ですか？」

「ああ。いつもやるだろ？　あれを、今回の学園祭でもやろうと思ってたんだけど」

　伊織と青嵐は、学年も性別も体格もまるで異なっているが、ただひとつ『勝負好き』という点において一致していた。これまでも、カードゲームからスポーツから、あらゆる勝負事で張り合ってきた。それを、今度は学園祭でやろうと言う。

　なるほど。

「いいですね。是非やりましょう」

　身を乗り出すようにしてそう言うと、青嵐はちょっとびっくりしたように目をぱちくりさせ、

「え。やるの？」

「もちろんですよ。それでこそ張り合いがあるってもんです」

　張り合い、という自らの言葉は、探し求めていたものにぴたりと当てはまる気がした。宮みや代しろが主体的に行っていたから、なかなか身を入れることができなかったのかもしれない。しかし、それが青嵐との勝負になるというのであれば──

「おれとしても、気合いを入れて参加できますよ。──ああ、青嵐さんが怖おじ気けづいたっていうのなら、無理には勧めませんが」

　青嵐は唇の端だけを吊つり上げ、

「誰だれが怖じ気づくって？　そっちこそ、途中で『やっぱりやめましょう』なんて言わないようにするんだね」

　伊織も青嵐も、二人とも楽しそうに笑い合っている──目以外は。そんな二人に、十叶とがのうはちょっと我に返り、青嵐から身を離すような素振りを見せる。もちろん青嵐は、そんなことは気にしない。ゆったりと足を組んで、詳細を決めていく。

「勝ち負けを決める方法は、チケットの枚数にしよう。知ってるよね、チケット？」

「確か、学園側が用意したチケットを使って、店でのサービスを受けるんですよね。それの集計枚数ってことですか？」

「そのとおり。集計は実行委員大本営がきっちりやってくれるし、最後には優ゆう秀しゆう店てん舗ぽの発表もするから、ちゃんとカウントされるはずだ。多いほうが勝ち、少ないほうが負けで、負けたほうは勝ったほうの言うことをひとつ聞く。これでどうだい？」

　いいでしょう、と頷うなずいた伊織に、青嵐は満足げに笑みを漏もらした。

「さて、果たしてどっちが勝つかな？　──十叶さんは、ボクの店に来てくれるよね？」

「も、もちろん！　全財産をはたいてでも！」

「……おまえはうちのクラスだろうが……」

　伊い織おりの言葉など、十叶とがのうの耳には届いていないようだった。敵のクラスの人員が早くも寝返ったということに喜んだのか、青せい嵐らんは穏おだやかに笑いながら十叶の髪を撫なで、

「あは、ありがと」

　彼女の頰ほおに、ちゅっとキスをした。

　たまったものではなかった。十叶はふにゃふにゃになってソファの上に溶とけ落ちてしまう。その様子を楽しそうに眺めてから、ふと青嵐は伊織に向き直り、

「というわけで、これをどうぞ」

　得意げに微笑ほほえみながら、青嵐は執しつ事じ服の懐ふところから数枚のプレートを取り出した。『優ゆう待たいプレート』という刻印がされてある。学園祭をより活性化させるために、学園側から配られるプレートで、裏側にはクラスと店の名前が記されている。あれを提示することにより、その店のサービスをチケットなしで受けられるのだ。

　本来は、保護者などに渡すはずのものだが、それを敵である伊織に渡すというのは、宣戦布告以外の何物でもない。

　不敵に笑みながら、伊織はそれを受け取った。

「まあ、もらっておきますよ。使うかどうかは別としてね」

「是非使ってほしいね、それもカウントされるんだから。さ、きみたちもどうぞ」

　物欲しそうな十叶と、特に興味がなさそうな遠とお咲さき先せん輩ぱいにも、それぞれ手渡す。彼女たちはともかく、男の自分が執事喫きつ茶さになど、何の用で訪ねればいいというのだろう。

　そのとき、不意に部室の扉が開いた。

「あー、やっぱここにいた！」

　と、大声をあげながら部屋の中に入ってきたのは、実行委員の片割れ、宮みや代しろ葉は月づきだった。ボーイッシュな短髪を揺らし、その合間から伊織のことを責めるようににらみつけている。遠咲先輩は突然の闖ちん入にゆう者しやにちらりと目を向けたが、特に抗議することはなかった。

「なにやってんのよ桐きりがヶが谷や、今日中に意見書をまとめとけって言ったでしょ!?」

「うるさいな、おまえは、図書館で大声出すんじゃねえよ。意見書なら今やってる」

「それが遅いっつってんの。どれ。どんだけできたの？」

　つかつかと近づいてきて、宮代は伊織の隣となりに腰を下ろした。ぐいっと身を乗り出して、彼が手にしている意見書を覗のぞき込む。ハネた髪の毛が顎あご先さきをかすめ、伊織は顔をしかめてのけぞらなくてはならなかった。

　青嵐が、それを無表情に見つめている。

「ふうん。結構できてるじゃん」

「だから言っただろうが。あと十分もあれば終わる。ちょっと待ってろ」

　ぶっきらぼうにそう言って、伊い織おりは宮みや代しろの身体を押しのけ、意見書に目を通しはじめた。宮代はちょっと不満そうに眉まゆを寄せたが、なにも言わなかった。自分の向かいにいる、青せい嵐らんと十叶とがのうに気がついたからだ。軽く頭を下げる。

「……どうも」

　宮代と青嵐は、一度だけだが面識があるはずだ。と言っても夏休み前のことだから、宮代が覚えているかはわからない。

　彼女は執しつ事じ服の青嵐と、そしてその腕にぺったりと抱きついている十叶を、目をぱちくりさせて見つめていた。どう反応すればいいのかわからない、とでも言うように。

「──さて。それじゃ、ボクはそろそろ戻らないと」

　ぽつりと青嵐がそう言い、伊織は書類から目を上げた。十叶を腕にぶら下げたまま、ソファから立ち上がり、薄うす笑えみと共に伊織に顔を近づけてきた。

「まあ、どうせボクのクラスに勝てるはずはないんだけど──せいぜいがんばりなよ」

　挑戦的なその言葉は、伊織と青嵐のあいだではよく交わされるたぐいのものだった。いつもなら気にも留めずに言い返しているところだが、このときの伊織はちょっとした焦あせりを覚えた。自分の隣となりにいる少女、宮代葉は月づきがむっとする音が聞こえてきたからだ。

　中学時代からの付き合いである伊織は、宮代が負けず嫌いであることを知っていた。加えて彼女は、学園祭の優勝を狙ねらっているときている。宮代にしてみれば、いきなり喧けん嘩かを売られたようなものだろう。
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「──え、ええ、がんばりますよ。ま、勝つのはこっちですけどね！」

　咳せき込むように、伊い織おりは憎まれ口を返した。とりあえずそうしなければ、宮みや代しろが喧けん嘩かを買ってしまうかもしれないと思ったからだ。

　しかし──それは、伊織が思ってもいなかった効果を、二人の少女に与えた。

　宮代葉は月づきと葛くず葉のは青せい嵐らんは、揃そろって伊織のことを見つめた。

　宮代は頼もしそうに、青嵐は気に入らないように。なにか妙だ、とここに至ってようやく伊織も気がついた。今目の前にいる青嵐は、いつも自分が接している活発で気さくな少女とは、違う気がする。

「……そうかい。ああ、それなら、おまじないをしてあげよう。勝つのは無理でも、健けん闘とうくらいはできるようにね」

「？　おまじない、ですか？」

　青嵐の真意が読めず、伊織はそう聞き返した。ああ、と頷うなずいて──それから青嵐は、突然あらぬ方向に目を向けて、

「あ！　阿ア頼ラ耶ヤ識シキがあんなところに！」

「なにっ!?」

　反射的に、伊織は指差したほうに目を向けてしまった。ここには宮代も十叶とがのうもいるのだ、ひとりならなんとかなるだろうが、二人同時に目撃されたらごまかしきれなく──




　ちゅっ、




　という音を立てて、青嵐の唇が伊織の頰ほおに触れた。

　なにが起きたのか理解できず、伊織は首をねじ曲げたまま、柔やわらかく温あたたかなキスの感触を味わっていた。

　部室の中の時間が、止まった。

「──はい、おしまい。それじゃあね」

　止まった時間の中で、青嵐はあっさりとそう言って、部室から出て行ってしまった。その後ろ姿を追ったのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいの楽しそうな視線だけだった。それから彼女は唇を薄うすく歪ゆがめて、次にどんな騒そう動どうが起こるのか、ソファのほうを注目しはじめた。

　伊織も、十叶も、宮代も。

　誰だれも一言も漏もらさず、微び動どうだにせず、その場にぴたりと凍りついている。どうすればいいのかわからない。ただ伊織にわかっているのは──この静止が解けた瞬しゆん間かん、凄すさまじい騒動が巻き起こり、そしてその騒動によってもっとも被害を受けるのは自分だろう、ということだった。

　その予感は、五秒後に現実のものとなった。




　　　　◆




　ツバヒロは、長い旅に出ていたらしい。

　もっとも、長い、といっても『囊界ノーガ』と外の世界では時間の流れが違う。『囊界ノーガ』で数ヶ月を過ごしても、外では三日も経っていなかったりするのだ。

　その外の世界でも、一ヶ月以上留守にしていたのだから──ツバヒロの旅は、極めて長い、と表現してもいいかもしれない。

「まあでも、お土産みやげを持ってきてくれたからね！　旅をした甲か斐いはあったよ！」

「……そのお土産も、わたしはメアに取られちゃったけどね……ふん……」

　片方は陽気に、片方は陰気に。壁のコート掛けに、仲良く並んで吊つるされているヴィヴィとメアは、そんなことを言い合っていた。

「黙れ」

　彼女たちに対して九衛クノエはにべもない。一度戦った相手なのだから当然かもしれない。衡こうと白しろ山やまさんも、警けい戒かいするように『反省中』の少女二人のことを見つめている。

『剝はく落らくノ都』内部、ツバヒロの住すみ処か。

『都ミヤコ』の様相が変わっていても、彼の住処は変わらないらしい。衡が初めてここを訪れたときと同じように、窓の外では緑に生い茂る庭園が、うららかな陽光を受けていっぱいに広がっていた。壁一面に取り付けられている棚には、まるで図書館のように大量の本が詰まっていて、収まりきらなかった本は床の上に積み上げられている。その上に、色とりどりのキャンディやチョコレートドロップの入ったビンが置かれていて、しかもフタは開いていた。言うまでもなく、ヴィヴィとメアの仕し業わざだろう。

「いや、彼女たちの非礼は詫わびよう。すまなかったね、きみたち」

　穏おだやかに笑いながら、ツバヒロはヴィヴィとメアが荒らし回った自らの住処を、難なく片付けていた。大量のオモチャやお菓子が転がったテーブルを、いくつもの空飛ぶ手が整理していく。散らかっていたテーブルに、あっという間にティーセットを広げられるくらいのスペースが空あいた。キッチンから、カップとポットを載のせたお盆を持つ手が飛んできた。

　九衛は「ふん」と鼻を鳴らし、

「そう思うんだったら、さっさと情報をよこせ」

　白山さんは眉まゆをひそめた。ツバヒロのことをちらちらと気にしながら、口を開く。

「九衛ったら。そんな言い方、失礼でしょう？」

「いいんだよ、閑しず花か。九衛の言うとおりだ。確かに、きみたちに対するもてなしは、お茶よりも情報のほうが相応ふさわしいだろうね」

　大きく頷うなずいて、ツバヒロは書架に目を向けた。そこではやはり、いくつもの白い手が慌あわただしく行き交っている。

「……見つかるといいね、衡こうくん」

　いつになく真剣な表情の白しろ山やまさんに、衡はムール・ミユールを見上げながら頷うなずいた。

「ああ。一刻も早く、彼女を引き離す手段を見つけないとな」

「ううん、そうじゃなくて──あの、そっちも大事だとは思うんだけど──『星霜紬Star Craft』のことだよ」

　衡は目を瞬まばたかせて、白山さんのことを見返した。

　ほんの少し眉まゆを寄せて、白山さんは訝いぶかしむような声で、

「まさか、忘れてたわけじゃないよね？」

　図星ではないにしろ、忘れかけていたことは事実だったから、衡は慌あわててごまかさなくてはならなかった。

「そ、そんなわけないじゃないか！　自分のことなんだから！」

「そうだよね。うん。──衡くんの、『呪のろい』の原因が、『星霜紬Star Craft』なんだよね──」

　どことなく、独り言のようにも響ひびくつぶやきを漏もらして、白山さんはカップの中を見つめた。スプーンでくるくると搔かき回しながら、ぽつぽつと、

「あのね、衡くん。わたし、衡くんから『呪い』を取り除くためなら、どんな協力もするから。だから、なんでも言ってね？」

「……？　なんでも？」

「な、なんでも！」

　ぐるぐるぐるぐる、と次第に搔き回す手が速はやくなっていき、それに比例して白山さんの顔も赤くなっていく。その様子に、衡は少し考えてから、

「白山さん、もしかして、おれの『呪い』が自分のせいだとか思ってない？」

　ぎくっとした表情で、白山さんは衡のことを見た。なんでわかるの、とその顔が言っている。衡は苦笑して、

「『星霜紬Star Craft』が『囊界ノーガ』に関係するものだとしても、きみが責任を感じる必要はどこにもないよ。気にしすぎだ」

　そう言うと、白山さんはちょっと不満そうにうつむいてしまった。かすかに首を振り、

「そうじゃなくて、その──」

「ああ、あった。見つかったよ」

　なにか言いかけた白山さんに、かぶせるようにしてツバヒロの声が響いた。二人は同時にそちらを向き、ツバヒロが一冊の本を軽く掲かかげている姿を認める。

「…………」

　白山さんの表情に、かすかな逡しゆん巡じゆんが浮かんだ。衡のことを見て、もう一度ツバヒロを見て、彼のところに近づいていく。彼女がなにを言おうとしていたのか、それを確かめる術すべもないまま、衡こうはツバヒロの話を聞くことにした。

　本を開いてページを見つけ出し、ツバヒロはその一文を読み上げる。

「『恋こい衣ごろも』のムール・ミュール、『中層』出身の阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、か。なるほどなるほど、道理で奇妙な格好をしているわけだ」

「あら、あなたに言われたくはありませんわ」

　自らの情報が明かされようとしているのに、ムール・ミュールは少しも動じていない。そんな彼女を横目に見つつ、衡は手を上げて質問、

「『中層』っていうのは、なんのことですか？」

「『下』のことだよね、ヴィヴィ！」

「ええ、そうね、メア」

　そう答えたのは、コート掛けに吊つるされている双子の少女たちだった。自分たちを見返した衡に、メアは吊られながらも腕を組んでふんぞり返り、

「『囊界ノーガ』には色々な階層があるんだよ、ニンゲン！　『表層』から始まって、『表層直下』『中層』『深層』『最深層』『核』っていうふうに、ずっとずーっと深くなってるの！」

「一般的には、深いところにいる阿ア頼ラ耶ヤ識シキのほうが、より強力でより不可解なものになっている。ヴィヴィとメアはまさにここ、『表層』の出身だ」

「ということは──」

　と、衡はムール・ミュールに向き直った。彼女はただ、にこにこしている。

「『中層』出身のこの子は、ヴィヴィたちよりも強いっていうことですか？　──とても、そうは見えませんが」

　自分たちが話題になっていると知って、二人の少女は興味深そうに衡を見つめてきた。と、ムール・ミュールは衡の言葉を受けて、

「ええ。わたくしは、暴力は好みませんわ」

　すまし顔でそう言って、なぜか衡に寄より添そってくる。彼女のこういう態度にも段々慣れてきたが、九衛クノエと白しろ山やまさんはそうでもないらしく、そのたびに小さな手を握りしめて、非難するようにこちらを見てくるのだ。勘かん弁べんしてほしい。

　ツバヒロは宙に浮かぶ手のひとつでぴんと指を立て、意見を述べた。

「それは、強さとはなにかという問題だね。わたしは、強さというものは目的を果たす能力だと考える。そうだとすると──彼女はなかなかに『強い』阿ア頼ラ耶ヤ識シキだと思うがね。事実、きみたちは彼女を持て余して、わたしのところまでやってきたんだし」

「ふん。ただ触れられないというだけだろうが。『夜よる房ふさ』が届いていたら、すぐにでも真っ二つにしてやるものを」

　唇をとがらせて、九衛は不満げに物ぶつ騒そうなことを言った。ツバヒロは肩をすくめる。

「しかしきみの刃は彼女には届かない。そういう特性を持つ阿ア頼ラ耶ヤ識シキだからね。さて、話を戻すと──ムール・ミユールは、かなり特殊な性質を持っているらしいね」

　手のひとつが、帽子の鍔つばを軽く持ち上げる。ツバヒロの視線に晒さらされても、ムール・ミュールは涼すずしげな顔で受け流している。

「彼女は、普段は自らの『領域ナワバリ』、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の中に入って眠っている。模型のようになった『領域ナワバリ』は誰だれでも触れることができるが、異性が触れた瞬しゆん間かんに発動するらしいんだ」

　衡こうと白しろ山やまさんは、顔を見合わせた。『領域ナワバリ』の模型、というのは、あのとき白山さんが雑貨店で見つけた陶とう器きのことだろう。

「そして──ムール・ミュールは、『領域』の模型に最初に触れた異性に心を奪われる。それゆえにこそ、彼女は『恋こい衣ごろも』の二つ名を持っているというわけだ。世にも珍しい、恋に生きる阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、というわけだね」

「え──」

　白山さんが、小さく声をあげた。心なしか、その顔が青ざめている。唇を嚙かんでうつむいて、彼女は独り言のように、

「……あれを、衡くんに見せたのって、わ、わたし、だよね……」

「そ、そうだっけ？」

　実際はしっかり覚えていたが、衡はあえてそう言った。これ以上、白山さんに責任を感じてほしくなかったからだし、落ち込んでいる白山さんを見て、九衛クノエの臨りん界かい点てんが近づいてきているのが見えたからだ。ただでさえ不ふ機き嫌げんに染まっている九衛は、自らの主人が青ざめるのを見て、その眉まゆを険けわしく寄せていた。

　こほん、と咳せき払ばらいをして、衡はフォローを入れる。

「まあ、考えようによっては、おれが触れてよかったのかもしれない。そうしないと、他の人が犠ぎ牲せいになっていたわけだからね」

　そう言うと、さすがにムール・ミユールは憤ふん慨がいしたように、

「犠牲だなんて、ひどい仰おつしやりようじゃありませんか、衡さま？　わたくしは、こんなにもあなたのことを愛しているというのに──」

「でも、それはきみの生せい態たいなんだろ？　ヒヨコが初めて見たものを親だと思い込むのと同じだ。そうとわかれば、おれとしても気き兼がねする必要はないさ」

　ようやく反はん撃げきすることができたような気がする。今まで、ムール・ミユールの端たん整せいな顔が近づくたびにどぎまぎしていたのだが、このときばかりはムール・ミュールも、すねたようにそっぽを向いてしまった。

　ふん、と鼻を鳴らして、九衛が促うながした。

「……話を先に進めろ。そいつの『領域ナワバリ』は、どんな効果があるんだ？」

　それを受けてツバヒロはページを一枚めくり、そこに書かれている情報を伝える。

「主な効果は二つだね。まず、術者の想いが実ったとき、それを永遠のものとして定着させる、と書いてある」

「……いまいち、意味がわかりづらいんですが」

「つまり、こういうことだ。ニンゲンの男女間ならば、たとえ一度愛を誓ちかったとしてもそれを易やす々やすと破ったりしてしまうだろう？　しかし、ムール・ミュールに限ってはそうではない。彼女にとっても、彼女の想い人にとっても、愛の誓いというものは絶対になる。『領域』の強制力によってそうなってしまうんだ」

　強制力とは物ぶつ騒そうな言葉だ。衡こうは不ふ審しんそうにムール・ミュールを見上げ、彼女はそれとなく視線を横に流して気づかないふりをしている。諦あきらめて、再びツバヒロに問う。

「それを発動する条件が、おれが彼女を好きになったら、ってことですか」

「ああ、そうだ。きみが彼女の思いを受け入れれば、そこで契ちぎりは結ばれる。それこそ『死が二人を分かつまで』、末永く幸せに暮らせるというわけだ。まさしく、死に至るまでの恋こい患わずらいだね」

　気のせいか、ツバヒロはどことなく楽しそうに見えた。白しろ山やまさんが毒を飲んだような顔色になっていくのがそんなにおもしろいのだろうか。

　九衛クノエもそのことに気づいているのか、不ふ機き嫌げんそうにツバヒロの言葉を否定した。

「要するに、コウがデレデレしなければいいだけの話だろ？　なら安心だ、これからはコウがにやつくたびに、『夜よる房ふさ』の切れ味を思い出させてやることにしよう」

「……、そ、それで、もうひとつの能力は？」

　九衛の言葉に命の危険を覚えた衡は、そう言ってごまかした。ツバヒロはまだ興味深そうに、衡と白山さんを見比べていたが、やがて再び本に視線を落とし、

「もうひとつは──ああ、さっき見せてもらったものだね。なかなか健けな気げな能力だよ。

『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の鎖くさりで繫つながれた相手の傷を、自らに移す、というものだ」

「─────」

「愛するものが受けた傷は、すべて自ら引き受ける、というわけか。無む償しようの献けん身しん。まさしくこれこそ愛だね」

　ツバヒロの軽口には応こたえず、衡は右腕を思いきり引いた。

「きゃんっ」

　楽しそうな悲鳴をあげて、ムール・ミュールの身体が鎖に引き寄せられる。触れられなくとも、彼女はぴたりと衡の腕の中に収まってきた。それには構わず、衡はムール・ミュールの背中を──マキャヴェリから逃れるときに、自分が怪け我がをしたのと同じ箇か所しよを見た。

　幻まぼろしであるはずの彼女の身体に、血に濡ぬれた傷きず痕あとが残っていた。

「……なんで、こんな……？」

　衡は、そう言うことしかできない。そんな素振りなど、少しも見せなかったのに。

　ムール・ミュールは、なにも言わなかった。ただ穏おだやかに微笑ほほえんでいるだけだ。

　先ほど自らの『領域ナワバリ』を使い、彼の傷を自発的に受けたときと同じように。

　好きな人の苦しみを分かち合いたいと思うのは、当然でしょう、とでも言わんばかりに。

　沈黙が、部屋の中に満ちた。ヴィヴィとメアでさえ、興味深そうにムール・ミユールのことを眺めていた。じっと互いを見つめ合う衡こうとムール・ミュールのことを、白しろ山やまさんが揺らめく瞳ひとみでじっと見つめていた。

　一方で──九衛クノエは、爆ばく発はつ寸前の顔をしていた。

　限界まで水を入れられた風船に似ている。苛いら立だちは次から次へと注ぎ込まれるのに、それを吐き出す出口がない。まなじりを吊つり上げて、彼女は衡とムール・ミュールのことをにらみつけている。

　そんな九衛の堪かん忍にん袋ぶくろを、ツバヒロはにこやかに針で突っついた。

「善良な阿ア頼ラ耶ヤ識シキじゃないか。彼女に憑つかれていても、困ることなどなにひとつないね」

　九衛が何事かを素早くつぶやいた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女は手の中に出現した『夜よる房ふさ』を振り上げて、床を蹴けってツバヒロに躍おどりかかっていた。が、宙に浮かぶいくつもの手が即座にそれに反応し、白しら刃は取どりのように『夜よる房ふさ』の刀身を挟み込んだ。ツバヒロはのけぞり、

「お、落ち着きなさい九衛。わたしを斬きってどうしようというんだね!?」

「やかましい！　さっきから聞いてれば余計なことばかり言いやがって、九衛たちはそんなくだらない話を聞きにおまえの家までやってきたわけじゃないんだぞ！　もっと有益な情報を寄よ越こしたらどうだ!?」

　受け止めたはいいが、宙に浮かぶ手は九衛の腕力を支えきれないようだった。じりじりと迫ってくる漆しつ黒こくの刃に、ツバヒロは悲鳴に似た声をあげる。

「も、もちろんだとも！　ええと、ああ、そうだ、戻す方法！　彼女を衡くんから引き剝はがして、『囊界ノーガ』に戻す方法を知りたくはないかね!?」

「む……」

　初めて有益な情報を得た、とばかりに、九衛の怒りが少しだけ収まった。腕から力が抜けて、九衛はだらりと『夜よる房ふさ』をぶら下げる。

「言ってみろ。どうすればいいんだ」

　低く押し殺した九衛の声に、白山さんですら恐ろしげに身を震ふるわせた。ゆらゆらとさ迷う『夜よる房ふさ』の切っ先に、口元を引きつらせながらツバヒロは答える。

「か、簡単だ。彼女を失恋させればいい」

「なに……？」

「ムール・ミュールは恋するために存在する阿ア頼ラ耶ヤ識シキだ。それが破れれば──つまり、鎖くさりで繫つながれたものがムール・ミュールの気持ちを拒絶すれば、彼女は活動する力を失って、また元の彫ちよう像ぞうに戻ってしまう──と書いてある」

　九衛クノエは疑わしそうにムール・ミュールを見て、

「本当か？　本当に、そんな簡単なことでいいのか？」

　まさか肯定はすまい──という予想を裏切って、ムール・ミュールは大きく頷うなずいた。

「ええ、本当ですよ、『守憑霊ツキダマ』さん。わたくしは、恋する心によってのみ、動くことができる阿ア頼ラ耶ヤ識シキなのです。衡こうさまを恋こい慕したうこの気持ちこそが、わたくしが存在するただひとつの理由。それがなくなれば、わたくしは、存在することさえできなくなってしまいます」

「……やけに正直じゃないか」

「噓うそをついても仕方がありませんもの。あなたたちならいざ知らず、衡さまにはできるだけ、隠かくし事ごとはしたくないのですよ」

　あっさりとそう言ったムール・ミュールに、九衛の表情が不信を募つのらせていく。しかし、彼女はなにも反論することができない。そもそも九衛に恋愛沙ざ汰たを理解しろということ自体に無理がある。外の世界のことはほとんど知らず、キスがどういう意味を持つのかさえ理解していなかった九衛に、男女の機き微びなどわかるはずもないのだ。

　ぐるぐると考えていた九衛は、やがてぽつりと疑問を漏もらした。

「つまり──コウがそいつのことを『嫌きらいだ』と言えば、それで済むわけか？」

　いやあ、それはどうだろう──という空気が、露ろ骨こつに室内に満ちた。それを代弁するかのように、ツバヒロが肩をすくめ、

「そんなに単純なものでもないと思うが──わたしにも、よくわからないな。ヴィヴィとメアはどう思う？」

「どう、って？」

「つまり──好きな相手に嫌いと言われたら、そこで諦あきらめてしまうかな」

「うーん、よくわかんないけど──あたしだったら、欲しいものに逃げられたからって、すぐに諦めたりはしないよ。どうやっても手に入れるな」

「どうやって？」

　メアはにっこりと笑い、

「ぶちのめせば言うこと聞くでしょ？」

「わたしに言ってくれれば、『遊ノ王Idle Master』を使って言うことを聞かせるわよ」

「あ、そっか、その手があった！　さっすがヴィヴィ、頼りになる！」

「ふふん。当然じゃない」

　賞しよう賛さんするメアと鼻高々のヴィヴィに、だめだこりゃ、とツバヒロは首を振る。それから、彼はふと思い出したように白しろ山やまさんに向き直った。

「ああ、そうだ。閑しず花か、きみはどう思う？」

「へ？」

「きみは、ニンゲンで、しかも年とし頃ごろの女の子だろう。この場にいる誰だれよりも、『恋愛』というものを熟じゆく知ちしているのじゃないかな？　そのきみの意見を聞きたいんだよ。衡くんが『嫌い』と言えば、それで失恋したことになるものなのかな？」

　唐とう突とつに話を振られて、白しろ山やまさんは見るからに狼ろう狽ばいした。部屋中の意識が自分に集中したことを自覚して、きょどきょどと視線を泳がせる。と、その視線が衡こうに留まり、白山さんの顔がみるみるうちに紅あかくなっていった。

　長い白髪の先端をいじくりながら、白山さんはか細い声で、

「…………あっ、あの、わたっ、──わたしだったら、衡くんに嫌きらいって言われたら、すごく、すごく悲しいです」

　間。

「シロさま。誰だれもシロさまがどうなさるかとは聞いていませんよ！　ムール・ミュールが言われたらどうなるか、という話をしているのです!!」

　むっつりした九衛クノエの指摘に、白山さんは目をぱちくりとさせ、

「あ……」

　わずかに息を吐いて、その顔が耳まで赤くなった。恥ずかしさに涙さえ滲にじませて、かっくりとうなだれてしまう。

　衡は白山さんのことを慰なぐさめようとして、

「……そんなに知りたいのでしたら、教えて差し上げますわ」

　ムール・ミュールのつぶやきに、視線を引き戻された。

　深い藍あい色いろの瞳ひとみが、思わぬほど近くから自分の顔を覗のぞき込んでいる。

　このときばかりは、ムール・ミュールの目には、笑みの色はどこにも混じっていなかった。

「先ほど、衡さまは仰おつしやいましたね。わたくしがあなたを愛するのは、それがわたくしの生せい態たいなのだからと。深い理由があってのことではないから、恐ろしくないのだと」

　ムール・ミュールの指先が、衡の頰ほおをそっと撫なでる。触れていないはずなのに、その動きは衡の背筋をぞくりと震ふるわせた。すぐ隣となりにいる白山さんが、目元を紅くしてその光景を眺めている。

「それは、間違いです。確かにわたくしの恋は、本能的なものなのかもしれません。けれど、だからこそ。わたくしの恋は、ニンゲンが戯たわむれでするような、浅はかで薄うすっぺらなものではないのです」

　不敵な笑みを浮かべたまま、彼女は衡の顎あごを持ち上げるような仕草を見せる。

「わたくしは、自分の恋に、自分の存在そのものを懸かけているのです。そのわたくしの心を、うわべだけの言葉で散らすことができるとお思いでしたら、どうぞ、お試しになってください。わたくしは、逃げも隠かくれもいたしませんわ！」

　衡に甘えたりじゃれついたりするときとはまるで異なる強い意志が、宝石の目に宿っていた。衡は吸い寄せられるように、その目に釘くぎ付づけになっている。

　その表情に、白しろ山やまさんは不安そうに眉まゆを下げ、自らのスカートをぎゅっと握り締めていた。

　しかし、衡こうはそのことに気づかなかった。目の前にある瑠る璃り色いろの瞳ひとみから、視線を離すことがどうしてもできない。それを確認して、ムール・ミュールの笑みが優やさしいものになった。子供をあやすような口調で、ムール・ミュールは問いかけてくる。

「衡さま。衡さまは、わたくしのこと。──お嫌きらいですか？」

　その問いに即答することは、できなかった。

　正直に言おう。

　ムール・ミュールのことは──決して、嫌いではない。

　ただ美しいというだけではない。ムール・ミュールという阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、今まで衡が目にしてきた阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちとは、明らかに異なっていた。気高く、善良で、純じゆん粋すいなのだ。

　衡の傷をその身に引き受け、そしてそれをおくびにも出さなかった。やろうと思えば、いくらでも衡に恩を着せられたはずなのに。あるいはそんなことは、ムール・ミュールの頭には浮かびすらしなかったのかもしれない。

　そんな相手に、面と向かって「嫌い」と言える度胸は、衡にはなかった。

　しかし──

「……なんだというんだ。答えなど決まっているだろ、コウ」

　苛いら立だちの混じった九衛クノエの声を、無視する度胸もまた、持ち合わせていなかった。

「小難しいことなんてどうでもいい。『嫌い』と言えば、こいつをおまえから引き離せるかもしれないんだろうが！　だったらそう言え！　阿ア頼ラ耶ヤ識シキなんだぞ、こいつは！」

　九衛の大きな黒い瞳が、そう答えるのが当然とばかりに衡をにらみつけている。そこから目を背そむけると、今度は瑠璃色の瞳が、衡のことを信じるように見つめていた。

　思う。

　この先の人生で『板挟み』という言葉を耳にするたびに、今の状況を思い出すだろう。

「いい加減にしろよ、コウ……！　まさかおまえ、こいつの味方をするつもりなのか!?」

　返答に窮きゆうしている衡に業ごうを煮にやしたかのように、九衛は『夜よる房ふさ』の柄つかに手を伸ばした。

　恐怖が、衡の舌を動かした。九衛に言われるまま、彼は咳せき込むようにして、

「あ、ああ、そうだな、その、き、嫌い──」

　と言いかけたところで、きょどきょどと泳いでいた目が、ムール・ミュールの姿を捉とらえた。瑠璃色の瞳に、うっすらと涙が滲にじんだのを見て──衡は慌あわてて、今し方の言葉を打ち消してしまった。

「──では、ないな！　うん、ほら、だってさ、ムール・ミュールはさっきおれのことを助けてくれたし、」

「ふん!!」

　ろくな手加減も躊ちゆう躇ちよもせず、九衛は横よこ薙なぎに『夜よる房ふさ』を振るった。漆しつ黒こくの刃の平部分が、見事に衡こうの側頭部を殴りつけ、彼の身体と意識を同時に吹き飛ばした。

「……嬉うれしい。やっぱり衡さまは、わたくしが思ったとおりの方でしたわ！」

　そんなことをつぶやきながら、ムール・ミュールは喜びの涙を袂たもとで拭ぬぐっている。どんな方でもいいから、できれば助けてほしかった──という考えを最後に、衡の視界は闇やみに包まれた。




　　　　◆




　次に目を覚ましたとき、衡は自分の身体がコート掛けに吊つり下げられていることを知った。

　隣となりに並ぶヴィヴィとメアは、衡が起きたことを知ると、顔を見合わせてくすくすと笑い声を漏もらした。メアは人差し指を大きく掲げ、

「このニンゲンに、一番相応ふさわしい名前を考えましょうのコーナー！」

「わー、ぱちぱち」

「じゃ、せーので行くよ、ヴィヴィ」

「いつでもどうぞ、メア」

「「せーの──」」

「裏切り者！」「敗北主義者！」

　たわけたことを言い合って、少女たちはきゃっきゃっと笑い声をあげていた。勝手にしろ、と唇をへの字に曲げて、衡はぶら下げられた場所からツバヒロたちのほうを見る。

「ろくな情報が得られなかったな。使えない奴やつだ」

　ツバヒロに供きようされた芋いもようかんをぱくつきながら九衛クノエがそう言い、その隣で白しろ山やまさんは肩身が狭そうにしていた。ツバヒロは特に気にした様子も見せず、

「情報があったとしても、必ずしも役に立たないのが世の常というものだよ。──ああ、ところで閑しず花か。ムール・ミュールの他に、なにか知りたいことがあったのではないかな？」

　そう言われて、白山さんは思い出したように顔を上げ、

「──あ、そう、そうでした！　その、お尋たずねしたいんですけど──」

「うむ。なんでも尋ねてくれたまえ」

「ツバヒロさんは、『星霜紬Star Craft』というもののことを、ご存じですか？」

　ゆったりとくつろいでいたツバヒロの身体が、一いつ瞬しゆん、強こわばったように見えた。

「…………『星霜紬Star Craft』？　どこでその言葉を聞いたんだ？」

「し、知ってるんですね？　教えてください！　どうすれば、それを解くことができるんですか!?」

　いつにない必死さで、白山さんはツバヒロに詰め寄った。コート掛けにぶら下がりながら、衡はそのやり取りを見守っている。自分を苦しめる『呪のろい』の原因がわかれば、なにか対策を立てることができるかもしれない。それは、衡にとって大きな意味を持つことだった。

「知っているというほどのものではない。噂うわさで聞きかじった程度に過ぎない」

　ツバヒロからは、いつもの余裕は消えていた。名前の由来の鍔つば広ひろ帽子をさらに目ま深ぶかに被かぶり、なにかを恐れるかのように身体をぎゅっと縮ちぢめる。

　その様子は、場の気温を下げるには十分なものだった。九衛クノエは食べるのをやめてツバヒロのことをじっと見つめ、ヴィヴィとメアですら笑いを消して顔を見合わせている。

　我が慢まんできなかった。衡こうはコート掛けの下で身をよじり、声をあげた。

「なんなんだ、『星霜紬Star Craft』っていうのは？」

　唐とう突とつに口を開いた衡のことを、九衛と白しろ山やまさんが揃そろって見上げた。ただ、ツバヒロだけは──物思いに沈むように、じっと安楽椅い子すに身体を預けていた。

　やがて彼は、ぼそぼそと答えた。

「なにか、と問われれば、『領域ナワバリ』だと答えるしかない。わたしが知る限り、『囊界ノーガ』の中でもっとも奇妙な『領域ナワバリ』だ」

「奇妙──？」

「誰だれも使い手を見たことがないのさ。『領域ナワバリ』は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが自らの世界を具ぐ現げん化かさせたもののはずなのに、『星霜紬Star Craft』という『領域ナワバリ』を行使する阿ア頼ラ耶ヤ識シキはどこにもいない。一説によれば、『星霜紬Star Craft』とは主人を持たず、一人歩きする『領域ナワバリ』なのではないかとも言われている。──まあ、伝説の域を出ない話だがね」

「使い手がいないのなら、どこから『星霜紬Star Craft』なんて名前が出てきたんだ？」

　不思議そうな九衛の問いに、ツバヒロはゆるゆると首を振り、

「それだけ多くの犠ぎ牲せい者しやが出たということだよ。どうやって発生するのかがわからないから、防ぎようもない。気がついたら取り憑つかれているんだ。伝染病のように拡大していったその現象を、誰かが『領域ナワバリ』であることに気づき、別の誰かがそれを『星霜紬Star Craft』と名付けた。それだけの話さ」

「犠牲って──その『星霜紬Star Craft』は、どんなことをするのですか？」

　そう尋たずねたのは、衡の周りを漂ただよっているムール・ミュールだった。その横顔が真剣なのは、『星霜紬Star Craft』が衡に影えい響きようを及ぼしていると知ったからだろう。愛する衡を害するものは、決して許さないという強い意志が、その横顔には表れていた。

　ツバヒロは宙に浮かぶ手のひとつをひらひらと振り、答える。

「『星霜紬Star Craft』は、犠牲者の運命に取り憑く」

　一拍待ってから、ツバヒロの赤い唇に、不意に笑みが戻ってきた。

「──と、言われている。運命に取り憑いて、その向かう先を少しばかり操作するのだと」

　ムール・ミュールは細い眉まゆをわずかに寄せ、

「よく、意味がわからないのですが」

「わたしにだってわからないさ。聞いただけなんだから。──まあ、もう少し具体的に説明するのならば、まず『星霜紬Star Craft』に取り憑つかれたものは、極端に不運になるらしい。落ちてきた岩石に押しつぶされたり、突とつ如じよとして割れた地面に吞のみ込まれたりするのさ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキのことだから死んだりはしないが、それでも不運に違いない」

「……一日に一回は、必ずそういうことが起こる、とか？」

　陰いん鬱うつな声で、衡こうはそうつぶやいた。ツバヒロが口にしたほどの規模ではないが、似たようなことは何度も経験したことがある。落ちてきた花か瓶びんが頭に直撃したり、フタのはまりの悪いマンホールの中に落ち込んでしまったり、いろいろ。

　ツバヒロは興味深そうに衡のことを見た。

「そのとおり、よく知ってるね。──そういえば、まだ聞いていなかった。『星霜紬Star Craft』の伝説なんて、『囊界ノーガ』の中でさえ知るものは少ないのに、ニンゲンのきみたちはどこからその話を聞きつけたんだい？」

　衡は、手短にツバヒロに説明した。一ヶ月ほど前、外の世界で出会った『流リユウ姐ジエ』という阿ア頼ラ耶ヤ識シキに、『星霜紬Star Craft』という名前を教えられたのだと。流姐は自分のことを、『星霜紬Star Craft』が憑いているのだと言った。それが、衡を苦しめている『呪のろい』の正体なのだ。

「なんと──素晴らしい。まさか『星霜紬Star Craft』の犠ぎ牲せい者しやに直じかに会えるとは！」

　話を聞き終えたツバヒロは、感心したように何度も頷うなずいた。が、すぐに首をかしげ、

「しかし、阿ア頼ラ耶ヤ識シキならともかく、ニンゲンが『星霜紬Star Craft』の紡つむぎ出す悲運に巻き込まれて、よく無事でいられたものだ。腕の一本くらい取れたんじゃないかな？」

「さらっと恐ろしいことを……」

　衡は顔をしかめたが、言われてみれば確かにそうだ。自分を見み舞まう不運は、せいぜいが花瓶が頭上に落ちてきたという程度で、先ほどツバヒロが説明したような大事故に巻き込まれたことはない。なぜだろう、という疑問には、九衛クノエが答えてくれた。

「決まってる。外の世界にいるからだろう」

　ツバヒロは得とく心しんしたように頷き、

「ああ、なるほど、確かにそうだね。『領域ナワバリ』は、外に出ると弱くなってしまう。だから、きみは無事でいられたわけか。なんとも運の良いことだ」

「どこがですか！　そのハタ迷惑な『領域ナワバリ』のおかげで、おれがいったいどれだけ痛い目に遭あってきたか──」

「……ごめんなさい」

　ぽつり、と落ちた白しろ山やまさんのつぶやきに、衡の動きがぴたりと凍りついた。そういえば、白山さんは衡の『呪い』に関して、責任を感じているのだった。

　それを振り返ってから、衡は大声で言い直した。

「──いや、でも、『星霜紬Star Craft』に助けられたこともありますから、迷惑とばかりも言い切れないかもしれませんけどね！」

「あら。そうなのですか？」

　ムール・ミュールの無む邪じや気きな問いかけに、頷うなずいたのはツバヒロだった。

「ああ。『星霜紬Star Craft』がもたらすのは不幸ばかりではない。恩おん恵けいももたらしてくれるんだ。

『星霜紬Star Craft』に取り憑つかれたものは、極端に不運になる代わりに──他の『領域ナワバリ』による影えい響きようを、ほとんど受けなくなる」

　衡こうは驚きに目を見開いて、ツバヒロのことを見た。その視線こそ意外だとばかりに、ツバヒロはわずかに首を振り、

「……あれ。知らなかったのか？」

「流リユウ姐ジエに聞いただけですから、そこまで詳しくは──そうなんですか？」

「まあ、実際に試してみるのが一番だろう。ヴィヴィ、協力しておくれ」

　優やさしい声で自らの名前を呼ばれて、桃髪の少女は嬉うれしそうにツバヒロを見返した。浮かぶ手が、彼女の身体をコート掛けから下ろす。メアが羨うらやましそうに、そんなヴィヴィのことを見つめている。

「はい。どうすればいいの、ツバヒロ？」

「『遊ノ王Idle Master』を、彼にかけてみてほしいんだ」

　ツバヒロはあっさりと言ったが、衡はぎょっとした。自らもツバヒロの『手』に下ろされつつ、身をよじって抗こう議ぎする。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　おれに『領域ナワバリ』をかけるんですか？　いくらなんでも、それはちょっと乱暴じゃ──」

「安心しなさい。『遊ノ王Idle Master』は、危険な『領域ナワバリ』ではないよ。吸い込んだものの精神を乗っ取り、意のままに動く人形に変化させるというだけのものだ」

「十分危険ですよ！」

　その抗議が聞き入れられることはなかった。九衛クノエは腕を組んで成り行きを眺め、ムール・ミュールも心配そうに見つめているだけで、止める素振りは見せない。白しろ山やまさんに行動を期待するのは、宝くじが当たるのを期待するようなものだ。おろおろするだけで、白山さんは言葉らしい言葉も口にしなかった。

　床に下ろされた衡に、ヴィヴィがにこにこしながら近づいてきた。眠たげな眼差しで衡のことを見上げ、ベビードレスのスカートをつまんで優ゆう雅がに礼をする。

「そういえば、名乗りをしていなかったわね。わたしは、『遊ゆう惰だ』のヴィヴィ、『囊界ノーガ』の中で遊ぶもの。ごきげんよう、ニンゲン」

「……ごきげんよう」

「さて、それじゃ早速試すけど──その前に。ちょっと腰をかがめてくれる？　そのままじゃ、やりづらいわ」

「早くしてくれよ……」

　文句を言いながらも、衡こうは言われたとおり、子供の姿をした阿ア頼ラ耶ヤ識シキの前に膝ひざを突いた。ヴィヴィの緑りよく眼がんと目を合わせると、彼女の小さくて柔やわらかい手が衡の頰ほおを挟み込んだ。

「『遊ノ王Idle Master』の名に於おいて──」

『囊界ノーガ』の中では本来必要のないはずの『領域宣言ミコトノリ』を、ヴィヴィはあえて口にした。『発動』をわかりやすくするためだろう。

　ふう、と、甘い匂においのする吐と息いきが衡の鼻先をくすぐった。

　五秒が経ち、十秒が過ぎて、不意にヴィヴィは衡から距離を取った。不思議な生き物を見るような視線を衡に注いで、それからツバヒロに向き直る。

「驚いた。本当に『領域ナワバリ』が効かないわ、このニンゲン」

「え……、も、もう終わったのか？」

「わたしの『遊ノ王Idle Master』は、吐息によってもたらされるのよ」と、ヴィヴィは衡にちらりと目を向けて答える。「吐息を受け入れたものは、誰だれでも意思をなくしてわたしの言うなりになるはずなのに──」

「きみはこうして、意識を保ってわたしたちと会話している」

　ツバヒロが満足げに頷うなずき、空飛ぶ手が、ぽん、と衡の肩を叩たたいた。

「おめでとう！　これで、間違いなくきみが『星霜紬Star Craft』に感かん染せんしていることがわかった！」

　なにもめでたくない。

　衡がじっとりとツバヒロの胡う散さん臭くさい笑みを見つめていると、彼の隣となりにいたムール・ミュールが、ぽつりとつぶやいた。

「それでしたら、わたくしの『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』も通用しないということでしょうか？　でも、先ほど衡さまのお怪け我がを癒いやすことができたのは、なぜでしょう？」

「さて、どうだろうね。思うに、『星霜紬Star Craft』というのは、宿主の悪あく影えい響きようとなる『領域ナワバリ』だけを取り除くのかもしれないね。不運の代だい償しようであるがゆえに、それ以上の不運が重なるのを排はい除じよするのかもしれない。まあ、憶おく測そくの域を出ないがね」

　と、九衛クノエが足を踏み鳴らした。苛いら立だたしげに、彼女は言う。

「それで。どうすれば、その『星霜紬Star Craft』とやらを解除できるんだ？」

　衡がもっとも知りたい、肝心の問いを九衛は口にし、

「はっはっ、『星霜紬Star Craft』の解除法？　話にしか聞いたことのない、使い手さえ定かではない『領域ナワバリ』を解く方法なんて、わたしが知るはずないだろう」

　ツバヒロは、朗ほからかにそう答えて、

「「このっ──役立たず!!」」

　衡と九衛は、思わず口を揃そろえてツバヒロのことを罵ば倒とうした。九衛に至ってはもうキレたと言わんばかりに、『夜よる房ふさ』に手を伸ばしている。ツバヒロは慌あわてていくつもの手を集結させ、自分の身を守ろうとした。

　白しろ山やまさんが再びおろおろとしはじめ──そして、宙に浮かぶムール・ミュールは、その光景を黙って見下ろしていた。

　その顔には、微笑ほほえみはどこにも見当たらず、ただ思案するような表情だけが浮かんでいた。




　　　　◆




「……無む駄だな時間を過ごしてしまったな」

　黒い鞄かばんから、外の世界へと這はい出してきた九衛クノエは、ぽつりとそんなことをつぶやいた。

　ここは図書館の地下、資料室の一室のようだった。彼らが鞄に入ったときは『部室』だったはずだが、恐らく遠とお咲さき先せん輩ぱいか伊い織おりが気を利かせて、人目につかないところにまで運んでくれたのだろう。事情を知らない誰だれかが、鞄から這い出す衡こうたちを目にしたら、大騒ぎになってしまうだろうから。

「いや、無駄とも言い切れないだろう。いくつかの情報は得られたし」

　九衛は皮肉げに鼻を鳴らし、

「そうだな。おかげでムール・ミュールが、よりべったりとおまえに張りつくようになったしな。おまえにとっては悪いことじゃないだろうさ！」

　衡がなにも言い返せなかったのは、それが事実だったからだ。ムール・ミュールを鞄に戻す方法は判明したが、衡の余計な一言のおかげで、その方法は遠ざかってしまった。現在ムール・ミュールは、今まで以上に親しげに衡の背中にのしかかっているところだ。

　衡は助けを求めて、白山さんのことを見た。しかし白山さんの不思議な色の瞳ひとみは、いつにないじっとりとした感情を浮かべて、衡と、彼の首筋にしなだれかかっているムール・ミュールのことを見つめた。

「嬉うれしそうだね、衡くん。ムール・ミュールさんと一緒にいられて」

「!?　う、嬉しくなんてないよ！　おれだって、彼女には鞄に戻ってほしいと──」

「……そうなのですか、衡さま？」

　うる、と涙に滲にじんだ瑠る璃り色いろが、衡の言葉をせき止めた。あうあうと、意味もなく口を開閉させる衡に、九衛は浅ましい野良犬を見るような視線を投げかける。

「行きましょうシロさま。こいつと同じ空気を吸っていたら肺が汚れます」

「……うん。行こうか、九衛」

　九衛の暴ぼう言げんを、白山さんは否定しなかった。それが白山さんの怒り──そう、あの白山さんが怒っているのだ！──の深さを、如によ実じつに物語っていた。元はといえば自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんが原因なのだから、仕方がないといえば仕方ないのだが、

「し、白山さん──？」

　衡がそう呼びかけても、ぷい、と背中を向けて、白山さんは資料室から立ち去っていってしまった。衡こうは無能そのものの表情で、去っていく彼女の白い髪を見送ることしかできなかった。

　背中のムール・ミュールが、憐あわれみに満ちた声でつぶやいた。

「気を落とさないでくださいまし、衡さま。ムール・ミュールだけは、ずっとあなたの味方ですから」

「……だったら今すぐ鞄かばんに戻って、白しろ山やまさんの怒りを解いてくれよ」

「それはお断りします」

　ムール・ミュールの笑顔は微み塵じんも揺るがない。衡はため息をついて、白山さんの後を追った。




『部室』は、『囊界ノーガ』の中と変わらないくらい、しっちゃかめっちゃかになっていた。

「どっ、どういうことよ!?　なんで青せい嵐らんがあんたにキスすんのよ、伊い織おり！」

　部屋の中央で怒り狂っているのは、珍しいことに、十叶とがのう智とも恵えだった。天てん敵てきである遠とお咲さき先せん輩ぱいのすぐ近くにいるというのに、彼女は恐怖を忘れて、自分よりもはるかに背の高い伊織の胸ぐらを摑つかみ上げている。

　伊織の腕力なら、そんな十叶の手を外すことなど造作もないだろう。しかし心こころ優やさしい彼はそうせず、代わりに切羽詰まった声で説得を試みていた。

「お、落ち着けって十叶！　あのな、あれは挨あい拶さつみたいなもので──」

「挨拶!?」と、十叶が金切り声で遮さえぎった。「つっ、つまりあんたは、青嵐と、挨拶代わりにキスをする仲なの!?　なに考えてんのよ!?　あんたも青嵐も男でしょ!?」

「で、でも、一度、噂うわさがあったよね。桐きりヶが谷やって、その……男の子が……」

「その噂を振りまいたのはおまえだろうが、宮みや代しろ!!」

　伊織の怒ど号ごうに宮代は首をすくめ、それでもその視線が彼から離れることはなかった。その瞳ひとみが、かすかに揺れているように衡の目には映った。なにかを恐れているような、憂うれいているような、そんな表情だ。

　と、宮代の言葉を聞いて、十叶が首を振りながらつぶやいた。

「……し、信じられない……、青嵐が？　伊織と？　男同士なのに──？」

「ちげえよ！　話を聞けよこの野郎!!」

　伊織はほとんど泣くようにして、十叶の肩を摑つかみ、ぶんぶんと揺すぶっている。しかし十叶は帰ってこない。自分の恋こいが敵たきが男であるという事実に打ちのめされているばかりだ。

　その騒さわぎを眺めながら、衡はそっと遠咲先輩に近寄っていく。彼女の近くでは、白山さんと九衛クノエが、やはり呆ぼう然ぜんとして三人を見守っていた。

「……な、なにが起きたんですか？　いったい」

　その質問に、遠咲先輩は上じよう機き嫌げんに目を細めて、こう答えた。

「『とってもおもしろいこと』が起きたのよ」
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　ペンを走らせる乾いた音だけが、教室の中に響ひびいている。

　学園祭を間近に控えていても、授業は平常通り行われるし、抜き打ちテストも情け容よう赦しやなく襲ってくる。衡こうの目の前にあるのは、漢字の書き取りテストという、人生でなんの役に立つのかまるでわからない紙切れだった。

　問二。右のカタカナ部分を漢字に直しなさい。『彼は大いなる神のためにジュンキョウしたのだ』──、さっぱりわからない。携帯のメモツールを使わせてくれればいいのに、と思わずにはいられなかった。

「衡さま衡さま、それはですね、『殉教』です。こう書くのですよ」

　と、ふよふよと教室に漂ただよっているムール・ミュールが、紙の上に指先だけで、しきりに正解と思おぼしき漢字を書きはじめた。

　衡は迷惑そうに彼女を見上げる。教室にいる誰だれひとりとして、蛍けい光こう灯とうの近くで『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』に腰かけているムール・ミュールの存在に気づいていない。幻げん影えいの『濃度』を極限まで落としているためだ。それこそ、『恋人』である衡にしか見えないくらいに。

　返事の代わりに、衡は紙の端に、「うるさい」と薄うすく書いた。

「あら。誰かに教えてもらうのは、衡さまの信条に反するのですか？」

「そうだ」と書く。

「噓うそですね」と、ムール・ミュールはばっさりと斬きり捨て、

「わたくしに、借りを作りたくないのでしょう？」

　衡は答えず、ムール・ミュールはころころと笑い声を立てる。

「わかりました、衡さまがそう仰おつしやるのであれば、わたくしは控えておりましょう。けれど、困ったときはいつでもそう仰ってくださいね。夫を助けることが、妻のなによりの喜びなのですから」

　誰が夫だ！　と、危ういところで叫びそうになった。それをどうにか飲み込んで、衡は疲れきって顔を上げ、それから我が目を疑った。

　残り時間が三分を切っている。

　それなのに、テスト用紙の大半は真っ白なままだ。

　間に合わないとわかっていながら、衡は必死になってペンを走らせた。無意識のうちに、先ほどムール・ミュールが書きつけた『殉教』の文字で空くう欄らんを埋めてしまい、あとでそれに気づいて自己嫌けん悪おに陥おちいる。この数日、こんなことばかりを繰り返しているような気がする。

　そんな思いが頭をかすめた瞬しゆん間かん、チャイムが鳴り響いた。

「──はい、やめ！　ペンを置いて、後ろの人から回収してね」

　現国教師が、はきはきした声でそう命じた。三分の一ほどが空白のままだったが、諦あきらめるしかない。衡は息を吐いて、ペンを置いた。

「そう気を落とさないでくださいまし。大丈夫、次がありますよ」

　彼の落らく胆たんを感じ取って、ムール・ミュールがよしよしと衡こうの頭を撫なでた。衡にはそれを振り払う気力もなかった。感触もなく撫でられている頭の中では、どうしてこうなってしまったんだろう、という思いだけが、ぐるぐると渦巻いていた。




　ムール・ミュールのアプローチは、苛か烈れつを極めた。

　恋するために存在している、という宣言は、決して噓うそではなかった。ムール・ミュールは衡の心を獲とるためであれば、どんなことでも進んでやってのけた。

　衡とムール・ミュールは、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』で結ばれている。加えて、ムール・ミュールは重力を無視して移動することができ、それどころか壁や床のような障しよう害がい物ぶつさえすり抜けることができるらしい。

　そんなムール・ミュールが、衡と一緒に寝起きして、問題が起こらないはずがなかった。

　朝には、目覚まし時計が鳴る前に、ムール・ミュールは慈じ愛あいに満ちた声を衡の耳元で囁ささやいて、彼を眠りの世界から引き戻してくれる。

　授業中も、先ほどのテストのように、わからないところがあれば親切に教えてくれる。そして、それを恩に着せることは決してしない。

　極めつけは、夜だった。衡がパジャマに着替えてベッドに入ろうとすると、決まってその上でムール・ミュールが正座しているのだ。いつもの余裕に満ちた態度とは少し違う、期待と緊張が入り交じった熱っぽい視線で衡をじっと見つめ、それから澄すんだ声で、

「衡さま。今日こそは、ムール・ミュールを、本当の妻にしてくださいまし──」

　そのたびに、衡は右手を思いっきり引いて、彼女の身体をベッドの上から弾はじき飛ばさなくてはならなかった。

　それからベッドの中に身を横たえるのだが、なかなか寝付くことができない。当たり前だ。ムール・ミュールは、まさしく人外の美しさを備えている。宝石のように煌きらめく紺こん色いろの瞳ひとみに見つめられて、桜の花びらのような柔やわらかな唇に愛を告げられて、さっさと横に受け流せるほど衡は枯れていないのだ。

　さらに事をややこしくしているのは、白しろ山やまさんの存在だった。

　どうもムール・ミュールは衡を胃い潰かい瘍ようにしたいらしく、白山さんが傍そばにいるときだけ、その『濃度』を上げて可か視し状態にしてから、存分に衡といちゃつこうとするのである。そのたびに白山さんは不ふ機き嫌げんになり、ぷいとどこかへ行ってしまうのだ。

　これが、衡にはかなり堪こたえた。これまでこつこつ積み立ててきた貯金が、ムール・ミュールが現れてからというもの減少の一途を辿たどっている。このままでは、近いうちに破産手続きをするハメになってしまうかもしれない。そして、現状の衡では、白山さんの信頼を取り戻すことなどできそうにないのだ。

　甘く見ていた、と痛烈に思う。ムール・ミュールは礼儀正しく人に優やさしく、慈愛に満ちた阿ア頼ラ耶ヤ識シキだから、警けい戒かいすることなどないと思っていたのに。

　間違っていた。

　ムール・ミュールは、今まで衡こうが相手にしてきたどんな阿ア頼ラ耶ヤ識シキよりも手て強ごわい相手だった。彼女をねじ伏せることができるのは、九衛クノエの腕力や『九絶門Val'DOR's Gate』の威い力りよくではない。強きよう靭じんな精神力だけなのだ。それも、白しろ山やまさんを守ろうという責任感や、痛みに耐える根性ではない。

　女の子の誘ゆう惑わくをはねつけるというたぐいの精神力。

　そんなもの、衡にあるはずがないのだった。




　というようなことを、休み時間、伊い織おりに打ち明けると、

「自慢か？」

　冷たい目で、彼はそれだけをつぶやいた。

「女の子が猛もう烈れつにアプローチしてくるから困っちゃうなあ、ってか。この野郎、人があらぬ噂うわさで苦しんでるってときにくだらねえ自慢しやがって……」

　うなるような声を発して、伊織は頭を抱えて机に突っ伏した。さすがに申し訳なく思い、衡は頭を搔かいて謝罪した。

「……いや、悪かったよ、伊織。おまえのほうが酷ひどい目に遭あってたんだったな……」

　しかし伊織は答えない。ただじっと机とにらめっこしながら、ぶつぶつと何事かをつぶやいている。中空に漂ただようムール・ミュールが、心配そうに声をかける。

「大丈夫ですか、伊織さま？　元気出してください！　愛にはいろんな形があってですね、」

「ムール・ミュール。黙っててくれないか」

　と言っても、今は教室の中、『濃度』は限界まで落としてある。ムール・ミュールの声は、最初から伊織には届いていないのだが。

　ともあれ、ムール・ミュールの言うとおり、愛にはいろんな形がある。だが、伊織のソレは他の多くの人間と変わりないもののはずだ。つまり、普通に女の子が好きだということ。それなのに──今、この１Ｈの中では、次のような噂がまことしやかに蔓まん延えんしていた。

　桐きりヶが谷や伊織は、二年生の美少年と付き合っている。

「……なんでだ……なんでこんなことに……？」

　頭を抱えてうめく伊織を見下ろしながら、そういえば夏休み前にもこんなことあったなあ、と衡はぼんやり考えていた。あのときの噂では、伊織の『相手』は自分だったはずだ。ぞっとしない。

「多分、その下地があるからだろうな。現場を宮みや代しろに押さえられたのもまずかった」

「現場!?　アホか！　おまえだって知ってるだろ、青せい嵐らんさんが、」

　と、そこまで言ったところで、数人の女子が伊織を熱心に見ていることに気がついた。伊織がライオンも裸足で逃げ出すような凶悪な視線でそいつらを見返すと、その数人はさっと顔をそらしてしまった。そのまま、身内だけでこそこそと何事かを話し合う。

　殺意さえ滲にじんだ視線を、ようやくのことで引き剝はがし、伊い織おりは言葉を続けた。

「……青せい嵐らんさんが、余計なことするのが悪いんだろうが。おれのせいじゃねえ」

　聞いた話では──青嵐が、伊織にキスをしたのがそもそもの発ほつ端たんなのだという。

　今に始まった話ではない。青嵐がキス魔まであるということは『図書館部』の中では知られた話だったし、遠とお咲さき先せん輩ぱいの頰ほおに口づけをしているところも何度か見たことがある。葛くず葉のは青嵐にとって、キスは親愛の表れであって、情愛の表れではない。

　ただ──それを目撃した、十叶とがのう智とも恵えと宮みや代しろ葉は月づきは、その事実を知らなかった。

　キスを交わした青嵐と伊織の関係を、ただならぬものだと思い込んでしまったのは、当然といえば当然のことだ。

　青嵐に恋する十叶は怒り狂い、宮代は複雑な表情で、なにかそわそわしていた。旧来の付き合いである伊織にその気があると勘かん違ちがいして、どう対処すればいいのかわからないのではないか──というのが、伊織と衡の見解だ。

「まあ、あれだよ、伊織」

　自らの苦境も忘れて、衡は落ち込む伊織の肩に手を置こうとして、やっぱりやめておいた。衡は伊織の友人だったが、ただでさえ心労が続いているのだ、余計な風ふう評ひよう被害には巻き込まれたくない。

「よく言うじゃないか、人の噂うわさも七十五日って。あと二ヶ月もすれば、忘れられてるさ」

「二ヶ月もこんな状態が続くもんか」と、伊織はうつむいたまま、うなり声をあげた。

「それよりずっと先に、おれは学生寮の屋上からダイブしてるよ」

　親友の繊せん細さいな性格を知っている衡は、なにも言えなかった。




　　　　◆




「……それで、どうしてあんなことしたんですか？」

　その日の放課後。

　図書館内で、衡は青嵐に思い切ってそう尋たずねてみた。

　珍しく作業が一緒になった。『図書館部』の異名は伊だ達てではなく、この館の司書業務はすべて衡たちが受け持っている。この日はたまたま青嵐も一緒で、学年も違う彼女と二人きりで話せる、いい機会だと考えたのだ。

　移動式のハシゴの上から、手を伸ばしてくる。衡はその手に返却済みの本を渡した。書架へとそれを戻しながら、青嵐は気のない声で、

「あんなこと、って？」

「キスのことです。伊織が嘆なげいてましたよ。またあらぬ疑いをかけられたって」

　ふふん、と青せい嵐らんは笑った。ハシゴの上に腰かけて、身をよじるようにして衡こうを見下ろす。

「別に深い意味はないけどね。そういえば、伊い織おりくんにはまだしていなかったな、って思っただけさ。──ああ、そういえば衡くん、きみにもまだだったかな？」

「おれは遠えん慮りよしておきます」

　即座に答えると、青嵐はちょっと不満そうな顔になった。特とく徴ちようのある癖くせっ毛をいじりながら、彼女はぶちぶちと、

「なんだい、伊織くんもきみも失礼だな。ボクにされるのはイヤなのか？」

　まさか、そんなことは──と、危うく言いかけて口を噤つぐんだ。こういう弁解が余計な誤解を生むのだ。

　実際、青嵐は申し分のない美少女だ。男子の制服を着て髪を短くしているから中性的に見えるというだけのことで、顔立ちは秀しゆう麗れいそのもの、青嵐のような少女に口づけをされて舞まい上がらない男など想像できない。

　しかし、だからといって、してほしいなどとは口が裂さけても言えない。それは、傍そばに浮かぶムール・ミュールが怖い顔をして袖そでを嚙かんでいるからではない。

　彼女と似たり寄ったりの表情を浮かべた白しろ山やまさんが、向こうの書架の陰かげからじっとこちらを見つめているからだった。

「──それとも、彼女が気がかりなのかな？」

　もちろん、青嵐はそれに気づいている。笑みを含んだ視線をちらりと向けると、白山さんは慌あわてて隠かくれてしまった。出会ったばかりの頃ころに見た光景だ。白山さんとの関係があのときまで逆戻りしてしまったかと思うと、どうしてもムール・ミュールを恨うらむ気持ちを止められない。

「きみも気苦労の多いことだ、衡くん。伊織くんの心配をしている場合ではないだろうに」

「……それは、わたくしのことを仰おつしやっているのでしょうか？」

『濃度』を上げたムール・ミュールが、青嵐と同じ目線でそう言った。突然目の前に現れた阿ア頼ラ耶ヤ識シキに、青嵐はハシゴの上で軽くのけぞる。それでもバランスを崩さないのは、彼女の優すぐれた運動能力のおかげだろう。

「他に誰だれがいる？　気苦労、なんて言ってしまったのは悪いとは思うけどね、実際きみのおかげで、衡くんと白山さんはぎくしゃくしてるじゃないか」

　青嵐の口調はどこまでも平板で、おもしろがるというよりは今の状況を冷静に分析しているようなフシがあった。ムール・ミュールは悪戯いたずらっぽく笑い、肩をすくめた。

「白山さまが勝手に意識しているだけですわ、青嵐さま。わたくしのほうは、ちっとも」

「よく言うよ。きみが気づいていないはずがないと思うけどね。衡くんじゃないんだから」

　不可解なやり取りの中に、自分の名前が出てきたことに首をかしげる。そんな衡のことを、青嵐がちらりと見下した。無能な番犬を見るかのような冷たい眼差しに、ぎくっと身体が強こわばる。

「な、なんですか？」

「いや、別に──。ところで衡こうくん、ひとつ聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「はい」

「きみのクラスの実行委員は、伊い織おりくんだったね。もう片方は、なんていったっけ？」

「宮みや代しろのことですか？」

「ああ、そうそう、宮代さん。──彼女の様子は、どうだった？」

　青せい嵐らんがなぜそんなことを尋たずねるのかわからず、衡はじっと彼女のことを見返した。返却本を取り、青嵐に渡し、彼女が戻すあいだに、はっきりと答える。

「相変わらず、熱心に学園祭の準備をしてますよ。こないだから、さらに気合いが入るようになったかな」

「ふうん。そうか」

　どうしてそんなことを聞くんです──とは、言えなかった。青嵐が目を合わせてくれなかったからだ。つぶやいたきり、彼女は本を受け取り、書架へと戻していく作業に集中しはじめた。衡はそれを手伝いつつ、もう少し揺さぶりをかけてみることにした。

「宮代よりも、十叶とがのうのほうが問題ですよ。あいつ、あなたと伊織がくっついてるって完全に勘かん違ちがいしちゃってて、ことあるごとに伊織を攻こう撃げきするんです」

「…………」

　青嵐の手が止まった。その横顔を、ふよふよと漂ただようムール・ミュールが興味深そうに眺めている。どうでもいいが、『濃度』を上げたまま宙に浮かぶのは、誰だれかに目撃されたら大事だからやめてほしいのだが。

「青嵐さん、おれからもひとついいですか？」

「……、なんだい？」

「十叶のこと、いつまで騙だましているつもりなんですか？」

　青嵐はれっきとした女の子であり、十叶もそれは同様。しかし彼女は、青嵐を上級生の美少年だと勘違いして、あろうことか恋までしているのだ。

　今までは、「まあ十叶だし」で済ませてきたが──伊織に食ってかかる様子を見ていると、このまま放っておくわけにはいかなくなってきた。

「彼女のことか──うん、まあ、ボクとしても、どうにかしなくては、と思ってるんだけどね」

　ほんとかよ、と衡は思う。執しつ事じ服を見せびらかしたりキスをしたり、好き勝手に弄もてあそんでいるようにしか見えなかったが。

　移動ハシゴの上で、青嵐はくるりと身体を回転させた。玉座に坐ざす女王のように、深々と書架に背中を預けて天井を見上げる。シーリングライトの光に目を細め、青嵐はかすかなため息を漏もらした。

「最初は、ボクとしてもただおもしろがってただけだったんだ。朱しゆ遊ゆも『あの子なら別にいい』って言ってたし、それに──白しろ山やまさんをいじめてたって聞いたしね。からかうくらいなら、問題ないんじゃないかと思ってたんだけど──」

　ぐらり、とその身体が揺れた。あっと思ったときにはもう、青せい嵐らんは両足を揃そろえて床の上に着地していた。

「まさか、あんなに一いち途ずな子だったとは思わなかった。今は少し後悔しているよ。これほどに想われるなら、気楽に口説いたりするのじゃなかった」

　重々しく首を振る青嵐の表情には、あまり浮かぶことのない悩みの色が滲にじんでいた。どちらに同情すればいいのか、よくわからない話だ。十叶とがのうの素行が悪いことは周知の事実だが、それは心を弄もてあそんでいいという理由にはならない。

「まあ、タイミングを見計らって言うことにするよ。なかなか、そのタイミングが摑つかめないんだけどね」

「……早くしておいたほうが、いいと思いますよ」

　そう答えると、青嵐は目を細めた。口元に猫のような笑みを浮かべ、衡こうの脇腹を肘ひじで軽く突く。

「それ、きみにだけは言われたくないね」

「え？」

「早く決めなくちゃいけないのは、きみのほうだ。さもないと、取り返しのつかないことになるんじゃないかな」

　彼女がなにを言っているのか、おぼろげながらも理解できた。そっと後ろを振り向くと、はるか彼方かなたの書架の陰かげに、再び白髪が覗のぞいていた。顔の半分を隠かくすようにじっとりと、その視線だけをこちらに張りつけている。怒っているのか怯おびえているのか悲しんでいるのか、よくわからない表情をしていた。

「……確かに、そうですね」

　そう認めざるを得ない。先ほどの青嵐とそっくりの顔でため息を漏もらして、衡はムール・ミュールのことを見上げた。彼女はどこ吹く風と宙に漂ただよっている。まずはこの子をなんとかしない限り──白山さんの信頼は、回復しないだろう。

　しかし、自分がムール・ミュールを『なんとか』できる自信は、まったくもって存在しなかった。




　　　　◆




　学園祭が明日に迫り、その準備はピークを迎えていた。

　１Ｈの出し物であるお化け屋や敷しき『四よん層そう地じ獄ごく』は、八割方ができあがっていたが、あと一日で残り二割を完成させろというのは、なかなか酷こくな条件であるように思えた。

「まあ、そういうわけだから──全員残って、完成させてね！」

　宮みや代しろはかけらも笑顔を揺るがすことなく、全員にそう言ってのけた。

　うええええ、という声があがったものの、抗議の声は不思議と出なかった。今回の学園祭で、宮代が一番苦労をしているということは、１Ｈの生徒ならば誰だれもが知っていたからだ。

　まず率先して、女子が徹てつ夜やを受け入れた。それを見た男子連中も、ぶつくさ言いながら残ることになった。準備をするのも学園祭の楽しみのひとつ、ということがわかっていたからでもあるし──それに、女子と一緒に一晩を過ごすのなら、なにかいいことが起こるかもしれないからだ。

「衡こうさまも、そのクチですか？」

　頭上を漂ただようムール・ミュールが、からかうようにそう言ってきた。

　特別教室棟──いろいろなクラブの部室や、化学室や音楽室が詰め込まれた棟に、資材を取るためひとりきりで向かっている衡は、ムール・ミュールのことを見上げもしない。

「いいや。おれは伊い織おりの友達だからな、実行委員のあいつを放ってひとりだけ帰るわけにはいかないだろ」

「まあ、お優やさしい」

「それに、作業をしていれば、きみがちょっかいをかけてくることもないだろうし」

「……前ぜん言げん撤てつ回かいします」

　ぷっと頰ほおを膨ふくらませて、ムール・ミュールはそっぽを向いてしまった。その横顔に、思わず笑い出しそうになるが、慌あわててそれを引っ込める。これ以上、ムール・ミュールに親しみを見せないほうがいい。

　衡は、特別教室棟へ向かう遊歩道を歩いている。ぽつんと佇たたずんでいる照明灯が、じじ、と弾はじけるような音を立てたかと思うと、青白い光を放ちはじめた。衡はふと立ち止まり、それを見上げる。

「もう、夜か」

　頭上の空はもはや黒く、吹き抜ける秋風は日に日に冷たさを増していく。遊歩道の横手にはグラウンドが広がっていて、何人かの生徒が慌ただしく行き交っているのが見えた。明日には人でごった返すであろうグラウンドは、そのときを待って息を潜ひそめるかのように、静まり返っている。

　しんと降り積もる静せい寂じやくに、こんな道をひとりで歩くのは寂しいもんだな、と衡は思い、

「ひとりじゃありませんよ」

　囁ささやくような声が、耳元で聞こえた。

　驚いて、衡はムール・ミュールのことを振り返った。彼女は微笑ほほえんだまま、じっと衡のことを見つめている。その左手に繁つながれた鎖くさりは、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』を経由して、衡の右手と繫がっている。

　ツバヒロはいくつかの情報を与えてくれたが──と、衡こうは考えた。すべての情報ではないのだろう。ムール・ミュールはまだ、自分の能力を隠かくしているに違いない。

「なあ。聞いていいか？」

　再び歩きはじめながら、衡は口を開く。ムール・ミュールは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ええ、なんでもお答えしますわ」

「ずっと思ってたんだけど──これ、なんだ？」

　衡が指差したのは、夜空に浮かぶハート型の『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』、その一部分だった。ムール・ミュールと同じく幻げん影えいの実体を持つ『領域ナワバリ』。左右の心しん室しつには鎖くさりが埋め込まれていて、そのすぐ上に、計器のようなものがある。

　よく見ると、左右で計器はほんの少し違っていた。正確には、その針の指す先が。

「見たままですわ、衡さま。これは、『秤はかり』です」

　穏おだやかに笑ったまま、ムール・ミュールはそう答える。

　ムール・ミュールの鎖に繫つながれた『右心室』は、深しん紅くに染め上げられている。そこに取り付けられた計器の針は、常にレッドゾーンを示している。

「『秤』？　──これで、なにを計るんだ？」

　衡が繫がれている純じゆん白ぱくの『左心室』、そこに埋められた計器は、『右心室』とは違い、メーターの中央あたりを指していた。白から赤へと変わっていくグラデーションの、ちょうど中間あたり。それをうっとりと眺めながら、ムール・ミュールは言う。

「決まっているじゃありませんか。これは、『恋心』を計っているのです」

「なに？」

「わたくしの『恋心』と、衡さまの『恋心』をね」

「……おれのも？」

　衡も『左心室』の針を見つめる。「ええ」とムール・ミュールは頷き、

「本当なら、衡さまの針がレッドゾーンに入ったとき、わたくしの『領域ナワバリ』が発動して、あなたの心を二度と離れられないようにするのですが──しかし、残念なことにそうはなりません」

　どうして、と尋たずねる必要はなかった。衡は先回りしてつぶやく。

「『星霜紬Star Craft』があるからか」

「そうです。恐らくわたくしの『領域ナワバリ』は、あの少女──ヴィヴィといいましたか。彼女のものと同じように防がれてしまうでしょう。困ったものですね」

　頰ほおに手を当てて、ムール・ミュールは物もの憂うげにそう言った。が、衡は少しも喜べない。『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』が発動するような状況になったときは、怒り狂った九衛クノエによって衡が殴り殺されるときだからだ。

「まあ、『領域ナワバリ』は、別段なくともいいのですけれどね。少なくともわたくしの恋は、見てのとおりいつでもレッドゾーンに至っています。あなたから離れることは、ありえません」

　歩きながら、衡こうはムール・ミュールを振り返り、茶化すように笑った。

「いっつも思うんだけどさ、おれのどこがそんなにいいんだ？　顔も頭も良くないし、運動だって大したことはない。きみみたいな美人が惹ひきつけられるところなんて、ひとつもないと思うんだけどな」

　いつだったか、同じようなことを言ったな──と、衡は頭の片隅で考える。あれは、そう、夏休みのときだ。なぜか白しろ山やまさんが自分を過大評価したから、衡はそれを否定したのだ。おれは、きみが思っているような大した人間ではないと。

　そう言うと、白山さんは。

「…………衡さま」

　今のムール・ミュールと同じような表情をした。

　不満、怒り、もどかしさ。そのすべてをない交ぜにしたような表情。大切な宝物をけなされた子供のような幼い怒りが、ムール・ミュールの整った顔立ちに表れていた。

　その表情を、いつかの白山さんと重ね合わせていたからか。

「──っ、あ、危ない！」

　ムール・ミュールの警けい告こくに反応するのが、一いつ瞬しゆん遅れた。

　石なのか段差なのか、自分がつまずいたものがなんなのか、見極めることはできなかった。バランスを崩しつつある身体を支えるために、反射的に両腕を前に突き出したが、それはなんの効果ももたらしてくれなかった。手が地面を摑つかむ前に、衡の鼻先が照明灯の柱をもろに受け止めたからだ。

「ごっ──」

　奇妙なうめきを漏もらして、衡は転がりながら自分の鼻を押さえ、

「わっ!?」

　自分の身体が、急激に滑すべり落ちていくのを感じた。

　あらゆる痛みが全身を苛さいなみ、ぐるぐる回る視界はなにが起きているのかも教えてはくれなかった。どすん！　という衝しよう撃げきと共に息が止まり、衡はどくどくと脈打つ熱を鼻先に感じながら、呆ぼう然ぜんと寝ころんで夜空を見上げた。

　転んだ拍子に、遊歩道からグラウンドの草地へ転げ落ちてしまったのだ──と、ずいぶん経ってからようやく理解した。

「だ、大丈夫ですか!?　衡さま!!」

　衡に引きずられる形で、離れた草地に着地したムール・ミュールが、そう叫びながら駆け寄ってくる。頭を振って意識をはっきりさせると、ぽたぽたと生ぬるいものが顎あごから滴したたり落ちた。

　鼻血だ。

「……くっそ。『星霜紬Star Craft』め」

　鼻を押さえて、衡は顔をしかめる。『囊界ノーガ』への遠えん征せいで得たもっとも大きな収しゆう穫かくは、怒りをぶつける相手の名前がはっきりしたということだ。痛みを消すことはできないが、鬱うつ憤ぷんを晴らすことはできる。

「衡こうさま。手をどけてくださいまし」

　と、ムール・ミュールが顔を近づけながらそう言ってきた。返事は待たず、胸の前で両手を固め、神に祈りを捧ささげる乙おと女めのように真しん摯しな声で、

「『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の、名に於おいて」

　恋に生きる阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、『領域宣言ミコトノリ』を詠うたいあげようとした。

「どうか、どうか、あなたの傍そばに、わたしの心を置かせてください。恋いに焦こがれるわたしの胸の、裡うちで震ふるえる心の器うつわ。あなたの痛みと傷きず痕あとを、どうかわたしに抱きとめさせて──」

　今まで、何度かやってきたことだ。『星霜紬Star Craft』による衡の痛みを、彼女は自らの能力を駆く使しして、物も言わずに引き受けてくれた。このときも同じことをしようとしたのだろう。『領域宣言ミコトノリ』を行ったその唇で、ムール・ミュールは衡の鼻先に口づけようとして、

「……衡さま？」

　衡が、両手でしっかりと鼻先を押さえ込んでいることに気がついた。

「だ、だめだ！　今日ばかりは、やらせるわけにはいかない」

「どうしてですか!?　いつも言っているでしょう、わたくしは阿ア頼ラ耶ヤ識シキなのですよ。その程度の傷、たちどころに治ってしまいます！　痛みだってほとんど感じないのですから、わたくしが受け入れたほうが、」

　何度も説得されてきた論法。しかし、今回ばかりは応じるわけにはいかない。なぜなら──

「だ、だって──みっともないだろ？」

「……、は？」

「鼻血だぞ！　おれは男だからいいけど、きみは、女の子じゃないか。鼻血を垂たらしてる姿を見られるなんて、イヤじゃないのか？　そんなことをさせるわけにはいかない」

「──────」

　ムール・ミュールは目を丸くして、衡のことをまじまじと見つめた。

　その視線に、とんでもなく馬ば鹿かなことを言ってしまったような気になり、衡はぷいっと顔を背そむける。

「──くふっ」

　やがて、そんな音が静まり返ったグラウンドに響ひびいた。

「ふっ、くくっ、──あははははははははは！」

　喉のどを晒さらして、今までに見たことがないほど放ほう埒らつに、ムール・ミュールは大声で笑い転げた。さすがにむっとする。おかしなことを言ったかもしれないが、

「……なにも、そんなに笑わなくてもいいだろ」

「あははははは、ご、ごめんなさい、でも、だって──く、くくくふふふふっ……！」

　お腹なかを押さえて身体を折って、ムール・ミュールは首筋まで真まっ赤かにして、笑い声を漏もらしている。その目に浮かんだ涙を指先で拭ぬぐい──それから、温あたたかな笑顔を衡こうに向けた。
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　その笑みは、衡の心臓が思わず鳴るほどに、愛らしかった。

「……それが、さっきの質問の答えですよ。衡さま」

「え？」

「自分のどこが好きなのか、とお尋たずねになったでしょう。──そういうところです。そういう、底抜けに優やさしいところ。誰だれかのために、自分の痛みを我が慢まんできる強さ。わたくしは、衡さまのそういうところを、たまらなく愛いとしく感じるのです」

　衡はなにも言えず、黙り込んだ。

　なにか、違和感がある。普段は頼りなげに宙を漂ただよっているはずのムール・ミュールなのに。幻げん影えいに過ぎないはずの身体が──やけに、現実味を帯びてそこにあるのだ。

　ムール・ミュールが身体を傾けると、ピンクのネグリジェが揺れた。その手が、身体を支えるように地面につくと、枯れた草が砕ける音が響ひびいた。

　違和感の正体がはっきりするよりも先に──

　ムール・ミュールは、衡の首元に抱きついていた。

　良い匂い。

「衡さま。わたくしは、恋に生きる阿ア頼ラ耶ヤ識シキです。『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』を模もした、あの置物に触れた殿との方がたに恋すると、定められています。ああ、けれども衡こうさま──」

　温あたたかく、弾力のある固まりが、胸に押しつけられている。ぎゅっと力強く衡の身体を抱きしめながら、ムール・ミュールは絞り出すようにして叫ぶ。

「わたくしのこの想いを、どうか、どうか定めだとはお思いにならないでください！　わたくしを呼び覚ましたのが衡さまで良かったと、神に感謝したいくらいです！　あなたのように優やさしい方を想うことができて、ムール・ミュールは、とても幸せなのです」

　その叫びは、確かな吐と息いきとなって衡の耳たぶを揺らした。衡は喘あえぐように息をして、必死になって今の状況をごまかそうとした。

「……ま、幻まぼろしじゃなかったのか」

　ムール・ミュールは、あえてそのごまかしに乗った。

「幻にも、現うつつにもなれるのですよ。もっとも、あの恐ろしい『守憑霊ツキダマ』の前では、こんなことしませんけどね」

「黙っていたな。このことを」

　衡のすぐ近くで、瑠る璃り色いろの目が悪戯いたずらっぽくウィンクをし、

「忘れていただけですよ。今の今まで。でも、思い出しました。わたくしは衡さまに触れることもできるし──そして、衡さまもわたくしに、触れられるということをね」

「う……」

「ねえ。衡さま？」

　まずい。この状況は。とても。

　グラウンドの外れにある草地は、手入れを怠おこたっているからか、雑草が伸び放題になっている。しゃがみ込んでいる衡も、彼に抱きつくムール・ミュールも、周りから見ることはできないだろう。

　人ひと気けはない。肌寒い空気だけが、二人を包み込んでいた。ただ、衡に抱きつくムール・ミュールの肢し体たいだけが、温かく柔やわらかく、離れがたい思いを衡に与えていた。

　そっと流し目を『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』へ向け、ムール・ミュールは笑う。

「あなたの『秤はかり』が揺れていますよ。──怖いのですか？」

　ムール・ミュールの腕に込められた力が、さらに強くなる。それは、衡の身体を戒いましめるものではなかった。衡の心を捕とらえる鎖くさりだ。

　衡の首筋に頰ほおずりをしながら、ムール・ミュールは湿った声で囁ささやいた。

「わたくしは、あなたが望むことならば、なんでもして差し上げますよ。どのようなことでも、喜んで。だって、衡さまの喜びがわたくしの喜びなのですから」

「…………」

　ごくり、と衡の喉のどが上下した。それを聞きつけて、微び笑しようがいっそう深くなる。

「衡さまが想像もできないようなことだって──して差し上げられるのですよ？　決して、後悔はさせません。ただ──わたくしの愛を受け入れてくれるだけでいいのです」

　ムール・ミュールの唇がわずかに開き、白い歯が、衡こうの耳たぶを甘く嚙かんだ。

「ッ！」

　耐えられなくなった。いや、このままでは耐えられなくなると直感した。

　衡はムール・ミュールの腕を摑つかむと、乱暴にその腕を振り払った。

「あんっ」

　甘い声をあげて、ムール・ミュールは衡から身体を離した。その瞬しゆん間かん、彼女の身体は再び幻げん影えいとなり、夜空にふわりと浮かび上がっていた。

「……残念ですわ。でも、諦あきらめません」

　少女の無む邪じや気きさと大人の色香を同等に備えながら、ムール・ミュールは静かに衡を見下ろしていた。瑠る璃り色いろの瞳ひとみの奥に、毒を盛ることに成功した魔ま女じよのような光を宿らせて、彼女は衡をさらに追い詰めた。

「次に、寮の部屋で二人きりになるときが楽しみですね、衡さま」

　笑みを含んだその声を否定することは、今の衡には、できなかった。




　　　　◆




「あ……、こ、こんばんは」

『部室』の扉をおずおずと開いて、白しろ山やまさんはぽつりとそう言った。

「こんばんは、白山さん」

　副部長席に腰かけていた朱しゆ遊ゆは、パソコンから目を離して、にっこりと微笑ほほえんだ。

　それを見て、白山さんは見るからに怯おびえた。もちろん、そんな反応をされても朱遊は傷つかなかった。むしろ、彼女にそうさせたいがために笑みを見せたのである。知り合って何ヶ月にもなるというのに、白山さんは朱遊と二人きりになるときだけは、いつも怯えた態度を見せる。それが朱遊の劣れつ情じようを搔かき立てるということに、純じゆん朴ぼくな白山さんは気づいていないのだろう。

　しかし──さすがに白山さんも、学習はしているらしい。

　夜の『部室』に、遠とお咲さき朱遊と二人きりになるということが、狼おおかみと羊ひつじを一緒の船に乗せることと同義であると。

　白山さんの背後には、ちゃっかり『守憑霊ツキダマ』九衛クノエが従っていた。

「む。おまえひとりか」

　ぴょこんとポニーテールを覗のぞかせて、九衛は目つきを険けわしくしてそう言った。朱遊のことを警けい戒かいすべき相手だと認にん識しきしているのかもしれない。それは事実と異なるとは言い難がたかったから、朱しゆ遊ゆは甘んじてその視線を受け入れた。

「いらっしゃい、待っていたわ」

「……はあ……」

　よくわかっていないような口振りで、白しろ山やまさんはとことこと部屋の中に入ってきた。彼女だって『図書館部』の一員なのだから、そんなに他人行儀にすることはないだろうと思ったが、口には出さない。

「あの、み、宮みや代しろさんに言われて、来たんですけど」

「ええ。お使いね。ご苦労様」

　そう言って、朱遊は立ち上がり、書架から資料を取り出した。白山さんが不思議そうにその封筒を見つめているところからして、宮代葉は月づきはこれの中身がなんなのか、彼女に伝えてはいないのだろう。

　これは、朱遊の『商売道具』だ。

　彼女は情報を制する魔ま女じよである。こと学園内に起こることに関しては、知らぬことはないと言っても決して過言ではない。そんな彼女にとって、教きよう王おう護ご国こく大だい学がく園えん祭さいは自らの技能でひと稼かせぎする絶好の機会なのだった。

　この学校は、三千もの生徒を抱える巨大な学園だ。ここで行われる学園祭は、毎年盛せい況きようを極めるが、問題がひとつある。いかに生徒やクラスが多くても、学園祭に出てくるような店の種類など限られている──ということだった。

　喫きつ茶さ店てんにレストランに即そつ興きよう劇げきにお化け屋や敷しき。なんでも構わないが、『同業他社』が増えればそれだけ情報は価値を増す。商売敵がたきの情報は、千金に値するというわけだ。この封筒の中身は、それらのデータ本体と、それに対する遠とお咲さき朱遊の分析を加えてある。持つものが持てば、役立てることができるだろう。

　たかが学園祭にそこまでの情熱を傾けるものがいるのか、と疑問を持たれそうだが、事実宮代葉月はそのうちのひとりだった。あるいは、と朱遊は推すい測そくを巡らせる。あのとき、青せい嵐らんと伊い織おりが面白半分に『対決』を持ち出したことが、宮代葉月のなにかに火をつけたのかもしれない。

　しかし、そんなことを白山さんに説明しても仕方がなかった。きょとんと自分を見つめている白山さんはただ愛らしく、その無む垢くに余計な染みを作るべきではない、と朱遊は判断した。書類の袋を机の上に置いて、椅い子すを勧める。

「でも、せっかくだからゆっくりしていったら？　今日はあなたたち、徹てつ夜やで作業なのでしょう？　そんなに根を詰めていたら、美容に悪いわよ」

「え、でも──」

「それに、美味おいしいお菓子もあるけど」

「なにっ」

　と反応したのは、もちろん九衛クノエだ。

「本当か？　どんな菓子だ。まんじゅうか、ようかんか？　それともわらびもちか？」

　異界から来たこの少女は、甘いものに目がないらしい。白しろ山やまさんの顔がさっと上気したのは、怒りのためか恥じらいのためか。彼女が九衛を制止するより先に、朱しゆ遊ゆは踵きびすを返し、キャビネットの扉を引き開けていた。

「今挙げた品物は、すべて揃そろっているわよ。最近実入りがよくてね、お茶もお茶請うけも充実しているの」

「素晴らしい……！　シロさま、是ぜ非ひともゆっくりしていきましょう！」

　無む邪じや気きな喜びを弾はじけさせて、輝かがやく笑顔で白山さんを見上げる。白山さんは複雑な面持ちでそんな九衛のことを見下ろしていたが、

「ああ、白山さん、悪いけれど給湯室に行ってくれないかしら？　ティーセットとティーポットを用意して。茶葉はこっちにあるものを使いましょう」

　朱遊がそう指示をすると、慌あわてたように頷うなずき、

「はっ、はい！　行ってきます！」

　ぱたぱたと靴音を鳴らしながら、『部室』から出て行ってしまった。

　揺れる真っ白な髪を見送りながら、朱遊は、実に扱いやすい娘ね、と満足していた。

「ひはひ、はへはは──」

「九衛。口の中のものを飲み込んでから喋しやべりなさいって、いつも言ってるでしょ」

　ショコラまんじゅうの半分を、一口で囓かじり取った九衛は、白山さんの言うことに忠実に従った。大きな瞳ひとみを黒く輝かせて、朱遊をじっと見つめながらもぐもぐと口を動かしている。ハムスターのようだ、と朱遊は思う。これでもう少し大人しかったら、わたしの愛あい玩がん対象にしているところなのだけれど。

　ごくん、と飲み込んで、九衛は言い直した。

「しかし、あれだな。『ガクエンサイ』と言うが、一体どんなことをするんだ？」

　この期ごに及んでなにを言うのか、と朱遊はちょっと呆あきれる。明日に迫っているというのに。

「学校で行う、祭りのようなものよ」

「……マツリ？」

　朱遊が説明すると、九衛がちょこんと首をかしげた。祭りも知らないのか、というか白山さんは教えていなかったのか──と思ったところで、朱遊は白山さんの表情に気づいた。

　なにかに怯おびえるように、ちらちらと朱遊を盗み見ている。

　不都合な真実を押し隠かくすように。

　朱遊の明めい晰せきな頭脳は、その表情がなにを意味しているのかを瞬しゆん時じに理解した。途と端たんにサディスティックな欲望が胸の中に広がる。それを満足させるために、朱遊は身を乗り出して懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明した。

「祭りっていうのはね、みんなで集まって、射的をしたりヨーヨーを釣ったり見せ物を見たり、いろいろ楽しいことをする集まりなのよ」

「………………ほう」

「それに忘れてはいけないのが、美味おいしいものね。祭りには、たっくさん美味しいものが出てくるのよ。あなた、知ってる？　わたがしとか、ソースせんべいとか、チョコバナナとか」

　九衛クノエの表情は、猫じゃらしを見つけた猫のそれだった。ぴんとヒゲを張って目を見開いて、瞳どう孔こうが開いているのは獲え物ものをよく観察するためだ。開けっぴろげな感動を浮かべながら、九衛は素直に首を振った。

「知らない。なんだ、それ。──聞いたこともない！」

「まあ、大変。人生の七割を損しているようなものね。オムそばもじゃがバターもシャーピンも食べたことがないなんて、存在している価値がないと言っても過言ではないわ」

「な、なんだそれ!?　オムそばって!?　オムライスの親戚か!?」

　朱しゆ遊ゆが挙げる魅み惑わくの食べ物の数々に、九衛はすっかり惹ひきつけられている。朱遊はにこにこしながら、さらに九衛に学園祭の素晴らしさを教え込み、白しろ山やまさんはそれを酢すを飲んだような表情で見つめている。

「シ、シロさま！　大変です！　マツリです！　マツリが明日に迫っているらしいですよ!!」

「…………知ってるよ…………」

　九衛は敬けい愛あいする主人に大おお慌あわてで重大な事実を教え、その主人は頭を抱えて恨うらめしげに朱遊のことを見た。その視線こそが朱遊がもっとも欲していたものだから、彼女は背筋にぞくぞくと震ふるえるような喜びを感じた。

「そういえば、白山さんはお化け屋や敷しきで、どんな仕事をするのかしら？」

「オバケヤシキ？　それはどんな食べ物なんだ、トオサキ？」

「九衛、ちょっと黙ってて。──わたしは、幽ゆう霊れい役をやるんです。宮みや代しろさんに言われたんですけど、精いっぱいがんばるつもりです」

　だからどんな妨ぼう害がいをしても無む駄だですよ──という勇ましい顔を、少なくとも自分ではそう思い込んでいる顔を、白山さんはやってみせた。なるほどね、と椅い子すに深く腰かけて、朱遊は紅茶を啜すする。ぽつりと、

「平ひら沢さわくんも同じ役？」

　そう言っただけで、白山さんの虚きよ勢せいは瞬しゆん時じに崩れてしまった。

「えっ、し、知ってたんですか？」

「いいえ？　あなたのところのメインコンセプトくらいは把は握あくしてるけど、役者の名前まで暗記するほど暇ひまじゃないわ」

「そ、それなら、どうして──」

　どうしてもなにも、衡こうが白しろ山やまさんの保護者だからだ。が、詳しくは述べなかった。この子は、自分と平ひら沢さわ衡が周りからどういう目で見られているか、いまいち理解していないフシがある。だから朱しゆ遊ゆは、ごまかすように答えた。

「推すい測そくよ。だって、あなたと平沢くん、いつも一緒にいるじゃない。当然、学園祭でも一緒なのでしょう？」

「────」

「ああ、でも最近はそうでもないのかしら？　衡くんといつも一緒にいるのは、あなたじゃないものね、白山さん？」

　とびきりの笑みと共に、朱遊がそう言うと、白山さんはきっと彼女のことをにらみつけた。かすかに涙が浮かんでいる。ふ、と白山さんに気づかれないように、朱遊は息を抜いた。そうしなければ、あまりの興奮に襲いかかってしまいそうだった。

　カップを持ち上げようとして、指先が震ふるえていることに気づいた。紅茶を飲むのを諦あきらめて、両手を組んで顎あごを乗せる。覗のぞき込むような視線に、白山さんはあっさりと目をそらしてしまった。

「白山さん。このままでいいの？」

「い、いいって、なにがですか」

　そっぽを向いたまま、ぼそぼそと答えるその姿は、駄だ々だをこねる子供のそれだった。自らの主人のそんな表情を見るのは珍しいのか、九衛クノエがじっと白山さんのことを観察している。

「もちろん、平沢くんのことよ。明日にはもう学園祭なのよ？　後夜祭にはフォークダンスだってあるっていうのに、あなたはこのまま無む為いに迎えても構わないのかしら」

「お、仰おつしやっている意味がよくわかりません。べ、別に、衡くんが誰だれと後夜祭を過ごしても、わたしには、か、関係ないことだと思います」

　見えすいた強がりだった。その横顔は明らかに「そんなのイヤです」と言っているが、白山さんはいつになく意い固こ地じになっているらしい。ぷっと頰ほおを膨ふくらませて、すねたように唇をとがらせる白山さんの虚きよ勢せいは、新鮮な愛らしさに満ちていた。

　そして、遠とお咲さき朱遊は、白山さんの虚勢を打ち砕くことがなによりも好きなのだ。

　数秒ほど沈黙してから、朱遊はさらりとこう言った。

「わたしの見立てでは、平沢くんは近いうちにムール・ミュールに落とされるわ」

　今度こそ──白山さんは、ひっぱたかれたかのような顔をした。ぐっと背筋を伸ばして朱遊のほうに視線を戻す。その表情は、狼ろう狽ばいに満ちている。

「えっ。あ、あの、でも、いや、それは──」

「『落とされる』って、なんだ？　ムール・ミュールがなにかの罠わなを用意しているということか？」

　慌あわてふためく白山さんを差し置いて、九衛がそんな質問を挟んできた。この黒い少女に遠回しな言葉を使うのはやめておいたほうがいい。少し考えて、直接的な言い方をする。

「要するに、ムール・ミュールの思い通りになるということ。平ひら沢さわくんが、ムール・ミュールを好きになってしまうということね」

「なんだと!?」

　叫んで九衛クノエは立ち上がる。そんな彼女を見つめながら、朱しゆ遊ゆはあくまでも平静を崩さない。

「普通に考えればわかるじゃない。ムール・ミュールは、とっても綺き麗れいな外見をしているもの。いくら人間ではないとはいえ、そんな美少女に四六時中言い寄られて、傾かない男の子がいると思うの？」

「……で、でも、衡こうくんは……」

「平沢くんだけは例外と思いたい？　その気持ちは理解できるけどね、白しろ山やまさん。あの子も男の子であることに変わりはないのよ」

　先ほどまで紅あかく染まっていたはずの白山さんの顔が、この世の終わりを目もく撃げきしたかのように青ざめはじめた。一方で、隣となりにいる九衛は、苛いら立だたしげにテーブルを叩たたいた。

「なんだか、さっぱりわからんぞ……！　どうすれば防げるんだ？　コウの野郎をぶっ叩いてやれば目を覚ますのか？」

『守憑霊ツキダマ』らしい言葉だと内心で笑い、朱遊はかぶりを振る。

「暴力ではどうにもならないわよ。これは、気持ちの問題だもの。ムール・ミュールの言ったとおりかもしれないわね、九衛さん。今回の『戦い』で、あなたが役に立てる場面はほとんどないわ」

　九衛は不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめたが、それに反論することはなかった。実際、恋愛の機き微びなどというものは、九衛からもっとも遠い場所に位置する言葉だ。今回、彼女がなにかできるとは、到底思えない。

「多分、この問題をどうにかできる人がいるとしたら──それは、白山さんだけでしょうね」

　そう言い放って、朱遊は白山さんの反応を待った。

　彼女は、ぐっと唇を嚙かみしめている。

　どうするのだろう、と朱遊は湧わき上がる好奇心を抑えて、白山さんを観察した。普段の彼女であれば、こんな話題を振られれば、慌あわてふためいた挙げ句、なにも言えなくなってしまうのがオチだ。

　ある意味では、それは好ましい反応だった。白山さんの純じゆん情じようが伝わってくる反応を、朱遊は愛していたし、何度も見たいと思っていた。しかし──『純じゆん粋すい』とは『脆ぜい弱じやく』の同義語だ。無む菌きん室しつで育った植物は、汚れた外界に触れればあっという間に枯れてしまう。

　けれど、この世界の九十九パーセントまでが、汚れた外界であることも、事実なのだ。

　白山さんは、まだ黙っている。

　彼女の決断に手を出すつもりはなかったが、少々飽きてきた。朱遊は放り投げるような口調で、

「まあ、そもそもムール・ミュールをどう扱うか、というのも、ひとつの問題ではあるわよね。だって、ムール・ミュールは決して悪い阿ア頼ラ耶ヤ識シキじゃないもの。誰だれかを傷つけるわけじゃないし、それどころか、人の傷を癒いやす力まで持っている」

「……阿ア頼ラ耶ヤ識シキは外の世界にいてはならない。鞄かばんに戻すべきなんだ」

　低く押し殺した声で、九衛クノエがつぶやいた。朱しゆ遊ゆは頰ほお杖づえを突き、

「でも、誰だれかに望まれるのならば、この世界にだって阿ア頼ラ耶ヤ識シキの居場所はあるはずよ。少なくとも、平ひら沢さわくんはムール・ミュールを歓かん迎げいするでしょうね。彼女がいれば、『星霜紬Star Craft』による痛みを消すことができるんだから。しかもその『星霜紬Star Craft』のおかげで、彼女に心を支配されることもない──平沢くんにしてみたら、万ばん々ばん歳ざいじゃないかしら」

　白しろ山やまさんは、痛みをこらえるように目をつむった。

　どうするのだろう、ともう一度思った。愛らしい白山さん。愛すべき白山さん。純ぜい粋じやくな彼女は、いったいどんな結論を選ぶのだろう──それとも、なにも選ばないままなのか。いつものようにただおどおどとして、すべてが終わってしまうのを待っているだけなのだろうか。

　やがて、白山さんはゆっくりと目を開けた。

「でも」

　可か憐れんな唇が、震ふるえながら開き、

「衡こうくんがよくても、わたしは」

　白山閑しず花かの結論を、吐き出していた。

「わたしは、いやです。衡くんが、ムール・ミュールさんに取られてしまうなんて。そんなの、ぜったい、いやです」

　今度は、朱遊が目を閉じる番だった。

　さまざまな思いが、胸の中を行き交う。それを一言で表すことは、さすがの『図書館の魔ま女じよ』にもできなかった。もっとも、遠とお咲さき朱遊にとってそういう混こん沌とんは決して不ふ愉ゆ快かいなものではなかった。自らの情動を楽しみながら、朱遊は目を開ける。

「それなら、戦わなくてはね」

　朱遊の言葉に、白山さんは怯ひるんだような素振りを見せる。けれども、その眼差しが揺らぐことはなかった。

　なんであれ、と朱遊は思う。白山さんは、やっぱり愛すべき白山さんなのだ。たとえその純じゆん粋すいさが損なわれても──いや、そうであるからこそ、彼女は魅み力りよくがあるのだ。

「……教えてください、遠咲先せん輩ぱい。わたし、どうすればいいんですか？」

　気弱な表情はそのままに、教えを乞こうてくる白山さんの姿に、朱遊が抗あらがえるはずがなかった。戦いに重要なのはなによりも情報。そして朱遊は、情報を制せい御ぎよする魔女である。

　悪いわね、と朱遊は心の中で、誠せい意いのない謝罪をムをール・ミュールに行った。あなたは、確かに無害な阿ア頼ラ耶ヤ識シキなのかもしれないけれど──

　わたしは、白しろ山やまさんのほうが好きなのよ。
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「さて」

　午前九時。お化け屋や敷しき、『四よん層そう地じ獄ごく』の裏側で、宮みや代しろ葉は月づきが腕を組んでそう言った。

　健康的に引き締まった身体を包むのは、黒地に赤く濡ぬれた血文字で『四層地獄』と記されているクラスＴシャツだ。ショートの黒髪を飾るのはねじりはちまきで、女の子にしてはやや勇ましい格好をしているが、彼女が抱く必勝の念を知っているクラスメイトの目には、なんとも頼もしく映るのだった。

　宮代の目の前にいる『お化け役』の生徒たちは、幽ゆう霊れいに吸きゆう血けつ鬼きに落おち武む者しやにマッドサイエンティストと、まるで共通点がない。それでも──１Ｈの学園祭実行委員リーダーは、満足げだった。

「『教きよう王おう護ご国こく大だい学がく園えん祭さい』開場まで、あと一時間。我らが『四層地獄』もなんとか完成したね。みんな、ご苦労様！」

「まだ終わってねえよ」

　教室のほぼすべてを包む『四層地獄』の暗あん幕まくをひょいと上げて、顔を出した伊い織おりがそう茶化した。筋肉質な彼の身体にも、やはりクラスＴシャツが着せられていた。

　さざめくような笑い声が教室の中に走る。その中には、宮代の笑い声も混じっていた。

「そうね。でも、ほとんど終わったようなものよ。あたしたちの勝利でね！」

　暗幕を下ろして首を引っ込め、裏方として再び『四層地獄』の点検に戻った伊織に、その向こうから籠こもった宮代の声が聞こえてくる。

「あたしたちと同じように、お化け屋敷を出し物にしているクラスは、学園全体では六つもある。メジャーな分、食い合いが激しいジャンルなの。でも──勝つのは、あたしたち。そのことに変わりはないわ！」

　教室の上部に渡された梁はり、そこにかけられた暗幕を確かめながら、伊織はふと、宮代の演説に心から耳を傾けているものはどれだけいるだろうか、と考えた。本来ならば──宮代のああいう言い草は、歓かん迎げいされないものだ。気合いも情熱も、伊織と同じ年とし頃ごろの少年少女にとっては「カッコ悪い」と映るから。

　伊織は再び、暗幕の隙すき間まから演説の様子を眺めた。

　宮代の言葉に応こたえるものはいない。しかし、宮代のことを馬ば鹿かにしているものも、同じようにいなかった。誰だれもが信頼と期待をその瞳ひとみに込めて、宮代葉月を見つめている。

「今ごろ宣伝班が校門に行って、ビラを配っているところよ。他のどの学年のどの教室にもない画かつ期き的なお化け屋敷、あたしたちの『四層地獄』のユニークさを知らせに。きっと、開場と同時に溢あふれるくらいのお客さんがやってくるはず！」

　それはちょっと大げさだろ、と伊織は小さく笑った。確かに、我らが『四層地獄』がユニークなお化け屋敷であることは、曖あい昧まいな推すい測そくではなくデータに基づいて断言できる。しかしそのユニークさをすぐにお客さんに知ってもらえるはずがないし──知ってもらえたとしても、受け入れられるとは限らない。

　だが、続く宮みや代しろの声は、伊い織おりのネガティブな考えを吹き飛ばす力に満ちていた。

「そのお客さんたちを満足させるのは、他でもない、お化け役のあなたたちなんだからね！　今までの練習の成果を、存分に見せつけてやって──ああ、白しろ山やまさん白山さん、そんな顔しなくても大丈夫だから。うん。平気」

　再び、笑い声が暗あん幕まくの向こうから響ひびいた。今度は伊織も笑いそうになってしまった。

　幽ゆう霊れい役を務めることになってしまった白山さんがどんな顔をしているのか、いとも簡単に想像することができる。宮代のプレッシャーに蒼そう白はくになっているのだろう。ただでさえあの子には心労のタネが尽きないのに、今回のことで寿命が縮ちぢまないといいが、と伊織は気弱な友人のことを案じる。

「あー、こほん。──で、どこまで話したっけ？　ああそうそう、あなたたちが『四よん層そう地じ獄ごく』のカナメってとこまでね。大丈夫！　あんなに練習して、リハーサルして、テスターとして外部の人まで招いたんだから！　これで勝てないはずがない！」

「……本当に、よくやるよ」

　ぽつり、とつぶやいた独り言は、胸の中だけに収まりきらなかった伊織の思いだ。いや、クラス全員の思いであると言ってもいいかもしれない。

　宮代はがんばっていた。実行委員であるからという言葉では説明できないほどの努力を示してきた。『四層地獄』のアイディア自体は、クラス全員で協きよう議ぎして導き出したものだが、それを実行するためのあらゆる手続き・折せつ衝しよう・スケジュール調整は、すべてあの快活な少女が行ったのだ。伊織はほんの手伝いをしたに過ぎない。

　殺人的なスケジュールを、宮代は文句ひとつ言わずに、それどころか笑みさえ浮かべて、次々とこなしていった。クラスメイトたちが団結しはじめたのは、彼女のひたむきな姿に打たれてのことではなかったか。

　だからこそ。

「もう一度、言わせて。──勝つのは、あたしたち。優勝は、我ら１Ｈのものよ！」

「おう！」

　伊織は、太い声を暗幕の向こうへと響かせた。

　驚くような間のあとに、他の生徒たちが一斉に賛同する声が聞こえた。

「おー！　そうだ、そのとおり！」

「優勝以外なんて眼中にねえよな！　おれたちならぜってー勝てるし！」

「そ、そうです！　あんなにがんばったんですから！」

　それらの声を聞きながら、伊織はひっそりと笑う。

　だからこそ、勝たせてやりたかった。いや、勝ちたかった。青せい嵐らんとの賭かけもそうだが、衡こうに匹敵するほど長い付き合いの、あの腐くされ縁えんの少女と共に、勝利を摑つかみたかった。努力には相そう応おうの報むくいがあるというのは幻げん想そうに過ぎないが──幻想がなければ、この世はまったくおもしろくなくなってしまうだろう。伊い織おりは、そう考えるのだった。




「……びっくりした。まさかあんたがあんな声出すなんてね」

　演説を終えた宮みや代しろが、先ほどの伊織のように暗あん幕まくを上げて、ちらりと顔を覗のぞかせた。

　伊織は暗幕の隙すき間まをぴったり塞ふさいでいるところだった。わずかでも光が差し込んできては、せっかくの雰ふん囲い気きが台無しになってしまう。──お化け屋や敷しきにとっては、雰囲気こそが生命線なのだ！　そのためにわざわざ冷房をつけて、部屋の温度自体を低くしてある。

「おれが大声出したらおかしいか？」

「じゃなくて、その。……あんたは、乗り気じゃないって思ってたからさ」

　ぷい、と目をそらして、宮代はそう言った。衡こうと同様、宮代は中学時代からの友人だが、時として伊織に対してトゲのある態度を取る。自然、伊織の態度もそれなりのものになってしまうのだが──

　今日、このときばかりは別だ。

「おまえのがんばりようを見てたら、乗り気じゃない奴やつも乗り気にさせられるよ」

「──────」

「ほれ、こんなとこにいつまでもいるなよ、リーダー。いろいろとやることがあるんだろ？」

　にやりと笑ってそう言うと、宮代は息を吞のんだように伊織のことを見つめた。

　そのまま、数秒が経過する。不ふ審しんと共に伊織が眉まゆをひそめると、宮代は暗幕の向こうにぱっと顔を引っ込めてしまった。上ずった声が、向こうから聞こえてくる。

「──、あ、あのさ、桐きりヶが谷や」

「なんだ？」

「あの、あのね、も、もし、じゃなくて、絶対、優勝するんだけどさ、そしたら、そのあとに」

「そのあとに？」

　おうむ返しに問い返すと、また沈黙があった。なんだなんだ、と暗幕に手をかけて、直じかに顔を見合わせて問いかけようとすると、怒鳴りつけるような声が響ひびいてきた。

「なっ、なんでもない！　あんたのほうこそ、きちんと仕事しなさいよね！　サボったら承知しないからね!!」

　なぜキレられたかよくわからず、伊織はぽかんと口を開けて、遠ざかっていく足音をただ聞いていた。




　　　　◆




「とってもお似合いですよ、衡さま！」

「…………ありがとう」

　ムール・ミュールの賞しよう賛さんに、衡こうはぼそりと答えを返したが、それを頭から信じるほど無む邪じや気きにはなれなかった。衣装合わせは前もって済ませていたから、今さらショックはないが、それでも、やはりどうしても死にたくなってしまう。

　衡が今いる場所は、拷ごう問もん部屋だった。

『第三層　吸きゆう血けつ地じ獄ごく』という、割とそのまんまな部屋名が、壁に記されている。

　部屋の内装も照明も、暗い赤色のカラーリングだ。天井からは幾いく本ほんも黒い鎖くさりが垂たれ下がり、壁には哀あわれな犠ぎ牲せい者しやの血が飛び散っていて、床の上には拷問水車やアイアンメイデンといった道具が転がっていた。どこで見つけてきたんだ、こんなもん。

　そして、中央の棺かん桶おけに腰かけている衡は──吸きゆう血けつ鬼きの姿をしていた。

　赤と黒で彩られた燕えん尾び服の上から、テカテカと輝かがやく悪あく趣しゆ味みなマントを羽は織おっている。もちろん、口からはプラスチック製の牙きばが二本突き出ている。

　衡はため息と共に、

「でもな、ムール・ミュール。これを似合うというようなら、おれときみのあいだには、絶望的なセンスの違いがあるな」

　ちらりと見上げて、牽けん制せいのつもりでそう言う。が、ムール・ミュールはムール・ミュールで、本気でこの格好を素晴らしいものだと考えているようだった。白い頰ほおをぷっと膨ふくらませて腕を組み、お姉さんのような口調で、

「そんなに自じ虐ぎやくをなさってはいけませんよ。衡さまは、この出し物で大事な役目を担になっているのでしょう？　それなら、胸を張って、威い風ふう堂どう々どうとしていなくては」

「……まあ、そうかもな」

　衡は曖あい昧まいに頷うなずく。この善ぜん良りような阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、時折正論を吐くから厄やつ介かいだ。

　とはいえ──先ほどの宮みや代しろの演説を聴くまでもなく、衡だってできることなら優勝したいと思っている。自然、手は棺桶の中にある台本を探し出していた。それに目を通そうとしたとき、暗あん幕まくが開き、暗い緑の光が差し込んできた。

「こ、衡くん。ちょっと、いいかな」

　おずおずと声をかけてきたのは、言うまでもない。幽ゆう霊れいの格好をした、白しろ山やまさんだった。

　なんというか、白い。

　もともと彼女は、髪も肌も人目を引くほど白いのだが、それをさらに強化したような印象だ。死に装しよう束ぞくも純じゆん白ぱくなら、同色の髪を飾る三角の布も白。ただその不思議な色をした瞳ひとみだけが、彼女がこの世の存在であることを示している。

　ちなみに白山さんが待ちかまえているのは、『第四層　うらめし地獄』。誰だれだ名付けた奴やつ。

「どうしたの、白山さん？」

　衡は白山さんの緊きん張ちようを和やわらげるために、優やさしい声でそう言った。その声に、白山さんはほっとしたように目元を緩ゆるめ、

「あのね、衡こうくんの台本、ちょっと見せてほしいんだけど──いいかな？」

「台本？　これのこと？」

　片手に持った数枚のＡ４用紙を持ち上げると、白しろ山やまさんは頷うなずいた。暗あん幕まくの隙すき間まから身体を滑すべり込ませて、ちょこちょこと『吸きゆう血けつ地じ獄ごく』に入ってくる。その手には、衡と同じように台本が握り締められている。

「見比べさせて。なんか、わたしの台本、変なの」

「変って──」

　なにが、と尋たずねるより先に、白山さんは衡の隣となりにちょこんと腰を下ろし、首を伸ばして衡の手にある台本を覗のぞき込んできた。彼女の真っ白な髪の毛が、顎あごをこそばゆく引っ搔かいている。

「や、やっぱり！　宮みや代しろさんってば、なんでこんな──」

「……なにが変なの？」

「見てこれ！　わたしの台本！」

　三十センチと離れていない近距離で、くるりと白山さんの顔が振り向いた。ぎくりとする。しかし白山さんは怯ひるまずに、衡にびしりと紙切れを突きつけてきた。




「読んでみて！」

　怪け訝げんに眉まゆを寄せながら受け取り、目を通しはじめる。

　台本には、各層の『地獄』の出演者に対する演技指導や台詞せりふが書かれている。

『四層地獄』はそれぞれ異なる演出の『地獄』が詰め込まれているのだから、部屋ごとに台本の内容が違うのは当然だが──

　白山さんの本だけ、明らかに違う。

　なんというか──他の台本がホラーだとしたら、白山さんのそれはコメディなのだ。

「ね、おかしいでしょ？」

「確かにおかしいけど──今まで変だと思わなかったの？　これ」

　お化け役を任命されてから、練習する機会は何度もあったはずだ。が、白山さんは衡の指摘にむっと唇をとがらせ、

「だ、だって──練習に必死だったし、みんなも同じようなものだと思ってたんだもん。でも、ついさっき気づいたの。これ、お化け屋や敷しきの台本にしてはなんか変だなって」

「もっと早く気づこうよ……」

　度たび重かさなる衡の心ない言葉に、白山さんはすっかりスネてそっぽを向いてしまった。むーっと膨ふくらんでいるほっぺたを突きたくなる衝しよう動どうを、どうにかこらえて台本に視線を戻す。

　妙な台本だが、プリントミスということはないだろう。恐らく宮代は、なんらかの目的を持ってこの台本を作ったのだ。他の『地獄』とはまったく毛色の違う台本。その目的は、一体なんなのだろう。

　と、そこで衡は、あることに気づいた。

「……こ、衡こうくんはどう思う？　これ、やっぱり宮みや代しろさんに言ったほうがいいよね？」

　白しろ山やまさんが、やけに近い。

　ぐいぐいと身体を押しつけるようにして、衡の隣となりにぺったりと張りついている。普段はこんなことしないはずだ。じっと白山さんを見下ろすと、彼女は少し目元を赤らめて、また顔を背そむけてしまった。それでも身体は離さない。

「……わたくしの旦だん那なさまから、離れてくださいませんか」

　ぽつり、とそんな声が落ちてきて、衡と白山さんは揃そろって頭上を見上げた。ムール・ミュールが天井に張りついて、じっとりとした視線を二人に送りつけてきていた。

　白山さんも見上げた──ということは、彼女にも聞こえているということ。つまり、普通の人間にも認にん識しきできるほどに、ムール・ミュールは『濃度』を上げているのだ。

　その事実に衡は慌あわて、白山さんは動じなかった。少なくとも動揺を面おもてに出さなかった。口を噤つぐんだまま、ことさらに衡の腕に抱きつく。

「い、いやです。それに、第一、衡くんはあなたの旦那さまじゃありません！」

　いつにない攻こう撃げき的てきな口ぶりに、ムール・ミュールが鼻はな白じろんだのがわかった。やはりおかしい。これは、通常の白山さんではない。
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「──まあ、確かにそうかもしれませんね。今はまだ」

　ムール・ミュールのつぶやきに、白山さんはふるふると首を振り、

「いいえ。これからもずっと、です」

　明確に、喧けん嘩かを売った。

　ムール・ミュールの目がすっと細められる。瑠る璃り色いろの刃のようだ、と衡こうでさえ恐怖を覚えた。白しろ山やまさんはびくっと震ふるえて、衡を盾たてにするように彼の背中に回り込んでしまった。そんな彼女をちらりと振り返って、衡は考える。

　今の白山さんは、いつもの白山さんではない。

　ということは、誰だれかが白山さんに、よからぬ考えを吹き込んだということだ。

　そんなことをするのが誰なのか、いちいち考えるまでもなかった。

「白山さん。遠とお咲さき先せん輩ぱいになにを言われたの？」

「えっ!?」

　いきなり核かく心しんを突かれた白山さんは身も世もなく慌あわて、ムール・ミュールはちょっと首をかしげた。状況がよくわからない、というふうに。衡もそれは同様だ。白山さんがなぜいきなりこうなってしまったのか、それを突き止めようとして彼女に向き直り、

「はろー平ひら沢さわ、準備できた？　あと三十分で開場だよー……」

　宮みや代しろが、暗あん幕まくを上げて入ってきて、

「……………………って、あの、お邪じや魔ま、だった？」

　寄より添そって見つめ合っている（ように見える）二人の姿に、目をぱちくりさせた。

　ムール・ミュールに喧嘩を売った時点でいっぱいいっぱいだったのだろう。白山さんはその一言に、顔を真まっ赤かにして衡から距離を取った。天井にいたムール・ミュールは、それに安あん堵どしたように頷うなずき、『濃度』を薄うすめる。幸い、宮代には気づかれずに済んだようだ。

『吸きゆう血けつ地じ獄ごく』に、気まずい空気が垂たれ込めた。それを払ふつ拭しよくするために、衡は宮代に近づき、白山さんの台本を指し示した。

「違う。──あのな、白山さん、自分の台本だけ他のと雰ふん囲い気きが違うから、不安になったらしいんだよ。それで、おれに相談を持ちかけてきたんだ」

　宮代はきょとんとして、首をかしげた。

「え、そうだよ？　白山さんのだけ別路線なんだけど──理由言わなかったっけ？」

「きっ、聞いてないよ！」

　ぶんぶんと首を振った白山さんに、宮代は明るく笑い、

「あーそっか、ごめんごめん。あのね、これはこれでいいの。白山さんはホラー方向じゃなくて、この台本に書かれているとおりにがんばってくれればそれでいいの」

「でも、それじゃ、お客さんは怖がってくれないんじゃ──」

「あのね。お客さんを怖がらせるつもりだったら、最初っから白山さんにお化け役を任せたりしないよ。白山さんは、オチでトリなの！　だから他のお化けとは違ってていいの！」

　白山さんはよくわかってなさそうだ。しきりに目を瞬まばたかせて、宮代の謎なぞかけのような言葉を、必死になって解こうとしている。

　その姿に、衡こうはふと理解した。

　なぜ白しろ山やまさんだけ毛色が違う台本なのか。怖がらせるよりは怖がっている姿のほうが似合う白山さんが、どうして幽ゆう霊れい役を務めているのか。──なんで第四層の名前が、『うらめし地じ獄ごく』なのか。それらの理由を、すべて。

「なるほど。確かに良いアイディアかもしれないな」

　思わず感心を漏もらすと、宮みや代しろは輝かがやく笑顔で衡を見み遣やり、

「でしょ？　あたしも聞いたとき、これだ！　って思ったもん。あのアドバイザー、いい着眼点してるよね。白山さんの魅み力りよくを知り尽くしてるって感じ」

　どうやら宮代のアイディアではないらしい。白山さんはまだわかっていないようだったが、特にわかる必要もないだろう。衡はそんな彼女の肩を、ぽんと叩たたき、

「白山さん。台本は、このままでいいんだ。きみはここに書かれていることを、一生懸けん命めいこなせばいい。そうすれば、お化け屋や敷しきは成功する」

「……そ、そうなの？」

「そうなの！」

　宮代が胸を叩いてそう請うけ合あうと、白山さんの不安はいくらか和やわらいだようだった。素直な子供のようにこくりと頷うなずき、

「わかった。それじゃ、がんばる」

「そーそー、その意気だよ白山さん！　そんじゃ、あたしは他の『地獄』を見回ってくるから。平ひら沢さわ、あんたもがんばってね」

　はりきって手を振って、宮代は『吸きゆう血けつ地獄』から出て行った。嵐あらしのような奴やつだ。昔から元気がよかったが、学園祭の準備が始まってから、さらに活発になったように思う。

　と、衡は白山さんが、自分をじっと見上げていることに気づいた。

　不安と緊きん張ちようが、まだその表情にこびりついている。それを見て衡は笑った。温あたたかい笑い。愛らしい白山さんの心を落ち着かせるために、その肩に手を置く。

「がんばろう、白山さん。勝つのはおれたちだ」

「──、う、うん。そうだよね！　わたし、負けない！」

　いつもきょどきょどしている白山さんからは、想像もできない強い言葉だった。そのまま、彼女は勇ましく頭上をきっと見上げる。そこにいるはずのムール・ミュールをにらみつけているつもりなのだろうが、残念なことにムール・ミュールは衡の背中に移動して、冷ややかに白山さんのことを見つめていた。

「……負けないから。ぜったい」

　自らに言い聞かせるようにつぶやいて、白山さんは踵きびすを返す。翻ひるがえった白い髪を見つめるムール・ミュールの顔は、珍しく笑っていなかった。届かない声で、ぽつりと返す。

「わたくしだって、負けませんわ」

　よくわからないが、異様な迫力がある。二人のあいだには、割って入らないほうがいいと本能的に判断して、衡こうは自らも台本を開き、復習に専念しはじめた。




　　　　◆




『四よん層そう地じ獄ごく』の看板がズレているとの報告を受けた伊い織おりは、大工道具一式を手にして廊下に出て──そこで九衛クノエの姿を発見した。

「……なにしてんだ？　こんなところで」

　振り向いた彼女の顔がむっつりと不ふ機き嫌げんに染まっているのを見て、あまり迂う闊かつなことは言わないほうがいいな、と考えた。

　普段の黒い民族衣装ではなく、学園の制服に身を包んだ九衛は、白しろ山やまさんの黒い鞄かばんを大事そうに抱えている。

「……鞄を守っているようにと、シロさまの仰おおせだ」

　それが不機嫌の原因か、と伊織は納得がいった。確かに、白山さんは『四層地獄』の幽ゆう霊れい役を務めるのだから、大切な鞄は誰だれかに預けておくしかない。そして、九衛以上に鞄の守護者として相応ふさわしいものはいないし──九衛以上に暇なものも、そうそういない。

「そうか。それはご苦労さん」

　そうねぎらっても、九衛は唇をとがらせるばかりで、機き嫌げんを直してはくれなかった。もしかしたら、白山さんに仲間外れにされたと思ってすねているのかもしれない。

　九衛を励ますために、伊織は野性的な顔に笑みを浮かべ、

「いいな、羨うらやましいよ。鞄を持ってさえいれば、おまえは自由に動けるってわけだな。学園祭を誰よりも楽しむことができるじゃないか」

　明るいその言葉に、九衛は興味を引かれたようだった。ぴくり、とその耳を動かして、

「『マツリ』というのは、楽しいものかな？」

　九衛が『祭り』を知らないこと自体は、それほど驚くべきことではない。九衛は海すら知らなかったのだ。日本の風俗についてなにも知らなくても当然だ。

　伊織は頷うなずき、

「ああ。白山さんに聞かなかったのか？」

「シロさまは、『マツリ』のことをあんまり教えてはくれなかったんだ。トオサキは、少し教えてくれたが」

　話が見えてきた。

「おまえはテンション上がるとわけのわかんないことをしでかすからなあ……。白山さんは、それを心配したんだろうさ」

「……そんなに、九衛クノエは信用がないかな……」

　寂しそうにつぶやく黒い少女に、伊い織おりは同情心が湧わき上がってくるのを感じた。黒く柔やわらかな髪に、ぽん、と手を置く。

「いいじゃねえか、学園祭では遊んでいいって言われてるんだろ？　だったら存分に楽しんでこい！　この学校の学園祭は、他の高校のものとはレベルが違うらしいからな。初めて行く祭りが教きよう王おう護ご国こく大だい学がく園えん祭さいなんて、最高じゃないか」

　九衛の目が伊織のことを見上げる。まだ、どこか不満そうだ。伊織はポケットから財布を取り出し、その中に挟んであったチケットを、九衛に差し出した。

「ほれ。これをやるよ。多分白しろ山やまさんからも、何枚かもらってるだろうけどな」

「これは──」

　伊織が取り出したのは、教王護国大学園祭専用の引き替えチケットだ。学園祭では、現金の代わりにこのチケットを渡すことでサービスが受けられる。この学園の生徒であればもれなく配られるのだが、伊織は特に使う予定がなかった。

　九衛は受け取ったチケットを、しげしげと眺めている。まさかとは思ったが、伊織は念を押すことにした。

「なにか食べたいものがあったら、そのチケットを渡すんだ。そうすればちゃんと品物を渡してくれるからな。──間違っても、無理矢理強ごう奪だつするような真ま似ねはするなよ」

「シロさまも、同じようなことを仰おつしやっていた」九衛の顔が、再び不ふ機き嫌げんに染まる。

「九衛のことをなんだと思ってるんだ？　野や獣じゆうか？」

　似たようなものだろうが、と思いはしたが、言葉には出さなかった。と、九衛は制服のポケットから、乱暴に二つ折りしたチケットを取り出して、伊織が渡したものと重ね合わせた。恐らく白山さんから譲ゆずられたチケットだろう。

「これで、どれくらいのオムそばが買えるんだ？」

「オムそばだけなのか……？　まあいいや、それだけあれば、両手いっぱいの食べ物が買えるさ。おまえが今まで食べたことのないような奴やつをな」

　今度こそ、九衛は目を輝かがやかせて伊織のことを見た。

　微び笑しようが漏もれる。九衛は食い意地が張っているが、その欲望は子供のように純じゆん粋すいで無む邪じや気きなものだ。『今まで食べたことのない食べ物』というものは、九衛にとって光り輝く宝物よりもなお価値のあるものなのだろう。

「ただし、暴れるなよ。気に入らない奴がいてもぶん殴ったりしないこと。他の誰だれでもない、白山さんに迷惑がかかるからな」

「わかってる」

　釘くざを刺した伊織に、九衛は喜びを削そがれたかのような顔をした。それでも、彼女の楽しみの総量からすれば、ほんの些さ細さいなことに過ぎなかった。九衛はもう一度、自らに宝物を約束してくれる十数枚のチケットを、頼もしげに見つめた。

　そのとき──全校に、チャイムが響ひびき渡った。

　廊下にいた伊い織おりと九衛クノエは、揃そろってスピーカーを見上げる。あちこちに溜たまっていた他のクラスの生徒たちも、会話をやめ、作業を中断して、伊織たちと同じように顔を上げた。

『あ、あー、テストテストー。ん、これってもう繫つながってる？　──ああそう』

　とぼけた声は、実行委員長のものだった。苦笑が漏もれる。廊下にいる他の生徒のあいだからも、大きな笑い声があがっていた。

『大変長らくお待たせいたしました。ただいまより、第八十二回・教きよう王おう護ご国こく大だい学がく園えん祭さいを開かい催さいいたします。開門の際には混雑が予想されますので、ご来場の皆様方は、どうか押し合わず、列を守って入場してくださいますよう、お願い申し上げます──』

　祭りが始まる。

　九衛は首を伸ばして、興きよう味み津しん々しんに、ざわめきはじめた学園内の空気を嗅かぎ取っている。

　そのちっぽけな背中を、伊織はろくに手加減もせずばしんと叩たたいた。あまりの力に、その小柄な身体がととっと前方に泳ぐ。振り向いた九衛が投げかけてきたのは、怒りではなく驚きの視線だった。

「ほら、始まったぞ。余計なことは考えないで、楽しんでこい！」

　水を引っかけられた猫のような九衛の顔に、じんわりと笑みが広がっていく。

「うん！　楽しんでくる！」

　かつて、九衛がこんなにも素直に答えたことがあっただろうか。踵きびすを返し、わくわくと逸はやる気持ちに胸を躍おどらせながら、彼女は大またに歩き出した。その様は、まるでこの学校の主のようだ。その背中を見送りながら、伊織はくつくつと笑い声を漏らした。

　三つの学年棟とひとつの特別教室棟にひしめく無数の出し物を、九衛はどれだけ制せい覇はできるだろうか。限られた時間で取しゆ捨しや選せん択たくするには、九衛の好奇心はあまりにも強すぎる。どうでもいい出し物にすっかり心を奪われて、チケットと時間を無む駄だにする九衛の姿が、ありありと想像できるようだった。

　それでも──と、伊織は作業を再開しながら、思うのだ。

　あの黒い少女よりも学園祭を楽しめるものは、万を超える来場者の中に、ひとりもいないだろう。




　　　　◆




　三差ファイナンス社員、倉くら岡おか洋よう子こ二十八歳が教王護国学園の校門をくぐったのは、特に理由があったからではない。日課である顧こ客きやく回りを終え、さりとてそのまま会社に戻る気にもなれず、だからといってその辺りのコーヒーショップでだらだら過ごす気にもなれない──そんな宙ぶらりんな気持ちのときに、たまたま壁に貼はられたビラを目にしたからだ。

　自分が歩いている歩道に沿って、延えん々えん続く壁は、どうやら学校のものらしい。

　なんだか、懐なつかしい感じがした。

　だから、足を向ける気になったのだ。

「執しつ事じ喫きつ茶さ、『黎れい明めいのディレッタント』は第二学年棟三階で営業中です。忠実な執事に囲まれて、優ゆう雅がなひとときをお過ごしください」

「『四よん層そう地じ獄ごく』、第一学年棟二階で絶ぜつ賛さん開かい口こう中！　四つの地獄が待ち受けています！　衝しよう撃げきのラストに、きみは耐えることができるか!?」

　華々しく飾り付けられた校門をくぐると、あちこちから少年少女の声が響ひびいてきた。燕えん尾び服を着込んだ男の子がいれば、クラスＴシャツにカボチャのお面を被かぶった女の子もいる。他にも、黒猫の着ぐるみや天使の羽を生やした少女も行き交い、ちょっとした異空間を形成していた。

　──昔を思い出すなあ。

　ふと、目元が和らいだ。だからだろうか。北海道から上京して一ヶ月で、配られるティッシュやビラのほぼすべてをスルーすることに成功した倉くら岡おか洋よう子こは、少年少女が熱意と共に押しつけてくるビラをはねつけることができず、あっという間に両手いっぱいになってしまった。

　──楽しんで、いこうかな。

　十数枚にも及ぶビラの束を覗のぞき込みつつ、考える。

　学園の敷地内には、恋人同士がいる。家族連れがいる。若々しさに溢あふれた友人同士が、きゃいきゃいと黄色い声をあげながら行き交っている。それらの光景に、じくりとした痛みを感じないでもなかったが──

　──うん。楽しんでいこう。

　最終的に、倉岡洋子はそういう結論に達した。一時間くらい見回ってから会社に戻っても遅くはないだろう。それに──こういうイベントを楽しむくらいの時間がなくては、息が詰まって窒ちつ息そく死ししてしまう。

　そんなことを考えながら、倉岡洋子は活気に満ちた学園内を、ぶらぶらと歩きはじめた。




　校舎の入り口に立てられていたテントでチケットを買い求め、校舎の中に入る。

　ずいぶん大きな学園らしい。ここは『第一学年棟』というそうで、立派な建物の中には一年生の教室しか入っていないのだという。ということは、他に二つの『学年棟』があるということだ。目が回るような大きさ。母校の校舎は、これよりもなお小さかったのに、すべての学年が収まっていた。

　もっとも、特殊なのは大きさだけではない。

「いらっしゃいませー！　いぃーらっしゃいませーっ！」

「お姉さんお姉さん、焼きそばどうですか焼きそばー！　心があったまりますよ！」

　ずらりと並んだ出店には、倉くら岡おか洋よう子こがずいぶん昔に経験した学園祭とは、比べものにならないほどの活気が満ちていた。目を瞠みはりながら通り過ぎる。どこかに入ってもいいが、その前に、なにか学園祭ならではのものを味わいたい。

　ビラを見ることにした。

　数枚めくって、手を止める。首をひねる。

　真っ黒なビラに、真っ赤な字で『四よん層そう地じ獄ごく』と染め抜かれている。その下に『心臓の悪い方は、決してご入場なさらないでください……』と思わせぶりなことが書かれていた。どちらも、血文字のようにのたくっている。

　裏を見る。

　こちらは白地で、片隅に黒文字。『二階　Ｈ組教室にて』とのみ。

　ここにするか、と考えて、階段を上っていく。おもしろそうだと思ったからではなく、どちらかといえば馬ば鹿からしそうだと思ったからだ。昔から、お化け屋や敷しきを怖がったためしがない。実在するかどうか、正体がなんなのか、『わからない』ことこそが怖いのに、作り物と『わかって』いるお化け屋敷などなにが楽しいのだろう。

　目当ての教室は、すぐに見つかった。入り口の横に机を設置して、簡かん易いの受付にしている。

『四層地獄』の看板に、クラスＴシャツ。間違いない。

「あの──」

「あ、はい。ご利用ですか？　少々お待ちください！」

　やたらと元気のいいショートカットの少女が、にっこり笑ってそう受け付けてくれた。Ｔシャツの腕には『実行委員』の腕章、胸元には『宮みや代しろ』という名前のバッジがつけられている。

「チケット一枚になりまーす。──はい、確かに。では、こちらをお持ちになってください」

　引き替えに、少女は木箱を差し出してくる。それを受け取って、倉岡洋子は首をひねった。お化け屋敷だったよね、ここ？

「いいですか、この先には四層の地獄が広がっていて、そこには番人の怪物共が、手ぐすね引いてあなたを待ちかまえています。その箱に入っているアイテムをうまく活用して、この地獄を無事に生き延びてください！」

　ああ──と、倉岡洋子は頷うなずき、

「そういうアトラクションなのね？」

「違います！　地獄ですってば！　油断したら死にますよ！」

　思わず笑いが漏もれた。この少女は、お化け屋敷の受付をするにはあまりに活発すぎやしないだろうか。

「あ、どうやら準備ができたようです。それでは、どうぞグッドラック！　──あ、箱とアイテムは、出たところで返してくださいねー」

　という吞のん気きな声に送られて、倉岡洋子は暗あん幕まくをくぐった。

　てっきり迷路のように入り組んでいるのだろう──と思ったら、違った。

　暗あん幕まくに区切られた小部屋になっている。中は薄うす暗ぐらかったが、どういう内装をしているのかは見渡すことができた。和風の屋や敷しきのようだ。足下にはご丁てい寧ねいに畳たたみが敷しき詰められていて、血が飛び散ったような赤せき褐かつ色しよくの跡あとが広がっている。リアルね、と内心で舌を巻く。

「うううううう……」

　不意に、そんな声が部屋のどこかから響ひびいてきて、危うく箱を取り落とすところだった。

「うううううううう……」

　恨うらめしげな声は、まだ響いている。和室の板張りの壁に、いくつも立てかけられた武む者しや鎧よろい。そのうちのひとつが──ごとり、と動き出した。

「おのれ、恨めしい、恨めしいぞ……！」

　怨えん嗟さの声をあげながらこちらに近づいてくるのは、どうやら落ち武者のようだ。

「盟めい約やくを破った挙げ句、お家を攻め滅ほろぼし、我が妻子まで皆殺しにするとは……！　この恨み、いかに晴らしてくれよう……」

　なんだかやたらと説明くさい。説明している暇ひまがあるんなら、その相手をさっさと呪のろい殺せばいいのに──

「許さん、許さんぞ……徳とく川がわ家いえ康やす！」

　まさかのビッグネーム！

「奴やつの一いち族ぞく郎ろう党とう、根ね絶だやしにせねば気が済まぬ！」

　いやいや、その一族は日本史上類を見ないほどに繁はん栄えいしたし。

「手始めに、まずは、貴き様さまからだ！」

「えっ!?　わ、わたし徳川じゃないけど!?」

　突っ込みが思わず声に出た。が、彼は聞く耳を持ってくれない。見ればあちこちに矢が刺さっていて、髪はまだらに垂たれている。台詞せりふはともかく、その姿には結構迫力があり、倉くら岡おか洋よう子こは一歩後ずさってしまった。

　そこで、ハタと思い出す。そうだ。箱だ。アイテムを使わねば。

　ぱかりと箱を開けながら、落ち武者の様子を窺うかがう。じりじりとこちらに近づいてくるが、動きはじめたときよりは明らかにペースが落ちている。まあ、アイテムを出さないうちから追いつくわけにはいかないわよね──と相手の心情を慮おもんぱかる。

　いくつかのアイテムのうち、複雑な文字が書かれたお札と思おぼしき紙切れを取り出し、

「……これ？　で、いいのかな？」

　疑問符を浮かべながら、突き出した。

「くわっ！」

　瞬しゆん間かん、落ち武者は待ってましたとばかりにのけぞり、壁にべたんと張りついた。こちらに背を向けて、その手が宙をまさぐっている。なにをやっているのだろう──と思った途と端たん、薄暗かった室内に光が満ちた。

　豆電球が、煌こう々こうと光を放ちはじめたのだ。

「むっ、無念……！」

　ああ、さっきの動きは電気をつけるためのものだったのか、と感心する倉くら岡おか洋よう子この目の前で、落おち武む者しやはばたりと倒れ伏して、動かなくなった。

　近づいて、つんつん、と指先で頭を突く。ぴくっと動いたが、それ以上には目立った反応はない。この子、くすぐったらどうなるのかしら──とよこしまな思いが頭に浮かんだが、壁に記された文字がそれを邪じや魔ました。

『第一層　修しゆ羅ら地じ獄ごく』

「……この人、修羅だったんだ」

　ぽつりと独り言が漏もれる。また落ち武者が反応した。小さく頭を動かして、もしかしたら頷うなずいたのかもしれない。

　もう一度壁を見ると、『順路』という文字と共に、大きな矢印が暗あん幕まくの一画に向けられていた。そこだけは通り抜けられるようになっているらしい。

　倉岡洋子は箱を抱えて、そちらへと足を向けた。中にはまだ三つのアイテムが入っている。ということは、あと三回、こういったイベントが待ちかまえているということだ。

　思う。

　なかなかおもしろいわね、このお化け屋や敷しき。




　　　　◆




「むっ」

　見覚えのある眼め鏡がねを人混みの中に発見して、九衛クノエはそんな声をあげた。

「あら」

　眼鏡の奥の瞳ひとみが、九衛の格好を見て笑むように細められる。

　確かに、九衛は笑われても仕方のないような姿をしていた。

　完全武装である。右手にわたあめ左手にリンゴ飴あめ、腕から下げたビニール袋にはたこ焼きとお好み焼きとオムそばがぎゅうぎゅうに詰められていて、口にはチョコバナナをくわえている。黒い鞄かばんを背に負って、ほっぺたには星型のシールがくっついている。

　なんというか、「これ以上ないほどお祭りを楽しんでいます」という感じだ。

「──ねえ見て、あれ」

「うわ、かっわいいー！　どこのクラスかな──」

　行き交う人々が、そんな九衛を見てくすくすと笑っている。それに気づいているのかどうか、彼女はもむもむとチョコバナナを食べながら、遠とお咲さき先せん輩ぱいへと近づいていった。

「ほう、ほほはひ」

「……それ、やめなさいって白しろ山やまさんが言ってなかったかしら」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいは細い指でチョコバナナの棒を挟み込み、九衛クノエの唇から取り上げた。九衛はちょっと不満そうに遠咲先輩を見上げ、もぐもぐごくんと飲み込み、

「なんだ。欲しいのか？　別にくれてやってもいいが、一口だぞ？」

　遠咲先輩は、また目を細めた。九衛の唾だ液えきにまみれたチョコバナナをちらりと見て、

「遠えん慮りよするわ。白山さんの食べかけだったら喜んでいただくけど──」

「そうか。なら、ちょっと持ってろ。少し身軽にしなくてはならんからな」

　そう言って、九衛はバリバリと音が鳴るほどの勢いで、わたあめとリンゴ飴あめを貪むさぼりはじめた。白い歯が硬かたいリンゴ飴にいとも容易たやすく突き刺さり、中の果実まで嚙かみ砕いて飲み込んでいく。遠咲先輩はその様子を、興味深そうに見つめている。

　やがて、九衛はフリーになった両手を差し出してきた。遠咲先輩は、物も言わずにチョコバナナをその手に返す。

「うむ、ご苦労！」

　そうして、九衛は再び嬉うれしそうにチョコバナナを囓かじりはじめた。

「楽しんでるみたいね。学園祭」

「ああ！　めちゃくちゃ楽しい!!　おまえの言ったとおりだったぞトオサキ！」

　両腕を振り回して、九衛は大声でそう言った。周囲の注目が突き刺さるが、もちろん彼女はそんな些さ末まつなことは気にしない。遠咲先輩にぐいっと顔を近づけて、唾つばを飛ばしながら、

「あのな、すごいんだぞ！　すっごくすごいんだ！　なにがすごいってな、いいか──」

　そこまで言ったところで、ぴたりとその動きが止まった。

「…………なんだ、あれ」

　ぽつりと言葉を落として、吸い寄せられるようにふらふらと歩き出す。遠咲先輩は楽しそうにその背中を追う。

　九衛が向かった先では──バルーンアートの実演販売が行われていた。

　ピエロの格好をした男子生徒が、細長い風船を膨ふくらませ、ねじり、曲げて、動物の形へと変えていく。台に乗った彼を囲む人垣を、九衛は搔かき分けて近づいていく。

「おおおっ……！」

　感かん嘆たんの声を漏もらして、九衛はバルーンアートに魅み入いられていた。ただの風船だったものが、みるみるうちに不可思議な形に変わっていき、最終的にはプードルになって、机の上にちょこんと置かれることになった。

「おおっ、すごい！　すごいじゃないか！　犬だろ、これ！　なんだ、どうやったんだ!?」

　ただの子供よりもなお無む邪じや気きに、九衛は大おお騒さわぎしてピエロに尋たずねる。そんな九衛のことを、廊下を通る来場者たちが足を止めて見守りはじめた。九衛はその人垣をぐるりと見渡して、テーブルの上のバルーンアートを手に摑つかみ、鬼の首を取ったように掲かかげてみせる。

「これ、こいつが作ったんだぞ！　ただの風船を、こんな犬にするなんて──、拍手だ！　おまえら拍手しろ、はくしゅ！」

　率先して手を打ち鳴らしはじめる。さざめくような笑い声のあとに、はじめは数人、やがて人垣の全員が、揃そろって拍手をしはじめた。遠とお咲さき先せん輩ぱいも、笑い声こそあげないものの、密ひそやかに手を鳴らしていた。

　もっとも、彼女はピエロではなく──常におもしろいイベントを提供してくれる、九衛クノエに向かって拍手をしていたのだが。




　九衛の大おお騒さわぎは、ずいぶんな宣伝効果になったらしい。

　テーブルの上のバルーンアートは、あっという間に売り切れてしまった。最後のほうには、九衛も一緒になって売り子をしていたような気がする。

「──誰だれだか知らないけど、ありがとな。おかげでかなり売れたよ」

　ひと段落してピエロがそう言うと、九衛は笑って首を振った。

「気にするな！　おまえのワザがすごいから、みんな買っていったんだろ！」

　テンションが上がっているからか、普段の不ふ機き嫌げんはどこかに吹き飛び、きらきら輝かがやくような笑みだけが九衛の顔を彩いろどっている。ピエロも釣つられたように笑い──それから、一枚のシートを取り出して、九衛に差し出した。

「ほら。どれでも好きな奴やつを選びな」

「む？　──なんのことだ？」

「動物だよ。この中から、ひとつ選ぶんだ」

　きょとんとした顔で、九衛は眼を瞬まばたかせている。それでもピエロに言われるまま、彼女がシートの中から選んだ動物は、

「ライオンか。よし」

　ピエロの手が細長い風船に伸び、再び魔ま法ほうが始まる。きゅっきゅっと小気味のいい音を立てながら、ただ細長いだけのゴム袋が、百ひやく獣じゆうの王へと変形していく。九衛は飽あきもせず、目を大きく見開いて、その魔法をじいっと見つめていた。

　やがて、ピエロの手の中にライオンが出現し、

「はい。どうぞ」

　彼は、それを九衛に差し出した。

「え？　──あ、そうか、ち、チケットチケット──」

　慌あわてて制服のポケットをまさぐりはじめた九衛に、ピエロは声を立てて笑い、

「チケットはいらないよ。これはプレゼントだ。きみのおかげでずいぶんたくさん売れたからね、そのバイト代ってことで」

「……プレゼント？」

「そう」

「タダで？」

「タダで」

　信じられない、いや、ありえない、という顔で九衛クノエはピエロのことを見上げた。そんなおいしい話が転がっているはずがない。こんな素晴らしい宝物を、なんの代価も得ずに差し出すようなニンゲンがいるとは。

　しかし、その手は誘ゆう惑わくに打ち勝つことができなかった。おずおずと差し出された手に、ピエロはなんの気負いもなくライオンを渡す。九衛はそれを、畏い怖ふさえ滲にじんだ顔で見つめ、

「…………あ、…………う」

「ん？　どうした、やっぱ気に入らなかった？」

　ぶんぶんと、九衛は首を振った。少し顔をうつむかせて、小さな小さな、蚊かの鳴くような声で、もう一度その言葉を口にする。

「…………あり、がとう」

「いいや。こっちこそ助かったよ。またな、お嬢じようちゃん！」

　ピエロは親しげに手を振って踵きびすを返し、九衛もやり過ぎなくらいに腕を振ってそれに応こたえた。それから、九衛はピエロがいなくなるまで、ずっとその背中を見送り──不意に、遠とお咲さき先せん輩ぱいのことを振り返った。
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　にへへ、と笑う。

「もらっちゃった！　どうだ、いいだろ、欲しいだろ!?」

「ええ、とっても。でも、それはあなたのものだから、もらうわけにはいかないわよね」

　そう返した遠とお咲さき先せん輩ぱいに、九衛クノエは不満そうに唇を突き出した。もっと羨うらやましがらせようと思ったのに。これでは自慢のしがいがないではないか。

　いや、と思い直す。これは、人に自慢をして喜ぶような、チンケな宝物ではない。ただ存在するだけで価値のある世界の至し宝ほうだ。九衛は両手でライオンを掲かかげ、輝かがやく瞳ひとみでしげしげとその勇姿を堪たん能のうした。

　しかし──その勇姿は、先ほど発見した暗あん澹たんたる事実を、吹き飛ばしてはくれなかった。

　とりあえずライオンを鞄かばんにくくりつけて、九衛は恐る恐る、ポケットの中に手を差し込んだ。そこからチケットを取り出す。くしゃくしゃになっているが、問題はそこではない。

　残り一枚。

　むむむむ、と、九衛は宝物をゲットした喜びも忘れて、その難問にうなり声をあげた。

　人間世界に疎うとい九衛といえども、チケットが残り一枚になってしまったという事実がなにを意味するのか、痛いほどに理解していた。この『マツリ』は、楽しくおもしろく驚きよう嘆たんすべき輝きに満ちているが──その輝きを味わうためには、このチケットが必要なのだ。

　それが、残り一枚。

　増やす方法は、わからない。

　もしかしたら破けば増えるかもしれない。破いた箇か所しよから再生して、二つに分ぶん裂れつするかも。しかしそれを試してみるには、最後の一枚を犠ぎ牲せいにしなければならない。

　緑の怪物にも、霧きりの妖よう女じよにも、海の女王にも怯ひるまずに挑んできた九衛だが──そんなことをする勇気は、とてもではないが出せなかった。

　そのとき、遠咲先輩が静かに尋たずねてきた。

「チケット、もうないの？」

　くるりと振り向いた九衛の鼻先に、遠咲先輩はチケットを突きつけた。それも、彼女が後ご生しよう大事に抱えているような、くしゃくしゃのチケット一枚ではない。ぴんと美しく張り詰めた真新しいチケットが、十枚以上もある。

「あげるわ」

　九衛は息を吞のんで、遠咲先輩の顔を見つめる。

　遠咲先輩の顔には、相変わらずどんな色も浮かんでいなかった。九衛は口を噤つぐみ、必死になって彼女の手にあるチケットから目をそらした。九衛は動物的な少女だが、動物ではない。遠咲朱しゆ遊ゆが無む償しようでなにかを与えることなどありえないと理解していた。

「な、な、なにを企たくらんでいるんだ？　九衛をバイシュウしようとしても、む、無む駄だだぞ！」

　ああ、しかしその誘ゆう惑わくの、なんと甘かん美びなことか！　我知らず声が震ふるえ、目をきつく閉じてそれをごまかそうとする。無む駄だだった。閉じたまぶたの裏側で、チケットがひらひらと舞まい落ちていくのが見えたのだ。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいは静かに息を吐き、

「……あなた、わたしのことをなんだと思ってるのかしら。そんないかがわしいことじゃないわよ。取引をしましょうと言っているの」

　む？　と九衛は片目を開ける。

「仕事を頼むわ。といっても、そんなに難しいことじゃないから、安心して。まず、このビラをあなたの背中に貼はらせてほしいの」

「……？　なんだ、それは？」

「わたしがイチ押ししている店のビラ。これをくっつけて、学園内を歩き回るだけでいいわ。できればさっきみたいな大はしゃぎもしてほしいけど──ま、あなただったら、別に言われなくてもそうするわよね」

　渡されたビラを、とっくりと見つめる。『四よん層そう地じ獄ごく』と書いてあった。九衛は遠咲先輩のことを見上げ、

「…………本当に？　そんなことだけで、いいのか？」

「できれば、『四層地獄』がおもしろかった、と宣伝してくれると有あり難がたいんだけど、まあ、できる範囲でいいわ。あなたが無理に宣伝すると逆効果になりそうだし」

「ふうん……？」

　もう一度、九衛はビラに目を落とす。触って確かめる。匂においを嗅かぐ。

　危険はなさそうだ、と判断して、彼女はビラを背中の鞄かばんに貼りつけた。

「これで──」

　いいのか、と尋たずねるより先に、遠咲先輩の手が伸びて、制服の懐ふところにチケットを押し込んでいた。十枚以上の新品のチケットに目を白黒させる。おずおずと遠咲先輩を見つめ、

「い、いいのか？　本当に？　こんな大金を──」

「わたしにとっては、はした金よ」

　遠咲先輩はどこからともなく封筒を取り出して、その中身を九衛に見せた。そこには、百枚を超こえるであろうチケットの束が、ぎっしりと詰まっていた。

「────────」

「それじゃ、がんばってね」

　ブルジョワジーの余裕を漂ただよわせつつ、遠咲先輩は髪を翻ひるがえして去っていった。

　前々から只ただ者ものではないと思っていたが、九衛がこのときほど遠咲朱遊という人間に対して畏い敬けいの念を覚えたことはなかった。




　　　　◆




『第二層　外げ科か地じ獄ごく』──なんか投げやりなネーミングだ、と倉くら岡おか洋よう子こは電球の点ついた部屋で考える。

「わ、わたしの医院がっ……なんということだ……！」

　足下で嘆なげいているのは、この地獄の主であるらしい狂った医者だった。マスクにゴム手袋に手術服を着ていて、頭には裏返しにしたＣＤ－ＲＯＭが張りつけられている。そのすべてに返り血が及んでいた。

　部屋の内装も、なかなか凝こっている。薄うす暗ぐらいのは『修しゆ羅ら地獄』と同様、しかし足下から淡く照らしているライトは青いカラーリングなのだ。その下で見る血塗られた手術室は、なかなかに迫力があった。撃げき退たいするためのアイテムが、『医師免許剝はく奪だつ書しよ』なのは、どうなんだろうと思うが。

　次の地獄へと続く暗あん幕まくをくぐりながら、あと二つか、と思う。惜おしい気持ちが確かに芽生えはじめている。最初は馬ば鹿かにするつもりだったのに、いや、確かに馬鹿らしいと思う気持ちもないではないが──

　それでも、確かにこのアトラクションは、楽しかった。

　いつの間にか、自分が笑みを浮かべていることに倉岡洋子は気づいていなかった。次の部屋に足を踏み入れて、さて今度はどんな手法で驚かしにくるのだろう、と周りを観察する。

　とはいえ、アイテムを見た時点で、なんとなく察しがついてしまうのだが。

　案の定、というべきか、次の地獄は洋館の内部のようだった。ほの暗い室内を、赤い照明がわずかに照らし出している。

　天井には鎖くさり。あちこちにある拷ごう問もん器具。これ見よがしに転がる白骨に──

　中央にある、棺かん桶おけ。

　ぎぎ、と音が鳴って、棺桶のフタが開いた。早速か、と倉岡洋子は身構える。

「きみが、ぼくの、次の食料か？」

　芝居がかった声が響ひびき、棺桶からゆっくりと、そいつは立ち上がった。

　後ろに撫なでつけた黒い髪。古めかしい貴族の衣装に、真っ黒なマントで顔を隠かくしている。薄く細められた目が、自分のことを品定めするように見つめていた。

「これはこれは、ずいぶん美しいお嬢じようさんだ。歓かん迎げいするよ、我が館に──」

「あんたにお嬢さんなんて言われたくないな！」

　なんだかカチンときたのは、来月に迫った二十九歳の誕生日と決して無関係ではないだろう。いや、別に二十代の終わりが近づいているからといってピリピリしているわけでは決してないのだが、だからといって高校生にお嬢さん扱いされる覚えはない。

　倉くら岡おか洋よう子この剣けん幕まくに、吸きゆう血けつ鬼きはびくっと身体を震ふるわせた。マントで顔を隠かくしている腕が下り、素顔が露あらわになる。よく言えば優やさしげな、悪く言えば気の抜けた顔だった。その目が左右に泳ぎ、こほん、と咳せき払ばらいをして、

「──ず、ずいぶん美しいお姉さん、だ」

　ちらり、と自分の反応を窺うかがってきた。

　頷うなずく。まあ、いいだろう。

「うん、えっと、──そう、我が館に歓かん迎げいしよう。そして、永遠に留とどまるといい。決して明けぬ夜の館に、我が眷けん属ぞくとして！」

　ばさり、とマントを翻ひるがえし、吸血鬼はこちらに近づいてきた。箱の中にあるアイテムの、どれをかざせばいいのかはすでにわかっていた。十字架だ。

　しかし──このときの倉岡洋子は、少し意地悪な気分になっていた。

　こちらに近づいてくる吸血鬼に向かって、一歩足を踏み出したのだ。

「……へ？」

　不思議そうな声を漏もらして、吸血鬼は足を止めた。しかし倉岡洋子は容よう赦しやせず、ずんずんと近づいていって、ぐいっと吸血鬼を見下ろした。

「してみなさいよ。その、ケンゾク、ってのに」

「……いや、あの……」

「どうしたの？　吸血鬼なんでしょ？」

「…………そ、そうじゃなくて、アイテムを使って…………」

「どれだかわかんない」

　わかんないわけないだろ！　という目で、吸血鬼は倉岡洋子のことをにらみつけた。しかし倉岡洋子は動じない。五年以上も社会の荒波に揉もまれてきた彼女が、今さら高校生の小こ僧ぞうごときの目で怯ひるむはずがなかった。

　にらみ合ったまま、時間だけが過ぎていく。なぜ自分はこんなことをしているのだろう、という疑問が、ないではなかったが──次第に焦あせっていく吸血鬼の表情がおもしろいから、これを見たいのだろう、と自らを納得させた。もしかしたら、自分はＳなのかもしれない。

　そのとき──

「それですよ、それ。その十字架」

「ひゃっ!?」

　耳元をくすぐった囁ささやき声に、思わず身体が跳はねた。弾はじかれたように振り返るが、そこにはなにもいない。たくさんの疑問符が頭を埋め尽くし、

　そして、再び響ひびいた囁き声が、頭の中を真っ白にした。

「さあ、早くなさってください。衡こうさまがお困りになっているではありませんか──」

　ぶんぶんと頭を振って、声の主を見つけ出そうとする。無む駄だだった。なにも見当たらない。もしかして、本物──と、ぞっと肝きもが冷えたところに、今度は吸きゆう血けつ鬼きの声が響ひびいた。

「……今のは、我が配下の『泣き女バンシー』の囁ささやき声だ。もしこれ以上時間を無む駄だにするようであれば、彼女の悲鳴がきみの心臓を止めるだろう」

　倉くら岡おか洋よう子こは、吸きゆう血けつ鬼きのことを見た。

　不自然にマントで顔を包み隠かくし、表情を見せないようにしている。ということは、今のはこのアトラクションの特殊効果なのだろうか？　それにしては、ずいぶんリアルだったが──

「さあ！　早くしたまえ！」

　焦あせった声で吸血鬼が催さい促そくする。その声は、倉岡洋子の嗜し虐ぎやく心しんを満足させてくれた。それに、また『泣き女バンシー』とやらに出現されては敵かなわない。

　箱の中から十字架を取りだして、ぐっと突きつけると、吸血鬼は待ってましたとばかりにのけぞった。

「うわっ！　く、くそっ、まさかぼくの弱点である十字架を持っているなんて！」

　この子の演技は今までで一番ヘタね──と評価しつつ、倉岡洋子は吸血鬼がよろめき、棺かん桶おけの中へと戻っていくのを冷ややかに見守っていた。彼が棺桶のフタをぱたりと閉じると、一いつ瞬しゆんの間のあとに電気がついた。『吸血地じ獄ごく』の文字。

「……もう少しアドリブを利かせたほうがいいよ」

　的確なアドバイスを行ってから、倉岡洋子は暗あん幕まくを開けて、次の『地獄』へと足を踏み入れた。

　井戸があった。

　緑のライトアップをされているこの部屋は、野外をイメージしているようだ。中央に大きめの井戸が設置されていて、どこからか「ひゅ～、どろどろ」という例のテーマが聞こえてくる。ありがちである。

　恐らくこの『地獄』の主は幽ゆう霊れいだろう、と推すい測そくする。だが、奇妙なことに、箱の中にはそれらしきアイテムは見当たらなかった。『地獄』が四つでアイテムも四つなのだから、残りのひとつに違いないのだが──

　なぜか、最後のひとつはピースマークのシールなのだ。

　黄色い円ににっこり笑った顔が記されていて、剝はがしてどこにでも貼はれるようになっている。これが、幽霊とどういう関係があるのだろう。首をかしげながら、倉岡洋子は井戸に近づいていく。

　てっきり飛び出してくると思ったのに、なにも起こらない。

「…………」

　恐る恐る、井戸の中を覗のぞき込んでみると、ちゃんといた。

　白い女の子が、中でうずくまっている。

　髪まで白いのはカツラなのだろうか、ずいぶん凝こっている。足た袋びも装しよう束ぞくも、すべて純じゆん白ぱくの女の子が、じっとしゃがみ込んで必死になってなにかの紙を読んでいた。薄うす暗ぐらくてよくわからないが、どうやら、台本のようだ。

「……あの、まだ準備中かな？」

「はえっ!?」

　奇妙な声を漏もらして、幽ゆう霊れいのほうがびっくりしてこちらを振り向いた。不思議な色をした瞳ひとみ。今まで見たことがないほどの可か愛わいらしい女の子だったが、幽霊役にはまったく相応ふさわしくないような気がする。この子は絶対、脅おどかす役よりも脅かされる役が似合っている。

「……あ、あっ！　いや、違うんです！　その──」

　狭い井戸の中で身をよじりながら、幽霊は慌あわてふためいている。少しかわいそうになって、倉くら岡おか洋よう子こは身を引いて、井戸から距離を取った。そのまま、じっと待っていると、

「うっ、──うらめしやーっ！」

　両腕を大きく上げたさっきの女の子が、素すっ頓とん狂きような声と共に井戸から飛び出してきた。

　間。

　倉岡洋子と幽霊は、ただただ見つめ合う。不毛な時間に先に耐えきれなくなったのは、もちろん幽霊のほうだった。両腕を強調するように振り、羞しゆう恥ちに顔を赤く染めて目を閉じて、投げやりな声で、

「や、やーっ!!」

　数回瞬まばたきをしてから、倉岡洋子は思う。

　かわいいな。この子。

「……ん？」

　そこで、彼女はふと気がついた。幽霊がよく身につけている、頭の三角布。白髪の少女も、ご多分に漏もれずそれをつけているのだが、ちょっとだけ横にズレている。

　そして、その布に、いくつものピースマークシールが貼はりつけられていた。

　もう一度、箱の中を見る。よくよく探すと──フタの裏側に、こんなことが書かれていた。

『白しろ山やまさんにご満足いただけましたら、どうぞシールをお貼りください』

　白山さん、というのが誰だれを指すのかは、言われずともわかった。

　不安そうな顔でこちらを見つめ、もう一度「やーっ！」と脅すべきかどうか迷っている白山さんに、倉岡洋子はつかつかと近づいていく。白山さんはびくりと身体を震ふるわせたが、井戸の石いし垣がきに囲まれているので逃げ場はない。

　倉岡洋子は、そんな白山さんの三角布を、適正な場所に戻してあげた。

「あ……、ありがとう、ございます」

　反射的に、白山さんはお礼を言ってしまう。恨うらめしいんじゃなかったの、と苦笑しながら、倉岡洋子はその布に、シールをぺたりと貼りつけた。

「あの、なんていうか、──がんばってね」

　励ましの言葉と共に、倉くら岡おか洋よう子こは彼女の肩をぽんと叩たたく。白しろ山やまさんの愛らしい顔に、不思議そうな色が横切っていった。自らが幽ゆう霊れいであることも忘れて、白山さんは心から不思議そうにつぶやいた。

「それ、来る人みんな言うんです。どうしてなんですか……？」




「はい、おつかれさまでしたー」

　箱とアイテムの回収係は、先ほどの受付の女の子だった。彼女は箱を受け取りながら、にこにことして尋たずねてくる。

「いかがでしたか？　我がクラスの『四よん層そう地じ獄ごく』は！」

「うん。全然怖くなかった」

　あっさりとそう答える。受付嬢じようの表情がちょっとだけ曇くもったが、それは一いつ瞬しゆんのことに過ぎなかった。倉岡洋子が、にっこりと笑ってこう付け加えたからだ。

「でも──すごく、楽しかった。最後の地獄が特にね」

　それを聞いて、受付嬢は「あはっ」と笑い、

「そうでしょう!?　あれが『四層地獄』のメインなんですよ！　──あ、ちなみに午後からは別の『地獄』が始まりますから、よろしかったらまたご来場ください！」

　驚く。午前と午後で演出を変えるなんて、学園祭の出し物にしては、ずいぶんな力の入れようではないか。

「そうね、それじゃ、午後にもう一度来ようかしら」

「はい！　ありがとうございまーす！」

　元気な受付嬢の声に送られて、倉岡洋子は歩き出した。次はどの店に向かおう、などと考えている。会社に戻らなくてはいけないことなど、綺き麗れいさっぱり忘れていた。




　　　　◆




『四層地獄』はその構造上、ひとつの『地獄』にひとり、ないしは一組までの客しか入れることができない。客同士がカチ合わないようにするのは裏うら方かたの仕事で、中でも裏方のリーダーを務める桐きりヶが谷や伊い織おりは、目の回るような忙しさを味わっていた。

「桐ヶ谷くん、『第一層』空あいたけど、『第三層』で詰まってる！」

「土つち田だにできるだけ『第二層』で引き延ばしておくように伝えろ。アイテム使われてもすぐに死ぬなっつってな！」

「あれ、伊織、ニコちゃんシールどこだっけ？」

「もう在庫切れか？　消しよう耗もう品ひんは掃そう除じ用具の前あたりに、」

「なあなあ桐ヶ谷、後ろのチャック閉めてくんね？　この着ぐるみ、ひとりじゃどうしようもなくてさ、」

「んなこた他の奴やつに頼め！　今おれが死ぬほど忙しいって、見ればわか──」

「ねー伊い織おりいー、ジュース買ってきてー」

　最後の一声はにやにやしながらチケットを数えている十叶とがのうのもので、危うく伊織はキレるところだった。だいたいが、あいつは楽な仕事しかしようとはしないのだ。

　あるいは──あれは、自分への嫌いやがらせなのかもしれない。葛くずの葉は青せい嵐らんに恋する彼女は、自分と青嵐が愛し合っていると思い込み、激はげしい敵意を伊織に対して燃やしているのだ。

　伊織の表情が暗くなる。そうだった、と思い出す。学園祭の準備にかまけて忘れられていたのだが、自分への同性愛疑ぎ惑わくは、ばっちり生きているのだ。

　いや。それも、この祭りが終わるまでのことだ。派手に優勝して、盛大にそれを祝ってしまえば、そんな忌いまわしい噂うわさなど、綺き麗れいに吹き飛んでしまうはずだ。

　そうやって、気合いを入れ直していると──校内に、チャイムが鳴り響ひびいた。

　正午を知らせるチャイムだ。

　しばらくすると、宮みや代しろが『裏うら』へと回ってきた。軽く手を上げて注目を集め、前々から決めていたことを口にする。

「みんな、おつかれさま！　おかげで『戦せん況きよう』はかなりいいわよ」

　その吉報に、おおお、という声が漏もれる。拍手しそうになった一同を抑えて、宮代は腰に手を当てた。大したリーダーぶりである。

「今ちょうど正午になったから、一時間、昼食休きゆう憩けいを取ります。そのあいだに、回りたいところを回ってきちゃって！　なにもこのクラスでがんばることだけが、学園祭の楽しみじゃないんだからね！」

　クラスメイト一同が、三々五々に頷うなずいたのを確認してから、宮代はこちらに近づいてきた。

「悪いんだけど、桐きりヶが谷や、あんたはちょっと残ってね。外に行列ができちゃっててさ、いくら昼食休憩でも、その人たちを追い返すわけにはいかないじゃない？　あたしも裏方、手伝うからさ」

「外回りはもういいのか？」

「んー、宣伝できるところではだいたい済ませたし、お昼のあいだはどうしたって飲食系の出店が有利だしね。今のうちは息を潜ひそめておくことにするよ」

　勝ちを譲ゆずる気はないけど、と宮代は笑う。伊織も笑ってそれに同意して、残りの仕事を片付けにかかった。




「ありがとうございましたー！　午後からの出し物も、どうぞよろしく！」

　午前中最後の一組に深々とお礼をして、それから宮代は、伊織に向き直った。

「さて、ひと段落ついたね。お化け役の人たちには、もう上がっていいって言った？」

「ああ。みんな昼飯食いに行ったよ」

「そ、か。──うん、そだね、お腹なか、空すいたよね」

　両腕をぐいっと前に伸ばしつつ、宮みや代しろは視線をあらぬ方向に向けてつぶやいた。警けい戒かいする。長い付き合いだ、彼女がなにかを企たくらんでいるということは、その仕草だけでわかった。

　しかし、次の一言までは、予想できなかった。

「ね、ねえ、桐きりヶが谷や。よかったらさ──一緒に、ご飯食べに行かないっ？」

　最後のほうはなぜかしゃっくりをするような裏うら声ごえ。伊い織おりは眉まゆを寄せて、決してこちらを見ようとしない宮代の後頭部を見つめた。

　今までこいつに食事に誘さそわれたことなど一度もない。見れば憎まれ口を叩たたくかトゲのある態度を取るかで、悪友や腐くされ縁えんという言葉は相応ふさわしくても、一緒にご飯などという言葉からは縁遠い相手なのに。

　伊織の沈黙をどう受け止めたのか、宮代は慌あわてたように振り返り、

「──だからっ、ほら！　相談、しないといけないでしょ？　あの、今後のこととかさっ」

「ああ、なんだ、そういうことか。いいぜ。でも、まだなんか隠かくし球だまがあるのか？」

　伊織はあっさりと納得した。確かに、他の生徒ならともかく、実行委員である伊織と宮代は、昼食休きゆう憩けいくらいしかゆっくりしていられない。話し合っておくことがあるなら、今のうちに済ませておいたほうがいい。

「ま、まあね。──それじゃさ、どこに行く？」

「どっかの模も擬ぎ店てんに寄るか。──あ、しまった」

「ん？　どしたの？」

　ポケットをまさぐっても、チケットはどこにもない。すべて九衛クノエに渡してしまったのだ。どうせ使うこともないだろうとタカをくくっていたのだが、全部くれてやることはなかったか。渋い顔で、一枚くらい残っていないかとあちこち探っていると──

　手に触れるものがあった。

　取り出してみる。

　いつだったか、青せい嵐らんがくれたプレートだった。彼女の執しつ事じ喫きつ茶さでしか使えないが、背に腹は代えられない。よし、と頷うなずいて、伊織は宮代に向き直り、

「じゃ、ここに行こうぜ──って、な、なにすんだ!?」

　宮代はにこやかに、そのプレートを取り上げた。

「十叶とがのうさん、ちょっとこっちおいで」

　伊織の苦情を無視して、宮代はたまたま通りかかっていた十叶を呼ぶ。十叶は不ふ審しんそうに眉を寄せていたが、やがて宮代とこそこそと密みつ談だんを交わし、そのままどこかへ去っていってしまった。

　それから、宮代はぐるりと伊織に向き直り、十数枚の汎はん用ようチケットを差し出してきた。

「はい、これあげる」

「……おま、これ、どうしたんだ？」

「さっきのプレート、十叶とがのうさんが高く買ってくれたよ」

　にこにこしながら、宮みや代しろは伊い織おりの腕を引っ張って歩き出した。かなり乱暴である。いつもの伊織だったら即座に抗こう議ぎしているところだったが、なぜだろう、このときの宮代の笑顔は、普段悪あく態たいをつくときの数十倍の恐ろしさを湛たたえていた。

「お、おい、宮代──」

　宮代は笑ったままにらみつけるという器用なことをやってのけた。

「さて、それじゃ早くお店決めちゃお。──あの人がいるところ以外のお店、ね？　それともなに？　伊織くんは、やっぱあの美少年と一緒にご飯を食べたいのかな!?」

　宮代が誰だれのことを言っているのかは、聞くまでもなくわかった。ふるふると首を振る。青せい嵐らんには申し訳ないが、今の宮代に逆らう勇気は、伊織にはなかった。




　　　　◆




　教きよう王おう護ご国こく学がく園えん、第二学年棟。

「ここで、いいんだよね」

　賑にぎわいを眺めながら、白しろ山やまさんがぽつりとつぶやいた。

　昼休みを迎えた衡こうは、白山さんと一緒に学園のあちこちを見て回っているところだった。午後からの出し物では出番がないため、衡はすでに学生服に戻っているが、白山さんは死に装しよう束ぞくのままだ。恥ずかしそうにしていたのは最初だけで、今ではすっかり慣れてしまったらしい。学園内には彼女よりもはるかに奇き矯きような格好の生徒が大勢いて、白山さんはあまり目立たずに済んでいた。

「どうせなら、九衛クノエと一緒に来たかったけど──」

「仕方ないさ、どこにいるのかわからないんだから。一応、遠とお咲さき先せん輩ぱいに連絡を入れておいたから、あの人の気が向けば教えてくれるよ。きっと」

　白山さんとそんなやり取りを交わしながら、衡は執しつ事じ喫きつ茶さ『黎れい明めいのディレッタント』へと足を踏み入れた。

　店内はかなりの盛せい況きようだった。大だい繁はん盛じようと言っていい。客層はほとんどが女性で、幅広い年齢層が客として訪れている。さすがに選よりすぐったのか、ウェイターをしている執事たちは誰もが整った顔立ちをしていて、衡は無意味に劣れつ等とう感かんを覚えてしまった。

　しかし、そんな彼らの中にあっても、衡たちの前に現れた人物に比べれば、泥人形みたいなものでしかなかった。

「お帰りなさいませお嬢じよう様さま、お仕事おつかれさまでした──って、なんだ。きみたちか」

　恭うやうやしく礼をしてから気づいたらしい。青せい嵐らんは笑みを業務用から個人用へと切り替えて、「ようこそ」と軽く手を振ってみせた。

　相変わらず、見事なまでの化けっぷりだ。

　茶色の癖くせっ毛を跳はねさせて、猫のように大きな瞳ひとみは覗のぞき込むものを惑わく乱らんさせるような輝かがやきに満ちている。小柄な身体をフォーマルな執しつ事じ服に包んだ彼女は、どこからどう見ても中性的な美少年にしか見えなかった。

「いや、『なんだ』というのは失礼だね。ちょうどいいところに来てくれた、ボクもいささか疲れてきたところなんだよ。少し付き合ってくれ」

　もともとここでお昼を食べようと思っていたのだから、異い論ろんはない。二人は青嵐と一緒に歩き出し──ふと、青嵐はおもしろそうに衡こうのことを振り返った。

「羨うらやましい。両手に花とはこのことだね」

「……あ、あはは…………」

　衡としては、そう笑うしかない。青嵐の言葉は的を射ているからだ。

　今の衡は、見るものが見れば殺意を覚えそうな状況にあった。

　左腕には白しろ山やまさんがくっついている。『四よん層そう地じ獄ごく』開場前からだが、なぜか白山さんは衡に寄より添そうようになってしまった。普段の彼女ならば顔を真まっ赤かにして身体を離してしまうような状態なのに、いや、顔は今でも真っ赤になっているのだが、それでも衡から距離を取ろうとせず、抱きつくようにして身を寄せてくるのだ。

　そして、残った右腕には──ムール・ミュールが抱きついていた。

　白山さんがこうなって、教室を出てしばらくした頃ころに、彼女は突然実体化したのだ。衡は慌あわてて戻るよう彼女に言ったのだが、

「あら、別にいいではありませんか。他の皆様も奇き抜ばつな格好をなさっているのです。わたくしが現れたところで、特に目立ちはしないでしょう？」

　もちろんそんなことはなかった。仮か装そうした生徒の中にあっても、紅くれない色いろの髪でネグリジェ姿の美少女というのは、群を抜いて目立つに決まっている。もう片側に、同じくらい愛らしい白髪の美少女を伴ともなっているとあればなおさらだ。すれ違う男子生徒の幾いく人にんかが、舌打ちや「見せびらかしやがって……」という怨えん嗟さの声を漏もらしたのを、衡は聞き逃していなかった。

　それは、この『黎れい明めいのディレッタント』内でも同じことだった。一番人気の青嵐は、ただでさえ注目を集めているというのに、彼女が後ろに引き連れた少年は、どう見ても不ふ釣つり合あいな美少女二人に抱きつかれているのだ。席まで案内されるあいだにも、じろじろと音が立つほどに注目されるのがわかった。

　無む駄だと知りつつ、衡は意見具ぐ申しん、

「……な、なあ、離れてくれないか？　ムール・ミュール」

「あら。白山さまが離れてくださるのなら、わたくしもそういたしますわ」

「…………」

　白しろ山やまさんは答えもせず、ぎゅっと腕に抱きつく力を強くしただけだった。顔が熱くなる。

　青せい嵐らんがまた振り返った。その唇に浮かぶのは、チェシャ猫の笑みだ。

「それでは、どうぞごゆっくり」

　青嵐に案内されて、席に腰を下ろす。ずいぶん豪ごう華かな席だった。深しん紅くのクッションと濃のう褐かつ色しよくの木材で仕立てられたソファで、座ると沈み込みそうなほどふかふかしている。

「うちの倉庫にあった家具を、父様に頼んで借りてきたんだよ。搬はん入にゆうする手間はかかったけど、おかげで大好評だ」

　ティーセットを運んできた青嵐は、衡こうたちの向かいに座ってそう説明した。道理で、これだけ人気のはずだ。我らが『四よん層そう地じ獄ごく』も行列ができるほどだったらしいが──果たして、この執しつ事じ喫きつ茶さを押しのけて優勝できるのだろうか。

「では、お嬢じよう様さま方がた。当家自慢のアールグレイをお楽しみください」

　芝居がかって礼をして、青嵐は手ずから紅茶を淹いれてくれた。さすがに抱きつかれたままではお茶を飲めないので、衡が両腕を上げて、

「……悪いけど、離れてくれ。二人とも！」

　強くそう言うと、白山さんもムール・ミュールも、しぶしぶ衡から腕を離した。

「しかし、それにしても」

　と、青嵐はちらりとムール・ミュールに目を向けた。

「きみ、幻まぼろしじゃなかったんだね」

「あら、青嵐さまも衡さまと同じことを仰おつしやるのですね」

「そりゃそうだろ。今まで黙ってたんだから」

　ぼそり、とジト目でつぶやいた衡のことを、ムール・ミュールは唇をとがらせて見上げた。

「だって、仕方ないじゃありませんか。実体にもなれると知ったら、皆様はよってたかってわたくしのことを鞄かばんに戻そうとするでしょう？」

「まあ──それは、そうだ」

「わたくしだって馬ば鹿かじゃありません。よほどのことがない限り、自分の手の内を明かすような真ま似ねはいたしませんわ」

　なぜだろう。すごく嫌いやな予感がした。

　ここにいるのが白山さんだけだったら問題はなかったはずだ。ふと衡にしなだれかかってきたムール・ミュールに気づいても、対抗心を燃やして自分も寄りかかるくらいで、彼女の言葉にまでは気づかなかっただろうに。

　今、ここには、遠とお咲さき先せん輩ぱいと同じくらいおもしろいことが好きな、葛くずの葉は青嵐がいた。

「待ってくれ。きみ、今、『よほどのことがない限り』って言ったね？」

「ええ」

「それじゃ、今手の内を明かしているということは、よほどのことが起きたっていうこと？」

　隣となりで白しろ山やまさんが身じろぎしたのが、腕を通して伝わってきた。

　ムール・ミュールは薄うすく笑っている。衡こうの手に、そっと指を這はわせ、

「二人きり、でしたからね。寮の部屋では」

　こいつ、なんてことを考えるんだ……！

　濡ぬれ衣ぎぬだ、と叫びたくなった。そもそも、ムール・ミュールが実体化できると知ったのは昨日の夜で、それから今にいたるまで、衡はずっと学校で『四よん層そう地じ獄ごく』の準備をしていたのだ。そんなことをする時間はない。

　しかし、それは衡とムール・ミュールしか知らないことだ。それ以前に、衡とムール・ミュールは二人きりの時間を幾いく晩ばんも過ごしている。そのときになにもなかったと証明することは誰だれにもできない。

　青せい嵐らんは首を振り、それから非難するような口ぶりで、

「衡くん。見損なったよ。まさか、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに手を出すなんて」

「ちっ、違いますよ青嵐さん!?　おれはなにもやましいことは、」

「いいのです、青嵐さま、衡さまを責めないでくださいまし。わたくしは、とても幸せでしたから……」

　ぽっと頰ほおを染めて、ムール・ミュールは衡の手に『の』の字を描いている。この女、と呪じゆ詛そと共にムール・ミュールをにらみつけるが、彼女はどこ吹く風とその視線を受け流している。可か愛わいい顔をして、神経の太さでは遠とお咲さき先せん輩ぱいに負けていない。

　それから、ムール・ミュールはちらっと白山さんのことを見た。

　恐る恐る、衡も白山さんの様子を窺うかがう。あらぬ嫌けん疑ぎをかけられた衡を、白山さんは一体どう思っているだろう、もしかしたら嫌きらわれてしまったかもしれない──という恐怖が、衡の背筋をひやりと撫なで、

「？」

　きょとんとした白山さんの顔を見て、その恐怖は綺き麗れいになくなってしまった。

「……白山さん？　意味、わかってる？」

　青嵐の質問に、白山さんはちょっと首をかしげ、

「え？　──あ、はい。ムール・ミュールさんが、衡くんと、その、二人っきりになってた、ってことですよね」

　ちょっと不満そうにつぶやく。わかっていなさそうだった。彼女が理解したのは二人きりになったという事実だけで、肉体を持つ男女二人が密室で行うことなど、まるでわかっていないらしい。

「あっ！」

　そこで、白山さんは思い出したように、慌あわてて衡の手を取った。そこに、ムール・ミュールと同じように『の』の字を描きはじめる。

　間。

「……なにを、なさってるのですか？」

　ムール・ミュールがそう尋たずねると、白しろ山やまさんはぴたりと手を止めた。なにかを隠かくすように、顔を背そむけてしまう。

　衡こうとムール・ミュールは一いつ瞬しゆん見つめ合い、それから同時にひとつのことを思いついた。

「白山さま」

　そう話しかけて注意を引いてから、ムール・ミュールは衡のほっぺたをつまんだ。

　それをじっと見つめてから、白山さんはやはり彼女と同じように、衡の頰ほおを指で挟んだ。

　疑問が解けた。衡はぽつりと、

「白山さん、それ、遠とお咲さき先せん輩ぱいに言われたの？　ムール・ミュールの真ま似ねをしなさいって？」

「なっ！　なんでそのことを!?」

　驚きよう愕がくと共に、白山さんは衡から身体を離した。その目には、内心を読み取られたことに対する動どう揺ようが浮かんでいる。

　なんでもなにも、そんなあからさまに繰り返されたら、わからないほうがどうかしている。青せい嵐らんも、呆あきれたように白山さんのことを眺め、

「まったく、朱しゆ遊ゆになにを吹き込まれたんだ？」

「……だっ、だって、こうするのが一番だって言うから……」

　ぼそぼそと、白山さんは言い訳めいた言葉を口にする。どういう意味なのかはよくわからなかったが、遠咲先輩がまたろくでもないことをしたのは、よくわかった。

　衡はため息をつく。自分にしがみつく白山さんに、遠咲先輩になにを言われたのか、問いただそうとしたところで、

「ほおう？」

　ぞくり、と身体を強こわばらせた。

　その声は、さして大きくなかった。賑にぎやかな『黎れい明めいのディレッタント』の中では、搔かき消えてしまいそうなくらいの、ただのつぶやきに過ぎなかった。

　それでも衡の耳が、彼女の声をきちんと把は握あくしたのは、心のどこかで「今の自分をヤツに見られたら死ぬ」という直感があったからかもしれない。

　悪い予感ほど、的中するものだ。

　振り向いた先、店の入り口に──衡は、恐ろしいほどにこやかな、九衛クノエの顔を発見した。

「お待たせいたしました、お嬢じよう様さま。当家自慢のエビピラフで──って、あの？」

　執しつ事じのひとりが、やけに庶しよ民みん的な食べ物を運んできたことにも、衡は気づかなかった。腰を浮かせて逃げる態たい勢せい、しかし九衛はにこにこしたまま、案内しようとした店員も押しのけてこちらに近づいてくる。

「そうかそうか。つまりおまえはそういう奴やつだったんだな」

「いやっ、違うんだ、九衛クノエ、これはその、」

「九衛をさしおいて、シロさまと仲良くお食事をしているというだけでも許しがたいのに──目の届かないところで、阿ア頼ラ耶ヤ識シキともイチャイチャしていたわけだな？　そうかそうか、なるほどなるほどォッ!!」

　九衛の怒りが唐とう突とつに爆ばく発はつした。笑顔のまま床を蹴けって飛び上がり、寸前まで衡こうがいた地点にナックルボムを投下する。

「うわちょっと!?　衡くんへの制せい裁さいは店の外でやってくれよ！」

　青せい嵐らんが何気にひどいことを叫んでいたが、それに抗こう議ぎをすることなどできなかった。間かん一いつ髪ぱつでソファから転げ落ちた衡は、それが砕け散る音を耳にしつつ、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「待てコラ、せめてシロさまを置いていけ！　あ、そうだ、シロさまシロさま──」

「ちょっ、だめだって九衛！　差し許さないって言ったでしょ!?　暴れないで、落ち着いて話を聞いて──」

「こんな裏切りを目の当たりにして落ち着いていられますか、シロさま危険ですそいつから離れてください！　上等じゃないですか、そんなに一緒にいたいならあの世で一緒にさせてやりましょう！」

　人の列を搔かき分けるようにして逃げる衡の顔には、すでに恐怖も浮かんでいなかった。もちろん後ろなど振り向かない。人が本気で逃げるとき、後ろを気にしている余裕などどこにもないのだ。捕つかまったときがイコール死ぬときなのだから、相手の位置を確認する必要などどこにもない。シンプルな野生の掟おきてを嚙かみしめながら、衡は白しろ山やまさんと、『濃度』を薄うすめたムール・ミュールを引きずったまま、『黎れい明めいのディレッタント』から走り出ていった。
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「……これは、また」

　執しつ事じ喫きつ茶さにやってきた遠とお咲さき朱しゆ遊ゆは、そうつぶやいて腕を組んだ。

　何人かの執事が、砕け散ったソファを外に運びだそうとしている。その光景だけで、なにか不ふ穏おんな事件が起きたということは想像がついた。そして──恐らくはそこに、自分がよく知る白黒二人の少女が絡んでいるということも。

　なぜなら、傍かたわらで青せい嵐らんがため息をついて頭を抱えていたからだ。

「九衛クノエさんのせい？」

　隣となりに並んだ朱遊に、青嵐は疲れた顔で振り向き、頷うなずいた。

「ああ。──おもしろがっていたボクが馬ば鹿かだった。九衛があの衡こうくんを目にしたら、こうなることはわかりきっていたのに」

「まあ。それは災難ね」

「他ひ人と事ごとみたいに言わないでくれるかな!?　そもそも、きみが白しろ山やまさんに変なことを吹き込んだのが原因だろ！」

「なにを言っているのかわからないわ。それより、この店は客を放っておくのが流りゆう儀ぎなの？」

「くっ──」

　唇を嚙かんで、それでも青嵐は朱遊を席に案内した。『情報屋』である遠咲朱遊が、この学園祭においてどれだけの力を持っているか、もちろん青嵐は知り尽くしている。『不幸な事故』が起きるのだけは避けなくてはならない。

　それにしても、と思う。本当に、白山さんは自分のアドバイス通りにしたのか。

　昨日の夜、図書館で、白山さんは朱遊に教えを乞こうた。ムール・ミュールには負けたくないが、勝つ方法がわからない。それを教えてほしい、と。

　朱遊の答えは、至って明快だった。

「ムール・ミュールの真ま似ねをしなさい。あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、男性の心を融とかすことにかけては、無類の技術を持っているわ。なんでもいいからそれを真似ること。そうすれば、地力の差であなたが勝つはずよ、白山さん」

　白山さんは、忠実にその教えを守ったのだろう。思わず微笑ほほえみが漏もれそうになるが、隣では青嵐が温度の低い眼差しで朱遊を観察している。感情を表に出さないほうがいい。

「それにしても、九衛はやけにタイミングよく現れたよね」

　威い力りよく偵てい察さつのような一言に、朱遊は眉まゆひとつ動かさなかった。運ばれてきたティーセットを手に取って、自ら紅茶を淹いれる。青嵐がやってくれないであろうことは、わかりきっている。

「平ひら沢さわくんに頼まれていてね、わたしが居場所を教えたのよ。タイミングのことはわからないけれどね」

　実際には、衡から伝えられていたのは「九衛の居場所がわかったら教えてくれ」であり、「九衛に自分たちの居場所を教えてくれ」ではない。この二つは、似ているようで大きく違う。前者であれば衡こうは白しろ山やまさんとムール・ミュールの二人にくっつかれている姿を、九衛クノエに隠かくすことができたはずだからだ。

　しかしまあ、そんなことは他の人間にはわかりはしないことだ。親友の疑わしげな視線を物ともせず、静かな悦よろこびと共にカップを傾けた。

　ほう、と息を漏もらして、目だけで青せい嵐らんを見返す。

「この紅茶、なかなか味が良いわね。あなたが選んだの？」

　話がそれたことが、青嵐は不満らしい。温度の低い眼差しを保ちながら、それでも彼女は受け答えてくれた。

「家にあるものを適当に持ってきただけだよ」

「おじさまも大変ね。あなたの散財に付き合わされて──いえ、あの人なら、かえって喜んでいるかもしれないわね。なにしろ、こういうしがらみにまるで興味を示さなかった娘が、積極的に参加しようとしているのだから」

　なにかを感じ取ったのだろう。青嵐はぐっと唇を曲げ、

「朱しゆ遊ゆ。言いたいことがあるならはっきり言ってくれ」

「別に。ただ──こんなに美お味いしい紅茶が飲めないなんて、桐きりヶが谷やくんも惜しいことをしたわね、と思っただけよ」

　青嵐の表情が、確かに揺らいだ。

　彼女はそれを押し隠かくそうとしたが、遠とお咲さき朱遊の前でそんな努力が無む駄だであることは、青嵐が一番よく知っている。自らの落らく胆たんを隠す努力を放ほう棄きして、青嵐はむっつりと尋たずねた。

「……来ないのか。彼は」

「ええ。宮みや代しろさんに連れ回されていたわよ。桐ヶ谷くんを弁べん護ごするなら、一度はこの店に来ようとしたみたい。でも、宮代さんにプレートを取り上げられてしまったんですって」

　ふん、と青嵐は暗い笑みを浮かべた。次に朱遊へ向き直ったときには、彼女の動どう揺ようはすっかり収まっていた。柳やなぎのようにすべてを受け流し、猫のように色の読めない瞳ひとみが、朱遊のことをじっと見み据すえている。

「ま、仕方ないと言えば仕方ないか。なにしろ、ボクのクラスが彼らの最大のライバルなんだから。わざわざライバルの店に貢献してやる必要は、どこにもないよね」

　朱遊は思ったことを口にしようとして──やめた。ふ、と小さな笑い声だけが漏れる。

　それが青嵐の気に障さわったようだった。再び情動を滲にじませて、食ってかかってくる。

「なに？　なにか文句があるの？」

「いえ、別に。ただ──そんなあなたを見るのは、初めてだと思ってね」

　さらりとそう言うと、青嵐の情動が色濃くなった。彼女はそれを見られるのを羞はじるかのように、あらぬ方向に顔を向けてしまった。朱遊はその横顔をまじまじと見つめる。いかに親友とはいえ、羞しゆう恥ちに耐える美少女よりも素晴らしいものはこの世に存在しないと信じている朱遊にとっては、その姿はご褒ほう美びのようなものだった。

「あなたでさえそうなるんだから、白しろ山やまさんは一体、どんな気持ちでいるのでしょうね？」

　半ば独り言のように、朱しゆ遊ゆはそうつぶやいた。青せい嵐らんはこちらを見ようとはしない。唇を曲げて、すねたように横を向いている。その姿を堪たん能のうしながら、朱遊は喉のどの奥だけで笑ったのだった。




　　　　◆




　遠とお咲さき先せん輩ぱいから衡こうたちの居場所を知らされたのは、九衛クノエがちょうど体育館の前にいるときだった。演劇部主催の『ロミオとジュリエット』を見ようかどうか悩んでいたのだ。チケット三枚という大枚をはたいてまで見る価値があるのかどうか、食欲との秤はかりにかけているときに、遠咲先輩の『使い』を名乗る生徒から、伝言があった。

　迷ったが、そこに白山さんがいると聞かされたことで踏ん切りがついた。確かにマツリは楽しい。これまで味わったどんな経験よりも──ウミで遊んだときのことを別とすれば──驚きと興奮に満ち溢あふれていた。

　このマツリを、シロさまと一緒に過ごすことができたら。

　そう考えた瞬しゆん間かんには、九衛はもう歩き出していた。『使い』には目もくれず、教えられた場所へと一直線に。学園内の地理に詳しくない九衛が迷わずにたどり着けたのは、幸運と言えるだろう。

　第二学年棟に入り、人混みを搔かき分けるようにして階段を上りながら、九衛はにこにこと笑っていた。背中の鞄かばんにくくりつけた、風船ライオンが彼女を微笑ほほえませていた。

　──これをシロさまに見せて差し上げよう。きっと驚くに違いない。もちろん触らせて差し上げるし、頰ほおずりだってしてもらおう！　いや待て、もしも「欲しい」と言われたらどうしよう？　こんなにも素晴らしい宝物なのだ、いかに謙けん虚きよなシロさまといえども欲しくなってしまうのではないか。そうなったら──ええい、なにを迷うことがある、九衛はシロさまの僕しもべなのだ！　僕のものは主あるじのもの、そのときは喜んでお渡しするのだ。まあ、あとで『貸して』もらうけど。

　階段を上りきった九衛は、それからふと思いついて、足を止めた。笑みがにんまりと、子供らしい無む邪じや気きな意地の悪さに染まる。

　──それに、コウにも見せてやろう。ただし！　あいつは見るだけだ。ぜーったいに、触らせてなんてやらん！　あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキとイチャイチャしてやがる罰ばつだ、裏うら切ぎり者ものめ。あいつのおかげでシロさまも最近元気がないし、この宝物に触れられない悔しさでその罪の重さを思い知るがいい！

　そんな考えを弄もてあそびながら、九衛は『なんとかのディレッタント』へと足を踏み入れて──

　そして、それを見た。




　現在、九衛クノエの頭は沸ふつ騰とうしている。それまでしきりに考えてきた風船ライオンのことなど、まるで吹き飛んでしまっていた。

「待てコウ、止まれ！　わかってるのか、逃げれば逃げるほど後で味わう苦しみが増すことになるんだぞ！」

「だ、だからって大人しく捕つかまると思うのか!?　鏡見てみろ、おまえ今人殺しの顔してるから！」

「当たり前だ！　九衛はおまえを捕とらえ次第殺すつもりでいるからな!!」

「──────」

　もはや衡こうはなにも言わなかった。チーターから逃げるインパラそっくりの表情で、必死になって廊下を駆け抜けていく。

「く、九衛、なんてことを言うの！　衡くんに謝りなさい！」

　妙にズレたことを叫ぶ白しろ山やまさんを連れて、人の隙すき間まを縫ぬうように、衡は的確に逃げ道を確保しながら走りつづける。対して九衛は人混みを弾はじき飛ばすようにして、時折転んだりしながら追跡している。身体能力に歴然の差がありながら、追いつけないのはそのためだ。

「シロさま！　シロさま、お待ちください！　そいつから離れて！」

「え、いや、それは──」

　困ったような顔で、白山さんは走りながら九衛を振り返る。それでも足を止めようとしないのが、九衛の怒りに拍車をかけた。

　シロさまは、コウのことを怒っている。少なくとも、九衛はそう考えていた。

　それは、九衛にとって歓かん迎げいすべきことだった。もちろん衡が阿ア頼ラ耶ヤ識シキなんかとイチャついているのは、耐たえ難がたいほど不快だった。しかし、自分と同じ怒りを白山さんが共有して、自分を差し置いて仲良くしている衡に怒っているという状況は、誰だれよりも敬けい愛あいすべき主人と密ひそか事ごとを共有しているような、そんな喜びを九衛に与えていたのだ。

　それなのに。

　裏うら切ぎられた。九衛の心情を率直に言うならば、そういうことになる。しかし、九衛には白山さんを非難する機能はくっついていなかった。頭の中をぐるぐると巡る怒りの矛ほこ先さきは、そのすべてが、元凶（と、九衛が勝手に見なしている）衡に向かうことになったのだ。

　廊下の曲がり角を衡がほとんど直角にターンし、それを追う九衛は曲がりきれずに再び滑すべって転んでしまった。喉のどの奥でうなり声をあげる。なんでここの床は、こんなに滑りやすいんだ──！　という呪じゆ詛そをつぶやきながら、衡が去っていった方向を見上げる。

　階段だ。

　この先がどこに続いているかは、物知らずの九衛とてわかっていた。

　にいい、と、子供が見たら泣きそうな凶悪な笑みを浮かべる。もう急ぐことはしなかった。袋のネズミを前にして、焦あせる猫などどこにもいない。

　かつん、かつん、とことさらに足音を立てながら、階段を上る途中で、九衛クノエはモップを手に入れた。残念なことに、『夜よる房ふさ』はこの手にはない。まあ、ニンゲンをぶちのめすのだ。外の世界のもので構わないだろう、と思い、九衛はそれを手に取って、ドアノブを摑つかんだ。

　屋上へと続く扉を、開ける。

「うむ、いいシチュエーションを選んだな、コウ」

　こちらに背中を向けて、金かな網あみを摑んでいた衡は、その声にはっと振り返った。その顔が情けなく歪ゆがむのを見て、九衛はますます笑みを深くする。

「知っているぞ。九衛だって、『てれび』の『どらま』くらいは見たことがある。ああいうものでは、最後はハンニンが高いところに行って、今までの罪を洗いざらい告白するんだ」

「……ぬ、濡ぬれ衣ぎぬだって主張しても、いいかな？」

「残念ながら、この場所を選んだ時点でおまえがハンニンと決まっているんだ」

　金網を背にして、引きつった笑みを浮かべる衡に、九衛はすまなそうに首を振った。ひゅん、と風切り音を発して、モップを強く振る。

「まあ、告白するかしないかくらいは選ばせてやる。それで九衛が行うことが変わるわけじゃないんだから」

　ゆっくりと近づいてくる九衛に、その場にいた三人は、三様のリアクションを返した。

　衡はすべてを諦あきらめた。一発殴られるくらいならどうということはあるまい、そう観かん念ねんして目を閉じたのだ。もしかしたら一発では済まないかもしれないが──まあ、そのときは白しろ山やまさんの仲ちゆう裁さいに期待しよう。

　その白山さんは、どうすればこの場を収められるかを必死になって考えていた。どう見ても、なにをやっても、九衛は止まりそうにない。自分が強く命令してもきっとダメだろう。けれど、だからって衡くんをぶつなんて──そんなこと、許せるはずがない！　──けど、どうすればいいかはわからない……。

　そして、ムール・ミュールは。

　ただひとり、なにも言わずに、前に出た。

「やめなさい」

　屋上に吹く風が、ムール・ミュールの深しん紅くの髪をなぶっている。それを片手で押さえて、まっすぐに九衛を見み据すえるムール・ミュールは、今まで目にしてきたどんな阿ア頼ラ耶ヤ識シキよりも、毅き然ぜんとして見えた。

　九衛の目が、すっと細められた。敵を目前にしたから、ではない。

　拭ぬぐいようのない違和感が、ムール・ミュールの周りに漂ただよっていたからだ。

「衡さまを傷つけると言うのならば、わたくしが相手になります」

　低く、押し殺した声は、明確な敵意に満ちて九衛クノエの耳に響ひびいた。

　そう、明確に。

　まるで、本物の実体を持つ、声のように。
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「おまえ、」

　そう言いかけて、言葉よりも行動で確認したほうが早い、と思い直した。手にしたモップを、片手だけでへし折る。桁けた外はずれの握力に、衡こうが嫌いやそうな顔をしたが、構ってはいられない。九衛はちぎり取ったモップのブラシ部分を、ムール・ミュールに向かって思い切り投げつけた。

　当たった。

　正確には、彼女は『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』を素早く動かして、飛来したブラシを防ぼう御ぎよしたのだ。しかし、それで十分だった。

　物理的な力が、今のムール・ミュールに通用するとわかっただけで、十分だった。

「──────」

「あっ、ま、待て、九衛!!」

　先ほどよりもずっと切羽詰まった衡の声。それがまた、最高に気に入らなかった。自分が傷つくことよりも、こんな阿ア頼ラ耶ヤ識シキが傷つくことのほうが重大なのか？　──ふん、まあいい、今はその裏うら切ぎりも見過ごしておいてやろう。そんなことよりも、先にすべきことがある。

　今なら。今だけは。自分のこの手が、あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキに届くのだ。

　鞠まり玉だまのように転がって、九衛クノエは身体ごとムール・ミュールにぶつかっていった。折れた柄の先端を突き刺す凶悪な攻こう撃げき。ムール・ミュールはふわりと浮かび上がると、再び『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』を盾たてにしてそれを受け流す。ハート型の『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』は、固さこそないもののぬいぐるみのような弾力に満ちていた。あれを破は壊かいするには、こんな棍こん棒ぼうではダメだ──『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』が、『九絶門Val’DOR's Gate』がなくては！

「シロさま!!」

　大声で、自らの主人を呼ばわる。怯おびえたように身体を震ふるわせた白しろ山やまさんに、九衛は一いつ瞬しゆん不ふ審しんの念を抱いた。あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキを鞄かばんに叩たたき戻す千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだというのに、なにを怖がっているのだろう？

　しかし、九衛はあまり深く考えなかった。背中から鞄を降ろして、白山さんに向かって投げ渡す。それから膝ひざを突き、

「シロさまシロさま、九衛のシロさま、どうかお許し願います──」

『九絶門Val'DOR's Gate』をこの世界に顕けん現げんさせるための、『領域宣言ミコトノリ』を口にしようとした。

　だが、九衛の最愛の主人は、ぶんぶんと首を振ってそれを差し止めた。

「だ、だめだってば！　今『夜よる房ふさ』を出すわけにはいかないよ！」

　九衛は目を見開いた。まさかここで協力してもらえないとは、思ってもいなかったのだ。

「なぜですか！　今が絶好の機会なのですよ！　今を逃せば、あいつを仕し留とめることはできません！」

「そ、それは、でも──」

　白山さんの眉まゆが情けなく下がり、その視線が助けを求めてさ迷った。それを受け入れるものは、この場にはひとりしかいない。　──衡こうだ。

　そして、彼は首を横に振った。

　それに勇気づけられたように、白山さんも九衛を見る。衡とそっくりな動きで首を振る。それを見るに至って、九衛の苛いら立だちは頂点に達した。それを白山さんにぶつけるわけにはいかないから、当然その矛ほこ先さきは、

「コウ！　おまえっ、──どっちの味方なんだ!!」

　九衛の怒ど声せいにも、衡は動じない。先ほどとは違う真剣な表情で九衛を見み据すえつつ、彼は言う。

「今のおまえに『夜よる房ふさ』を持たせるわけにはいかない。──ここは学校だぞ。一階下には大勢の生徒たちがいる。その人たちを怪け我がさせたら、言い訳が立たない」

　強きよう烈れつな違和感が九衛を襲った。まるで、自分が間違ったことをしているような気分になってくる。だが、決して間違ってはいないはずなのだ。九衛は『守憑霊ツキダマ』であり、『守憑霊ツキダマ』は阿ア頼ラ耶ヤ識シキを鞄に引きずり戻すのが使命である。使命を果たしているはずなのに、どうしてあんな目で見られなくてはならないのだ。

　ぎり、と歯を軋きしらせた。なにもかもに裏うら切ぎられた気分だった。目の奥からこみ上げてくる熱いものを、奥歯の底で嚙かみつぶし、九衛クノエは地面を蹴けった。

「もういい！　おまえなんか、こいつで十分だ！」

　始動から激げき突とつまでが一いつ瞬しゆんに満たない、孤こを描くような鋭い上段を、ムール・ミュールは鎖くさりで受け止めた。そのまま九衛の短たん軀くを弾はじき飛ばし、けれども追つい撃げきをしようとはしない。そもそもが、ムール・ミュールは戦せん闘とうに向いているわけではないのだ。九衛の攻撃をかろうじて防ぐことはできても、反撃することなどできるはずがない。

　彼女は、ただ、衡こうを守ろうとしているだけだった。

　唇を嚙んで、両腕を広げて、衡を背中に庇かばっている。宙に浮かぶ『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』も同様、九衛のあらゆる攻撃をすべて弾かんとして待ちかまえている。

　気に入らない。

　これでは、まるで──自分のほうこそが悪役のようではないか。

　そこで、ようやく衡が動いた。

「やっ、──やめろ、二人とも！」

　いささか遅きに失していた。九衛にもう少し冷静さが残っていたならば、その勧かん告こくも意味を成なしたかもしれない。

　しかし、このときの九衛は、燃え盛る怒りに囚とらわれていた。衡はおろか、白しろ山やまさんですら自分のことを恐れているという事実に、傷ついていたのだ。

「なにをやめろというんだ！　おまえ、やっぱりそいつの味方をするのか!?」

　口に出した自らの言葉で、さらに怒りが燃え上がる。衡のことは──決して、決して信頼などしていないが、他のニンゲンより多少はマシだと思っていたのに。少し綺き麗れいだからって、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの味方をするのか。──九衛の味方ではなく！

　目の奥の熱が質量を増した。それを振り払うように、九衛は地面を蹴る。殺すつもりだった。あいつこそがすべての元凶なのだと考えた。ムール・ミュールさえいなくなれば──こんな、どうしようもない空気は振り払えるはずだ。そう考えた。

「く、九衛、やめ──」

「うあああああああああああああっ!!」

　白山さんの制止を、九衛は大声を出して聞こえないようにした。折れたモップの柄を逆さに持って、跳とび上がる。上空から突き刺すように、九衛はその先端をムール・ミュールの胸めがけて振り下ろして──

　衡が。

　ムール・ミュールの身体を、引き倒した。

　狙ねらいは的確だった。衡がなにもしなければ、モップの先端は確実にムール・ミュールの胸を貫いていたはずだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキである彼女にとって、それがどれほどのダメージになるかは疑問だが、少なくとも動きを止めることはできたはずだ。そのあいだに、触れることができるうちに、ムール・ミュールの身体を鞄かばんに戻せば、それですべて終わったはずなのに。

　衡こうが、ムール・ミュールをかばったことで、すべてご破は算さんになってしまった。

「ぐっ──！」

　モップの先端が嚙かんだ肉は、ムール・ミュールの胸ではなく衡の腕だった。二の腕の肉を刮こそげ落として、先端はそのまま地面に突き当たり、乾いた音を立てた。次いで、衡とムール・ミュールが一緒になって倒れ伏す音。九衛クノエはそれを、呆ぽう然ぜんと聞いていた。

「な、にを、」

　呆然としたまま、九衛は自分でも不ふ明めい瞭りようなつぶやきを口にした。

「…………だ、から、やめろって言ったんだよ！　おまえが暴れると、たいていおれがひどい目に遭あうんだから──」

　衡の口調は、非難するものではなかった。いつも遭ってる災難に、また出くわしてしまったときのような、「ああ、またか」という諦あきらめが滲にじんでいた。

　しかし、そんなことは九衛には関係なかった。

　地面に転がり、ぺたん、と尻しり餅もちをつく。敵を前にして、ありえない行動だった。ムール・ミュールがさしたる攻こう撃げき力りよくを持たないといっても、敵であることに変わりはないのに。

　モップの先端から、血が滴したたっている。

　衡の血だ。

　恐ろしくなった。これまで、恐怖などというものを感じたことはほとんどない。巨大な怪物や押し寄せる濁だく流りゆうに対しても、むしろ不敵な笑みさえ浮かべて挑みかかっていった九衛が、紛まぎれもなく恐怖していた。

　自分の手が、衡を傷つけたということに。

「……ちがう、」

　なにかを、言おうとした。なにを言おうとしたのか、自分でも定かではなかった。しかし、それを最後まで口にすることは許されなかった。彼女の主人が、それを許さなかった。

「九衛。鞄に、戻りなさい」

　あまりにも遅すぎる命令だった。九衛がゆっくりと白しろ山やまさんを振り向くと、彼女は泣いているのか怒っているのか判別がつかないような顔をしていた。

「シロさま、くのえは、」

「戻りなさい」

「あの、ちがうんです、くのえは、そんなつもりじゃ、」

「九衛。これは、命令です。──鞄に戻って。早く」

　視界が揺らぎ、唇が震ふるえた。目の奥の熱が、堰せきを切って溢あふれ出そうとする。それをこらえるために、九衛は目を閉じてうつむいた。白山さんに手を引かれて、鞄の口まで連れて行かれる。

　鞄に戻る寸前、九衛は後ろを振り向いた。

　血に濡ぬれた腕を抱えて、しゃがみ込む衡こうの姿が見えた。

　なにかを言おうとして、やっぱりなにも言えなかった。小さな唇から漏もれたのは、ただ後悔のため息だけ。目の奥の熱がついに零こぼれるのを自覚しながら、九衛クノエは鞄かばんへと引き戻されていった。




　　　　◆




　こんなもの、かすり傷だ──と強がってみせたいところだが、さすがにそれは不可能だった。

　皮ひ膚ふは裂さけて肉が抉えぐれ、血がどくどくと流れ出てくる。その激げき痛つうは、今までの『呪のろい』の人生の中でもかなり上に位置するものだ。海に旅行したときに喰くらった槍やりの穂ほ先さきより多少マシ、という程度だ。

「……衡さま」

　傍かたわらに寄より添そっていたムール・ミュールが、ぽつりとつぶやいた。見上げると、彼女は決然として衡のことを見下ろしている。

「衡さま。腕を、お出しになってください」

　まあ、そう言うであろうことは、なんとなくわかっていた。

　どうやって断ればいいか、思案していると、先回りしてムール・ミュールが言った。

「大丈夫とか遠えん慮りよするとか言ってごらんなさい。あなたの傷口に塩を塗り込んであげますからね！　わたくしにとっては、あなたのそんな姿を見ることのほうが、その傷より数倍も痛いのです！　さあ、腕を出しなさい！」

　母親のような口調に、逆らうことはできなかった。渋々腕を見せると、ムール・ミュールはすかさず近づいてきて、『領域宣言ミコトノリ』を詠うたいあげた。

「『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の名に於おいて──」

　衡の傷に唇を重ねる。血の紅くれないが唇を彩いろどり、見る間に傷が癒いえていく──否いな、ムール・ミュールの腕へと移っていく。白しろ山やまさんがそれを、揺れる表情で見守っていた。

「はい。これで安心です」

　にこりと笑うが、衡の心は少しも晴れなかった。痛みが消え去ったわけではなく、ただムール・ミュールに移っただけということが、彼の心を暗くしていたのだ。ネグリジェに隠かくれて傷は見えないが、そこにあることは間違いない。

　それでも、衡は口を開いた。言わなくてはならなかった。

「──ありがとうな、ムール・ミュール」

　それを聞いて、ムール・ミュールは心底嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「いいえ。わたくしが、望んでやったことですから」

　優やさしく微笑むその表情には、一切のエゴも浮かんでいなかった。ただ、衡が無事であったことを純じゆん粋すいに喜んでいる。衡こうはため息をつきたくなった。この善良さこそが、最大の問題であるのだが。

　ふと──

　白しろ山やまさんが、ムール・ミュールに近づいてきた。九衛クノエを押し戻した鞄かばんを抱えている。なぜか鞄にはバルーンアートがくくりつけられていた。九衛がどこかから奪ってきたものだろう。

「あ、あの、──大丈夫、ですか？」

　白山さんの顔は、消え入ってしまいそうな申し訳なさに満ちていた。大丈夫、と言いかけるが、そこで衡は失敗したことに気づく。

　自分の傷は、ムール・ミュールに移ってしまったのだ。

　そして、そのムール・ミュールは──少しも、大丈夫でない表情をしている。

「あなたには、関係ありません」

　突き放すように、ムール・ミュールはそうつぶやいた。衡に向けていた慈じ愛あいの笑みなど、かけらほども残されてはいない。白山さんは叱しかられた子供のように首をすくめ、そんな彼女の前にムール・ミュールは悠ゆう然ぜんと立ちはだかる。

「『守憑霊ツキダマ』を制せい御ぎよするのは、鞄の『持ち主』であるあなたの役目ではありませんか？　いえ、あなたが『守憑霊ツキダマ』の手た綱づなをろくに握ることができなくても、わたくしには関係ありません。ですが、それがわたくしの大切な衡さまを傷つけるとなれば、黙ってはいられないのです！」

　理り路ろ整せい然ぜんとしたムール・ミュールの詰きつ問もんに、白山さんは唇を嚙かんで、言い返すことさえできない。不思議な色をした瞳ひとみが、次第に潤うるみはじめる。衡は焦あせり、二人を仲ちゆう裁さいしようとして、

「な、なあ、ムール・ミュール、そんなきつい言い方をしなくても、」

「衡さまは、黙っていてください！」

　失敗した。初めて耳にするムール・ミュールの怒ど声せいに、衡はなにも言えなくなってしまう。

　ムール・ミュールは焦じれったそうに向き直り、

「不思議です。遠とお咲さきさまも青せい嵐らんさまも伊い織おりさまも、衡さまも。どうしてそんなに、白山さまに甘いのですか？　はっきり言えばいいでしょう！　──この人が、衡さまを危険な目に遭あわせているのだと！」

　ムール・ミュールは白山さんを指差す。その指が本物の刃物であったとしても、白山さんはここまで恐怖に満ちた表情を浮かべなかっただろう。ぎゅっと身体を縮ちぢこまらせて、救いを求めるように衡に視線を向け、

「どうして、そこで衡さまを見るのですか？」

　ムール・ミュールが、それを見み咎とがめた。

「あなたを責めているのはわたくしですよ。このムール・ミュールです！　文句がおありでしたら、どうぞ仰おつしやってくださいまし！　わたくしは、あなたとは違って、逃げも隠かくれもいたしませんから！」

　白しろ山やまさんは慌あわてて衡こうから目をそらした。その行いを、衡に助けを求めた自分自身を恥じ入るかのように、うつむく。その肩が小さく震ふるえている。

「今まで衡さまは、いろいろな阿ア頼ラ耶ヤ識シキと戦ってきたそうですね。ただのニンゲンに過ぎない衡さまが、危険な阿ア頼ラ耶ヤ識シキとやり合って、無事で済んだのはただの僥ぎよう倖こうではないのですか？」

　黙り込んだ白山さんを見下ろしながら、ムール・ミュールは一切の容よう赦しやもなく、

「そもそも。──あなたがいなければ、衡さまが命の危機に晒さらされることなど、なかったのではありませんか？」

　そう、斬きり捨てた。

　その一言で、ついに白山さんの心が折れた。

　目を閉じる。その端から涙がこぼれるのを、衡は見逃さなかった。ぎっと歯を鳴らして、右腕を思いきり振る。『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の鎖くさりに引っ張られて、ムール・ミュールは弾はじかれたように白山さんから引き離される。それでも、彼女は言葉を止めようとはしなかった。

「いつも、こうして衡さまにかばってもらってきたのですか？　自分が危なくなったら、衡さまに助けてもらってきたのでしょう。──自分はなにひとつ与えないくせに！」

「黙れ！　ムール・ミュール、言い過ぎだ!!」

　衡はそう怒鳴りつけた。ムール・ミュールは咄とつ嗟さに口を噤つぐんだが、その表情は、納得していませんよ、と言っているかのようでもあった。

　衡の内心には、怒りよりも戸と惑まどいのほうが色濃く渦うず巻まいている。いつもは穏おだやかなムール・ミュールが、なぜ突然こんなにも辛しん辣らつになったのか、その理由がどうしてもわからなかった。

「し、白山さん──」

　気にするなよ、と言おうとした。ムール・ミュールの言うことなんて、耳を貸す必要はどこにもない。そう言おうとしたのに。

「…………ごめんなさい」

　嗚お咽えつに近い声が、それを阻そ止しした。

　白山さんは立ち上がる。身を翻ひるがえす。屋上の扉に向かって、衡の横をすり抜けるようにして駆けていく。衡はそれを追いかけようとして──

　ムール・ミュールに、背中を突き飛ばされた。

　視界がぐるりと回転し、天地が逆さまになった。ごづん！　という鈍い音が響ひびき、意識が一いつ瞬しゆん遠くなりかける。しかし、白山さんを追わなければ、という思いが、衡の精神をかろうじて崖がけっぷちに留とどめていた。

「──、ま、待て、白山さん、」

　扉の前で立ち止まり、白山さんは心配そうにこちらを振り返っている。彼女が足を止めたことに衡は安あん堵どし、腕を伸ばしかけて──

　その腕に、ムール・ミュールが抱きついた。

　ムール・ミュールは白しろ山やまさんを見つめる。どんな顔をしているのか、衡こうの角度からは確認することができない。衡に見えたのは、白山さんが泣きそうに顔を歪ゆがめて──いや、実際に涙を流して、再び走り去っていくところだけだった。

　今度こそ、本物の怒りが衡を支配した。

「ムール・ミュール!!」

　乱暴に、彼女のことを振り払う。実体になったムール・ミュールは、小さな悲鳴をあげながらフェンスにぶつかった。普段の衡ならば罪悪感に囚とらわれているところだが、今は怒りのほうにこそ囚われている。ムール・ミュールのことなど気にもかけず、走り出そうとしたところで──

　右手を、なにかに引かれた。

　ムール・ミュールだった。うつむいたまま『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の鎖くさりを引いて、衡のことを、行かせまいとしている。

　このときほど、この鎖を腹立たしいと思ったことはなかった。衡はそれでも前を向き、ムール・ミュールを引きずってでも歩き出そうとしたが、

「──『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の、名に於おいて」

　ムール・ミュールの『領域宣言ミコトノリ』に、その足をぴたりと止めた。

　振り返り、こちらに近づいてくるムール・ミュールをにらみつける。ムール・ミュールはその程度の視線ではびくともしない。唇を嚙かむようにして、瑠る璃り色いろの目でじっと衡を見つめている。その唇が、緩ゆるやかに開き、

「衡さま、頭を、傷口をこちらに向けてください」

　衡は、今度こそはっきりと拒きよ絶ぜつした。

「いやだ！　誰だれのせいだと思ってるんだ!!」

　彼女の言うとおり、後頭部はずきずきと痛みを発している。うなじの辺りを、なにかが伝っていく感触がする。もしかしたら血が出ているのかもしれない。

　それでも、衡は断固としてムール・ミュールの口づけを拒こばんだ。今、それを受け入れてしまったら、なにかが終わる気がした。

　ムール・ミュールはネグリジェの胸に手を当て、衡から目をそらさずに、言う。

「わたくしのせいです。確かに、今、わたくしが衡さまを突き飛ばしました」

「──よくも、ぬけぬけと──！」

「ですから、わたくしにその傷を癒いやさせてください。今度ばかりは、わたくしにはそうする義務があるのです。心ならずも衡さまを傷つけてしまったのですから、せめてそれくらいは」

「おれのことなんか、どうでもいい！　──どうして、白山さんに、あんなことを！」

　ムール・ミュールの表情から、色が抜け落ちた。ぽつりと、

「わたくしは、本当のことしか言っておりませんわ」

「おまえ──！」

　ムール・ミュールは首を振り、鎖くさりを巻き取りながら、こちらに近づいてきた。衡こうはその場に踏ん張ろうとしたが、鎖を引きちぎりでもしない限り、ムール・ミュールから距離を取ることはできない。

「それに。白しろ山やまさまを傷つけたのは、衡さま、あなたでもあるのですよ」

　突然、ムール・ミュールはそんなことを言いだした。眉まゆを寄せる。どういう意味だ、と聞き返すまでもなく、彼女は言葉を繫つないでいた。

「だって、本当のことですもの。あなたが阿ア頼ラ耶ヤ識シキに襲われたのも、それで命を落としかけたのも。すべて、白山さまが傍そばにいたからではありませんか？」

　不ふ愉ゆ快かいそうに横を向き、衡は怒りが滲にじんだ声で、

「だからって、それは白山さんのせいじゃない。おれが彼女を助けるのは、それがおれの望みだからで──」

「その望みが！」

　不意に、ムール・ミュールは大声を出して、鎖を思いっきり引っ張った。

　バランスが崩れる。倒れようとしたところで、ムール・ミュールの手が衡の腕を摑つかんだ。慌あわててそれを振り払おうとするが、華きや奢しやな彼女のどこにそれだけの力が隠かくされているのか、食い込んだ指はびくともしない。

「白山さまを、傷つけているというのです！　おわかりにならないのですか!?」

「なっ、なにを言って──」

「衡さまが、ご自身の望みで危地に赴おもむくのは勝手です。その覚悟がおありなのでしたら、それで命を落とすのも結構なのでしょう。──でも、それは、あなただけのことです。もしもそうなったら、白山さまがどう思うか、考えたことはないのですか？」

　衡は、ぐっと言葉を飲んだ。ムール・ミュールは手を離さず、視線もそらさず、まっすぐに言ってのける。

「ご自分のせいで衡さまが命を落としたら──白山さまは、深く傷つくでしょう。それこそ、二度と立ち直れないほどに。衡さまの望みは、そうなることなのですか？」

「……なにが、言いたいんだ」

　ようやく、それだけを絞り出す。間近にあるムール・ミュールの目が、ぎゅっと細められた。

「あなたがたは、一緒にいるべきではない。そう、申し上げたいのですよ」

「なに──？」

「白山さまも衡さまも、きっとお互いのことを大事に思っていらっしゃるのでしょう。そうであるからこそ、あなたたちは一緒にいるべきではない。なぜなら──あなたがたは、弱いからです。おひとりで阿ア頼ラ耶ヤ識シキに立ち向かうこともできないのに、一緒にいたところで共倒れになるだけ」

「…………」

「白しろ山やまさまのことは、あの『守憑霊ツキダマ』が守ります。そして、衡こうさま、あなたのことは──このムール・ミュールが、全ぜん霊れいを賭として、お守りいたします。それこそが、わたくしの望みなのですから」

　馬ば鹿かなことを言っている、そう思った。

　白山さんと離れて、ムール・ミュールと一緒に生きていく？　そんなことは、衡の望みではまったくない。

　しかし──ムール・ミュールの言葉には、ある種の説得力があった。

　衡が危険に晒さらされることは、白山さんを傷つけることでもある。ただの人間に過ぎない衡が、今まで阿ア頼ラ耶ヤ識シキと相対して無事でいられたのは、幸運の結果に過ぎないのかもしれない。

　その幸運が、これからもずっと続くとは限らない。決定的なことが起こる前に──白山さんから、鞄かばんから離れるべきだと、ムール・ミュールは言っているのだ。

「………………」

　衡は反論の言葉を探したが、出てくるのは沈黙だけだった。ムール・ミュールにしがみつかれたまま、衡は顔をしかめ──そこに、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

「──もう、戻らないと。昼休みは終わりだ」

　重々しく、衡はそうつぶやいた。ムール・ミュールがじっと衡のことを、正確には、彼女のために傷を負った彼の頭を見つめている。その視線をことさらに無視して、衡は階下に向かって歩き出した。




　　　　◆




「ふぉーくだんすぅ？」

　意外さのあまり、奇妙な抑よく揚ようになってしまった。それくらい、宮みや代しろの申し出は、伊い織おりの想像のはるか外にあったのだ。

「そ、そう。いやね、あたしもほんとはやりたくないんだけどさ。どうも、そ、そう決まってるらしいのよねー」

　ちゅるちゅると、タピオカ入りココナッツジュースを吸いながら、宮代はなぜか視線を外してそう答えた。

　第三学年棟、『ぱらいそ』という名の南国風レストランで昼食を摂とっていた二人は、昼休みが終わるチャイムを聞いて、『四よん層そう地じ獄ごく』へと戻る途中だった。

「決まってる？　どういうことだ」

　宮代と並んで第三学年棟から出ながら、伊織は片かた眉まゆを上げてそう問いかけた。相変わらず、宮代はこちらを見ようとはしない。

「だから。優勝したクラスの実行委員はね、後夜祭のフォークダンスに参加する義務があるんだって！　そうすることによって誰だれが勝ったのかを見せつけるとかなんとか」

「……聞いてねえぞ、そんなこと」

「あ、あたしだって聞いてなかったわよ！　その、ついさっきまで」

　決して自分と目を合わせようとしない宮みや代しろの横顔を、じっと眺めながら思う。

　噓うそくさい。

「怪あやしいな。おまえ、なんか企たくらんでるんじゃねえのか？」

「たっ、企んでなんかないわよ!?　じゃああんたから言いなさいよ実行委員長に、おれはゲイだから女子と踊るなんてことはできませんって！」

「ゲ、ゲイっておまえ人聞き悪わりいな！　違うって言ってんだろ!?」

　すれ違う人々が、伊い織おりのことを振り返ってひそひそとなにかを話している。伊織は唐とう突とつに死にたくなったが、しかしふと考え直した。

　宮代とフォークダンスを踊るということ自体には、なんの思い入れもない。やりたいかやりたくないかで言われれば、「面倒だからやりたくない」の一言だ。しかし、勝者の義務であると言われれば断りづらいし──そしてなにより、宮代が今言ったように、彼女と踊るということは自分が異性愛者ストレートであることのなによりの証明になるのではないだろうか。

「──よし。そういうことなら仕方ない。やってやろうじゃねえか」

　ぱしん、と手のひらに拳こぶしを叩たたきつけて、伊織は頷うなずく。と、ようやく宮代がこちらを見た。嬉うれしそうに顔をほころばせて、見上げてくる。

「そうそう、その意気よ！　それじゃ、戻ってがんばりましょうか！」

「おう。──ああ、ところで、宮代」

「なに？」

「そのフォークダンスの義務ってのは──優勝しなくちゃ発生しないんだよな？　つまり、二位以下だったら、無理に参加しなくてもいいわけだ」

　宮代の表情がぎくっと強こわばった。胸の前で手を組んで、もじもじとつぶやく。

「──いや、それは、その、そうなんだけど。で、でもほら、三位までなら、フォークダンスの優先参加権っていうのがあってね、」

　宮代の言葉をまとめると、以下のようになる。──後夜祭のメインイベント、キャンプファイアーを囲んでのフォークダンスには、厳密な参加制限があるのだという。その権利は、教きよう王おう護ご国こく大だい学がく園えん祭さいにおいて優ゆう秀しゆうな成績を収めたクラスにのみ与えられる。具体的には、チケットをもっとも多く集めた上位三クラスまでに、優先して参加する権利が与えられるのだ。

　ふむ、と腕を組んで、伊織は頷いた。

「そうか。なら、優勝しない限りは参加しないほうがいいな」

「えっ!?」

「だってそうだろうが。優勝したんなら、義務が発生するんだから参加しなくちゃならないだろうが、そんな制限があるくらいなんだから、参加したいって奴やつはたくさんいるんだろ？」

「……ま、まあ、そうね」

「だったら、もし優勝を逃したら、おれは遠えん慮りよしとくさ。権利があるってだけで、特に興味もないイベントに参加するわけにはいかないだろ？　他にやりたい奴がいるってんなら、そっちに譲ゆずるよ」

　伊い織おりの頭に浮かんだのは、衡こうと白しろ山やまさんの姿だった。ムール・ミュールが現れてから、あの二人の関係はぎくしゃくしている。これを機に、仲直りしてくれればいいのだが。

　と、そこで伊織は、宮みや代しろが黙り込んでうつむいていることに気づいた。ぴんときた。笑いながら、背中を叩き、

「勘かん違ちがいすんなよ、おれは参加しないってだけのことだからさ。おまえはやりたいんだろ？　フォークダンス。誰だれか気になる奴を誘さそって、楽しんで──」

「ふん！」

　お返しとばかりに、思いっきり脛すねを蹴けりつけられた。

「おぐっ──！」

　桐きりヶが谷や伊織は平ひら沢さわ衡ではない。大柄な身体をしているし喧けん嘩かも強いが、痛みに対してそれほど耐たい性せいがあるというわけではないのだ。うずくまった伊織の背中を冷然と見下ろして、宮代はつぶやく。

「……あんたなんかに言われるまでもないわよ。ばぁか」

　その声にこもった怒りに、伊織はなにも言えなかった。すたすたとひとりで去っていく宮代の背中を、彼は慌あわてて追いかけたのだった。




　　　　◆




　あれから、どれだけ時間が経っただろう。

　重い足取りで教室に戻った衡を待ち受けていたのは、『四よん層そう地じ獄ごく』に連なる客の行列だった。目を丸くした衡の腕を引いたのは、友人の川かわ崎さき宗しゆうだった。彼は衡を受付に座らせ、

「ちょうどよかった！　さっき白山さんが戻ってきたところだから、今から始めようと思ってたんだけど、受付がいなくてさ。衡、吸きゆう血けつ鬼き役は終わりだろ？　ならこっちお願い！」

　ああ、とも答えないうちに、行列の最初のひとりがチケットを差し出してきた。衡は機械的にそれを受け取って、あらかじめ決められたとおりのルールを説明して──

　それから先は、よく覚えていない。

　ただ、暗あん幕まくの内側などとは比べものにならないほど忙しかったことだけは、確かだ。

　あるいは、それは幸運だったのかもしれない。下手に時間が余っていたら、いろいろなことを考えてしまって死にたくなっただろうから。衡こうの背後に浮かんでいるムール・ミュールが、昼休みに、白しろ山やまさんになにを言ったのか、そして、自分がそのときいかに無力だったのかを、いやでも考えてしまっただろうから。

　だから、だろうか。

　衡は、その人物が『四よん層そう地じ獄ごく』に入ったことも、気づかなかった。

「あら」

　気まずそうに黙り込んでいたムール・ミュールが、そんな声をあげるのだけが、ようやく聞こえた。のろのろと顔を上げたが、そのときにはもう、彼女は黒髪をなびかせて暗あん幕まくの中へと足を踏み入れていた。

　しばらくして、衡は行列がまったく進まなくなったことに気がついた。

　どうも──『地獄』のひとつで、客が詰まっているらしい。『吸きゆう血けつ地獄』で衡がとあるお姉さんに受けたような意地悪を、誰だれかがされているのだろうか、と思ったところで、

　出口から、その人が出てきた。

　ああ、やっと行列が動く、と安あん堵どしたのは一いつ瞬しゆんだけのことだった。その人物はこちらに近づいてきた。つかつかと足音を鳴らして、一直線に。

　遠とお咲さき朱しゆ遊ゆ。

「ちょっといい？　平ひら沢さわくん」

　初めて出会ったときのような、無む機き的な声で遠咲先せん輩ぱいはそう言った。

「え？　──いや、あの、おれ、受付でして、」

「そんなものは見ればわかるわ。誰かに交代してもらいなさい」

　放り投げるように言って、遠咲先輩は衡の横を通り過ぎ、そのまま歩き去ってしまった。衡がついてくるのが当然、と思っているような足取り。

　いかん。ついていくわけにはいかないのだが、ついていかなかったら酷ひどい目に遭あう。

　まごついている衡の元に、救世主が現れた。

「おー、衡、調子はどうだ──って、うわ！　な、なんだよいきなり!?」

「悪い伊い織おり、おれの代わりに受付やっててくれ！　命がかかってるんだ！」

　宮みや代しろを伴ともなって現れた伊織を、無理矢理引っ張って席につける。彼は不満そうな顔をしたが、

「……遠咲先輩絡みだ」

　ぼそりと衡がつぶやくと、「ああ……」という顔になって、頷うなずいた。

「ありがとう、恩に着る！」

　そう叫んで、衡は小走りに遠咲先輩を追いかけた。




「白山さんから聞いたわ」

　人ひと気けの少ない展示場で、遠咲先輩は開口一番にそう言った。

「…………」

　それだけで、衡こうは遠とお咲さき先せん輩ぱいがなにを言いたいのかを理解してしまった。しかし、抗こう弁べんすることなどできない。遠咲先輩は、そんな衡のことを冷ややかに見下しつつ、

「白しろ山やまさん、泣いていたわよ。あなたに申し訳ないって。あなたのことを傷つけてしまったって。今まで、どれだけあなたに辛つらい思いをさせたのか、本当はわかっていたけど言い出せなかったんだって」

　顔を上げる。違う、そんなことはないと言いたかった。しかし、それを遠咲先輩に言っても仕方ないのだ。彼女は、白山さんではないのだから。

　と、ムール・ミュールが『濃度』を上げた。その顔からは笑みは消え、衡の肩に留とまりながら、じっと遠咲先輩を見つめている。

「その通りですわ。白山さまは、衡さまと一緒にいるべきではないのです」

「そうされると、あなたの都合が悪いから？」

　さらりと問い返されて、ムール・ミュールは目を細め、

「いいえ。お二人のためを思って言っているのですよ。あなたにどう思われようと構いませんが、白山さまの鞄かばんが衡さまを傷つけ、その事実に白山さまが傷ついているというのは、紛まぎれもない事実です。──実際、そういう場面を目にしたことが、あるのではないですか？」

　衡は表情を曇くもらせた。流リユウ姐ジエの『三サン底デイ尖ジエン』が自らの肩を貫いたときに、マキャヴェリがばらまいた破片が刺さったときに、味わった痛みを思い出したのではない。

　そのときの、白山さんの顔を思い出したのだ。

　取り返しのつかないことをしてしまったと、そう絶望しているような表情。

　痛みなど、なんでもないと思っていた。白山さんのためならば、たいていの苦痛には我が慢まんできる。

　しかし──本当にそれは、白山さんの望んだことなのだろうか？

　自分のために傷つく衡を見て、あの心こころ優やさしい少女は、一体どんなことを思っただろう。

　衡にはなにも言えない。口を噤つぐみ、黙り込むことしかできない。

　遠咲先輩は、呆あきれたように息を吐き、言う。

「それなら、白山さんは一生ひとりでいなくてはならないわね？」

　衡は顔を上げた。

　遠咲先輩は、つまらなそうな顔をしていた。誰だれもいない展示場の、誰も気にしない掲示板に背中を預けながら、とんとん、と床をつま先で叩たたいている。その視線は、衡にもムール・ミュールにも据すえられていなかった。ただ、衡の足下をじっと見つめている。

「あなたの理り屈くつだと、そういうことになるわ。平ひら沢さわくんでも誰でも、あの子は自分の鞄のせいで誰かが傷つけば、なによりも自分自身を責めるような性格をしているから」

「それは──」

「そうね、それがいいのかもしれない。誰だれも傷つけず、自分も傷つきたくないというのなら、彼女はこんな場所にいるべきではないのかも。九衛クノエさんだけを傍そばに置いて、他の何者とも関わりを持たずに、一生を過ごすべきなのかもしれないわね」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいは、ゆるゆると首を振る。馬ば鹿からしい、とでも言うように。

「それならそれで、構わないわ。応援がフイになるのは残念だけれど、納得したから。それじゃ、失礼」

　掲示板から背中を離して、彼女は出口に向かって歩き出した。唐とう突とつなその素振りに、衡こうは思わず声をかける。

「──、ま、待ってください！」

　足を止めて、遠咲先輩はこちらを振り向いた。恥ずかしさと情けなさに、顔が熱くなるのを感じた。しかし、これ以上黙り込んでいることはできなかった。

「教えてください、遠咲先輩。おれ、どうすればいいんですか？」

　これ以上無能な質問はあるまい、という思いを、ぎっと奥歯を嚙かみしめて押し殺した。遠咲先輩は、不思議そうに衡の顔を見つめている。こんな奇妙な生き物は初めて見た、とでも言うように。

「知らないわよ。そんなこと」

　やがて、遠咲先輩は投げ捨てるようにつぶやいた。

「どうすればいいか？　あなたがどうしたいのかもわからないのに、どうしてわたしが答えを知っていると思うの？　確かに情報収集が趣味だけどね、わたしは神ではないの。知らないことは知らない」

　衡は、答えられない。どうしたいか。自分にそう問いかけたことが、なかったからだ。

　遠咲先輩は、いっそ心配するような口ぶりで、

「まさか、あなた、自分の目的もわからないの？　そこまで頭が悪かったの？」

　う、とうめいて、衡はうつむいてしまう。自分がどうしたいか。その答えは出なかったが、どうしたくないかは簡単にわかった。

「……白しろ山やまさんと、このままでいるのは、いやです。できれば、前と同じようになりたい。今みたいにぎくしゃくした関係でいるのは、耐えられない」

「衡さま──」

　後ろでムール・ミュールが寂しそうにつぶやいたが、衡はそれを無視した。遠咲先輩も、彼女にかける優やさしさなど持ち合わせていないようだった。肩をすくめ、

「それなら、彼女にそう言えばいいだけじゃないの？　今は学園祭なんだから、そんな機会はいくらでも転がっていると思うけれど。例えば、後夜祭に誘さそうとか、ね」

「……後夜祭」

　教室から出て行く直前、遠咲先輩は衡のことを振り返った。それまで冷然と細められていた目が、そのときばかりはかすかに笑んでいるように思えた。

「最後の忠告。──両手に花はやめておきなさい。持てる人もいるのかもしれないけど、あなたはそういうガラじゃないからね。ひとつの花を持ちつづけていたいなら、もう片方の花は、綺き麗れいさっぱり捨てて見向きもしないこと。それじゃ」

　よくわからないことを言い置いて、遠とお咲さき先せん輩ぱいはそのまま去っていってしまった。衡こうは呆ぼう然ぜんとするばかりで、ムール・ミュールの表情が険けわしくなっていることに、気がつかなかった。
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　祭りの終わりが近づいていた。

　教室のベランダに出て、衡は小さく息をつく。夕日は、すでに地平線に飲み込まれてしまった。秋の夜長が始まろうとしている。空は濃のう紺こんから闇やみ夜よに変わろうとしていて、瞬またたく星を見上げるよりも先に、衡は吹きつける冷たい風に思わず自分の身体を抱いた。

「……衡さま、怒っていらっしゃいますか？」

　後ろから、ムール・ミュールがか細く声をかけてきた。できるだけ険しい表情で彼女をにらみつけるが、泣きそうに潤うるんでいる瞳ひとみを見て、なにも言えなくなってしまう。どうも自分という人間は、女の子にはとことん弱いらしい。新たな発見だ、とうんざりしながら思う。

「怒ってるっていえば、怒ってるけど。でも──」

　衡はまた前を向き、まだ賑にぎわいが残っている校舎前の広場を見下ろしながら、言う。

「きみは、間違ったことを言ったわけでは、ないからな」

　確かに。自分と白しろ山やまさんは、一緒にいるべきじゃないのかもしれない。白山さんの黒い鞄かばんは内側に危険を孕はらむ。『星霜紬Star Craft』に取り憑つかれ、『領域ナワバリ』を無む効こう化かできるとはいえ、その危険は衡にとって命取りになりかねないものだ。

　もしも自分が阿ア頼ラ耶ヤ識シキの手によって命を落としたら──それは、白山さんにとっても深い傷となる。白山さんのことを本当に思うのなら。『星霜紬Star Craft』のために一ひと際きわ傷つきやすい衡だけは、彼女に近づくべきではない。その理り屈くつは、わかる。

　しかし──

「白山さまが、いらっしゃらなくても──わたくしが、あなたをお守りします」

　ふと、気づけばムール・ミュールがベランダの柵さくの向こう側にいた。

　不安そうに眉まゆを寄せて、今にも泣き出しそうに目を潤ませて。それでも視線は揺らぐことなく、一心に衡を見み据すえている。白い手を伸ばして、そっと衡の頰ほおに触れた。

「それでは、いけませんか？　わたくしでは──白山さまの代わりは、務まらないでしょうか」

　代わり、と言うときだけ、ムール・ミュールの声が震ふるえた。衡は顔をしかめる。誰だれかの代わりに他の誰かを持ってくるなんて、そんな残ざん酷こくなことをする気にはなれない。

　幻げん影えいの手に自らの手を添そえて、衡こうはそう答えようとして、

「そんなとこでなに格好つけてんだ？　もう発表が始まるぞ」

　伊い織おりが、衡の背中を叩たたいた。

　振り返る。見れば、『四よん層そう地じ獄ごく』の暗あん幕まくは半分ほどが片付けられ、教きよう壇だんの近くにクラスメイトのほとんどが集まっていた。それぞれが期待と不安をその表情に浮かべて、スピーカーを見守っている。

　衡は頷うなずいて、伊織に続いて教室の中へと入っていった。正直なところ、クラスの勝敗にはあまり興味が持てなかった。今はそれよりも、はるかに重大な問題を抱えているのだから。

　なぜか、白しろ山やまさんの姿は見当たらなかった。

　仲直りをしたいのなら、後夜祭に誘さそえ──と、遠とお咲さき先せん輩ぱいは言っていた。普段でさえ難しいのに、今の状況でそんなことをする勇気は、逆さにしても出てはこない。

　しかし、振り絞らなくてはならない。

　白山さんと、離れたくないのであれば。

　そのとき、スピーカーから声が響ひびいてきた。

『──えー、こちら、教きよう王おう護ご国こく大だい学がく園えん祭さい実行委員会です』

「あ、始まった！」

　宮みや代しろが小さく叫ぶ。クラスメイトの中でも一ひと際きわ熱心な顔をしているのは、彼女が一番この学園祭に情熱をかけてきたからだ。伊織の話によれば、遠咲先輩に魂たましいを売ってまで勝ちを欲していたのだという。なにが彼女をそこまで駆り立てるのだろうか。

『ただいまをもちまして、第八十二回・教王護国大学園祭を終了させていただきます。ご来場の皆様方、並びに参加生徒の皆様方におかれましては、ご協力いただき厚く御礼申し上げます』

「そんなのいいから！　早く、結果教えなさいよ……！」

　宮代が焦じれったそうにつぶやくと、彼女の周りにいる友人たちがくすっと笑った。さすがに気まずそうな表情になり、宮代は頰ほおを搔かいてごまかした。

『──さて、それでは続きまして、本学園祭における優ゆう秀しゆう模も擬ぎ店てん賞を発表いたします』

　ふと思いついて隣となりを見上げると、伊織も真剣な表情でスピーカーを見つめている。そういえば、こいつも実行委員だったな、と思い出す。

『この賞は、本学園祭にて使用される専用チケットを、もっとも多く集めた模擬店に贈られるものです。最優秀、並びに準優秀賞を獲得したクラスの実行委員は、後ほど委員本部までお越しください。──それでは、発表に移りたいと思います』

　クラスの中が静まり返った。固かた唾ずを吞のむ瞬しゆん間かん。

『第八十二回・教王護国大学園祭、最優秀模擬店賞は──』

　息を吸うような間があり、そして。




『一年Ｈ組出店お化け屋や敷しき・『四よん層そう地じ獄ごく』に決定いたしました！』




　一いつ瞬しゆん。

　しんとした静せい寂じやくが、教室を包み込み、

「「────やったあああ!!」」

　その直後、クラスの中に大きな歓声が弾はじけた。

　水を打った静けさは、一瞬にして宴えん会かいのような騒そう々ぞうしさに変わった。女子は手を取り合って踊るようにはしゃぎ、男子は笑いながら互いの肩や背中をどついている。ほとんどが満面の笑顔で優勝の喜びを表していたが、中にはへたり込んで泣き出してしまったものもいた。

　宮みや代しろだ。

「……ああっ、よかったぁ……よかったよお……！」

　安あん堵どのためか喜びのためか、その肩も声も感極まって震ふるえていた。それは波は紋もんのように伝染し、先ほどまで笑っていたひとりの女の子が、こちらも涙を浮かべて宮代の傍そばにしゃがみ込んだ。その肩を、何度も何度も叩たたいている。

「……行かなくていいのか、伊い織おり？」

　隣となりにいる友人に、そんなことを囁ささやく。伊織は意外そうな顔をしたが、やがて笑って頷うなずいた。

「ああ。ちょっと行ってくる」

　それから、伊織は優勝の喜びに沸わくクラスメイトたちを搔かき分けて、宮代の元へと向かった。

　しゃがみ込んでいる彼女に声をかけると、宮代は顔を上げて、幼児のようにぽかんと口を開け、伊織のことを見上げる。伊織がなにかを言うと、宮代は憤ふん然ぜんと立ち上がり、その腹に拳こぶしを突き入れた。それでも伊織は笑っている。笑って、挨あい拶さつをするように平手を上げた。宮代は涙に濡ぬれた顔を笑ませて、伊織の手のひらにばちんと自らの手を打ち付けた。

　衡は、ぼんやりとそのやり取りを見つめている。

　伊織のことが羨うらやましかった。なんの屈くつ託たくもなく誰だれかに話しかけられる。自分は──ただうじうじと悩んで、この場にいるしかないというのに。

　と、宮代がこちらを向いた。目の端に浮かんだ涙を指先で拭ぬぐって、にかっと笑い、歩み寄ってくる。実に宮代らしい笑みだった。高々と上げた手のひらに、衡は先ほど宮代がしたように、自分の手を叩き合わせた。

「なーに暗い顔してんのよ、平ひら沢さわ！　優勝したんだよ？　もっと嬉うれしそうな顔しなって！」

　衡はぎこちなく笑った。正直なところ、笑える気分ではない。それからふと思い立ち、宮代に尋たずねた。

「なあ宮代、白しろ山やまさんがどこにいるか、知らないか？」

「え、白山さん？　あの子なら、特別教室棟に行ったはずだけど」

　特別教室棟。化学室や家庭科室や視聴覚室などといった、文字通り特別教室が詰め込まれている棟のことだ。図書館のある雑木林にほど近い学園南部に位置している。なんでそんなところに、ひとりきりで──という疑問は、宮みや代しろが晴らしてくれた。

「なにかやることがないかって言われたからさ、この資材を運ぶ部屋の鍵かぎを開けておいてって頼んだんだけど。──なにか、まずかった？」

「いや、大丈夫だ。その部屋、どこにあるか教えてもらっていいかな？」

「地下の第三倉庫ってところだけど──」

　なにかを聞きたそうな顔で、宮代は衡こうの顔を覗のぞき込んできた。彼女もまた、白しろ山やまさんの友人であるからだ。白山さんが、今の衡と似たような顔つきをしていたことが、気になるのだろう。

　考えてから、衡は正直になることにした。

「ちょっと、おれもそこに行ってくるよ。話さなくちゃならないことがあるんでね」

　後ろで、ムール・ミュールが身じろぎしたのがわかった。しかし、衡は振り向かない。白山さんがいなくなったとわかった以上、もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　白山さんは──自分と一緒のクラスにいることすら、耐えられなくなったのだ。

　話をしなくてはならない。早急に。でなければ──自分は、二度と白山さんと笑い合うことができなくなってしまうだろう。

「あ、そ、そう？　わかった、じゃ、先生にはうまく言っとく」

「ああ、悪いな、宮代」

「いいよ別に。ちゃんと連れ戻して来るのよ。このあとには、後夜祭もあるんだからさ」

　なぜか顔を赤らめて、宮代はそう言った。そういえば、遠とお咲さき先せん輩ぱいが、後夜祭のフォークダンスがどうのと言っていた気がする。しかし、それもすべて、白山さんを説得したあとのことだ。そう考え、衡は教室を後にした。




　　　　◆




　遠くから、祭りの余よ韻いんが伝わってくる。

　白山さんと手を繫つないで歩きながら、九衛クノエはふと振り返り、その余韻を名な残ごり惜しむように目を細めた。

「……ごめんね、九衛」

　不意に謝られて、九衛は混乱した。主人に謝られなくてはならないことなど、なにもないはずだ。

　むしろ、自分のほうこそ──額を土にこすりつけてでも謝らなくてはならないことを、してしまった。

　手には、まだあのときの感触が残っている。衡の肉を抉えぐったときの感触。

　今まで、幾いく人にんもの阿ア頼ラ耶ヤ識シキを斬きってきた。腕を飛ばしたことも、首を刎はねたこともある。そのときと似たような感触だった。似ていながら、決して同じではない感触だった。

　忘れられそうにない。

　唇を震ふるわせて、九衛クノエは睫まつ毛げを伏せた。絞り出すように、白しろ山やまさんに言う。

「あ、謝らなくてはならないのは、九衛のほうです。九衛が、あんなことをしなければ──

「九衛」

　白山さんが小さくつぶやいただけで、九衛はぐっと押し黙ってしまった。

「いいの。そのことは。もう」

「え……」

「そういうことが、問題なんじゃ、ないから」

　九衛は目を何度も瞬まばたかせて、敬けい愛あいする主人の横顔を見つめた。その面差しは、見ようによっては、笑んでいるようにも見える。すべての望みを絶たれたものの笑み。

　あのあと、一体なにがあったのだろう、と九衛は薄うす寒さむい感覚と共に考えた。

　白山さんによって鞄かばんに連れ戻されたあと、なにがあったのかは知らない。ただじっと、自責の念に苛さいなまれていたからだ。次に鞄の外に出ることを許されたのはつい先ほど。この道の真ん中で、白山さんに召しよう喚かんされたのだ。

　一緒にいて、と言われた。はい、と答えた。普段であれば心こころ躍おどる提案は、しかし今の九衛にとっては、胸を重くするものでしかなかった。

　白山さんは、多くを語らなかった。ただ、傍そばにいて、とつぶやいただけだ。

　うら寂しい道の真ん中で、手を繫つなぎながら、黒白二人の少女が歩いていく。

「……シロさま」

　なにがあったのかを、尋たずねようとする。どうして衡こうがいないのか。いつも一緒にいたはずなのに。やっぱり、いくら衡でも、怒ってしまったのだろうか。それはそうだ。痛みに慣れているといって、九衛に慣れているといって、腕の肉を抉えぐられて怒らない奴やつなんていうのは、想像がてきない。

　そして、九衛が為なしたことの責任を、すべてシロさまがお被かぶりになったのだ──そう思うだけで、九衛はぐっとうつむいてしまう。普段の強気はすべて消し飛び、ただ主あるじに不ふ忠ちゆうな行いをしてしまったという、重たい後悔と苦悩だけが九衛を包み込んでいた。

「ねえ、九衛」

　不意に、白山さんが口を開いた。

「え、あっ、はい！　な、なんでしょう！」

「……やっぱり、あなたの言っていたことが、正しかったのかもしれないね」

　なんのことか、よくわからなかった。ちょこんと首をかしげると、白山さんは笑った。どこか、虚うつろにも見える笑顔。

「わたしは、ここにいるべきじゃないのかもしれない」

「────」

「鞄かばんの外の人たちと──関わるべきじゃ、なかったのかもしれない」

　その言葉の重みは、恐らくは九衛クノエにしかわからないものだった。

　常々、九衛はそう思いつづけてきた。外にいるニンゲンはクズばかりなのだから、自らの主人が彼らに塗まみれて生きていくのはやめてほしいと。自分と鞄だけを傍かたわらに置いて、ひっそりと生活を送りつづけていけば、それでいいではないかと。

　思っただけではない。実際に、口にしたこともある。外にいたって傷つくだけだし、傷つくシロさまのことを見ていたくはない──ほとんど寝物語のような曖あい昧まいさではあったが、そう口にした記き憶おくもあった。

　その度たびに、白しろ山やまさんはかぶりを振って、それを否定したものだ。

　なのに、今。白山さんは、九衛の言葉を正しいものとして受け止めはじめている。

「シ、シロさま……」

　なにが彼女にそうさせたのか──考えるまでもなかった。先ほどの九衛の行動と、それが引き起こした結果が、白山さんに重大な変化を与えたのだろう。

　数ヶ月前の九衛なら、両手を挙げて賛同しているところだ。その頃ころの九衛は、知らなかったから。外の世界にはマシなニンゲンもいるということを。ウミやヤマやマツリなどといった、心こころ躍おどる世界が広がっているということを。白山さんが、その世界を捨てきれずにいる理由を。なにも知らなかったからだ。

　しかし、今は──

「……そんな、そんなことは、」

　うつむき、鞄を見下ろしながら、九衛は不ふ明めい瞭りような言葉を口にする。かつて自分が発した言葉が、今の彼女を縛しばり付けていた。そんなことはないだなんて、今さらどの口が言えるのだろう。

　鞄にくくりつけられた、風船ライオンが目に入った。

　これをタダでくれたピエロの姿が脳のう裏りに浮かんだ。クズばかりのニンゲンども。でも。でも、すべてがそうではない。イオリは間違いなく良い奴やつだ。セイランだって悪いニンゲンじゃない。トオサキは悪い奴かもしれないけれど、少なくともシロさまを悲しませたことはない。

　それに、コウ。

　あの少年、自分が傷つけた『呪のろい』の少年のことを考えると、なぜか胸がじくりと疼うずいた。ムール・ミュールとじゃれ合っているところを想像すると、その疼きはさらに強いものとなった。あいつのことを信頼しているわけではない。九衛を差し置いてシロさまと仲良くしているいけすかない野郎だ。あんな奴のことは、好きでもなんでもない。

　それでも。

　あいつと、離れ離れになるのは──いやだった。

　それは、九衛だけではない。きっと白山さんも同じだろうという確信がある。おずおずと横を見ると、白しろ山やまさんはどこか遠くを眺めていた。自分と同じようなことを考えているのかもしれない、と理由もなく直感した九衛クノエは、それを尋たずねてみようとした。

　そのとき、後ろから二人を呼ばわる声が聞こえてきた。

「白山さん、九衛！　待ってくれ！」

　二人は、同時に後ろを振り返った。

　ぐっと、喉のどを詰まらせた。衡こうだった。当然のように背後にムール・ミュールを従えているが、その表情は真剣そのもの、まっすぐに延びる遊歩道を、小走りに近づいてくる。覚悟も決まらぬまま、九衛は足を止めようとして、

「走って、九衛！」

　白山さんは、駆け出していた。

「えっ？　あ、あの──」

「いいから、早く！」

　主人の命令に、これ以上背そむくわけにはいかない。九衛は白山さんを追うようにして走り出し、あっという間に主人を追い抜いてしまった。不安そうに、白山さんと、そして後ろから追いかけてくる衡を交互に見比べる。

「あっ、ちょ、ちょっと──！」

　衡も走り出していた。残念なことに、白山さんはあまり運動が得意とは言えない。その距離はみるみるうちに詰まっていき、白山さんの顔が紛まぎれもない恐怖で歪ゆがむ。

　それを見て、九衛は決意した。二人のあいだになにがあったのか、なぜシロさまが逃げなくてはならないのか、それは自分にはわからない。けれど、こんな表情をさせるのなら──コウの奴やつを近づけるわけには、いかない。

「シロさま、失礼します！」

　返事は待たずに、九衛は白山さんの身体を軽々と持ち上げた。「ひゃっ!?」という小さな悲鳴が聞こえてきたが、九衛は頓とん着ちやくしなかった。肩に担かつぎ上げて、背後から呼びかけてくる衡の制止になど耳を傾けず、彼女は目の前の建物に向かって、一直線に走り抜けていった。




　見覚えのある建物だった。いつ見たのかは忘れてしまったが、いつか目にした記き憶おくがある。

　白山さんは、この建物を知っているようだった。まあ、この『コウコウ』に通う『セイト』なのだから、当然といえば当然かもしれない。

「……ここで、いいんですか？」

「う、うん、ありがとう、九衛。あのっ、こ、衡くんには、わたしがここにいるって言わないでね！」

　もちろんです、と頷うなずいて、九衛は棚の扉を閉めた。それから、首をかしげる。

　どうしてそこまでして衡と顔を合わせたくないのか、聞きそびれてしまった。しかし、まあ、それはいい。主人の行動原理など知る必要はない。九衛クノエはただ、彼女の意志を果たす役割を務めればいいのだ。──その意志が、なんであれ。

　白しろ山やまさんが隠かくれた棚から離れて、薄うす暗ぐらい倉庫から出る。しんと静まり返った校舎の中には、足音がよく響ひびいた。迷いなくこちらに近づいてくる。誰だれのものなのかは、考えるまでもないだろう。

　やがて、衡こうが階段の踊り場に姿を現した。

「九衛。白山さんはどこだ？」

　間かん髪はつを入れずに、衡はそう尋たずねてくる。背後にいるムール・ミュールを見上げて、九衛はむっつりと押し黙った。ただ立ち尽くすだけで、辛しん辣らつな言葉をひとつも口にできなかったのは──肉を抉えぐる感触が、いまだに色濃く手のひらに残っているからでもあった。

「頼む、教えてくれ。おれは、あの子と話さなくちゃいけないんだ」

　衡は迷いなく九衛に近づいてきて、その両肩に手を置いた。

　普段の九衛なら、振り払うことができるはずだった。それが自らの主人の意志に適かなうと、芯しんから信じることができただろうから。

　しかし、今は、無理だった。

　きかん気の強い子供のように、唇をとがらせてうつむいてしまう。衡がなにかを言っていたが、耳には届いていなかった。ただ、ひとつのことがぐるぐると頭を巡めぐっている。

　このままでは、いけない。

　シロさまのお心は、この世界から離れつつある。誰のせいかは言うまでもない──自分のせいだ。自分が犯おかしたとんでもない過あやまちに、シロさまは苛さいなまれているのだ。誰でもない、九衛を大事に思うあまりに、彼女は九衛のミスまでも自分の責任として捉とらえてしまうから。

　けれど、それは、いけない。

　九衛のミスは、九衛の責任だ。主人のせいにすることなど、できはしない。過ちを犯したのならば、九衛本人の手によって、償つぐなわなくては。

　おずおずと、九衛は顔を上げた。

　衡と目が合う。彼の表情には、九衛を責めるような色はどこにも見当たらなかった。それが、救いと言えば救いだった。あれだけの痛みを与えた九衛のことを、衡は少しも怒っていないらしい。

「……コウ、あのな、」

　揺らぐ瞳ひとみで、九衛は衡を見上げる。その表情に、衡は息を吞のんだ。白山さんの居場所を尋ねるのをやめて、じっと九衛の顔を覗のぞき込んでくる。言いたいことがあるのなら言えと、その目が物語っていた。

「………………」

　ごくり、と唾つばを飲み込む。その言葉を口にするのには勇気が必要だった。阿ア頼ラ耶ヤ識シキどもに立ち向かうのとはまったく別種の勇気。拒否されることを恐れない勇気。

　それを振り絞って、九衛クノエは、かすれた声で言った。

「ご、────ごめん、なさい」

　衡こうの目が、点になった。

「は？」

「あのとき、おまえに、おまえのことを攻こう撃げきしてしまって、悪かった。ごめんなさい。反省、している」

　謝り方など知らなかった。まして白しろ山やまさん以外のニンゲンに頭を下げることなど、ほとんど初めてだった。ぐっと直角に身体を折り曲げて、九衛は絞り出すように言う。

「お、おまえのことを狙ねらったのじゃなかったんだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキをやるつもりで──いや、そんなのは言い訳だ。九衛が、おまえを傷つけたことは、紛まぎれもない事実なんだから」

「いや、あのな、九衛──」

「でも！」

　ばっと、九衛は上体を起こした。目を大きく見開いて、親に縋すがる子供のような必死さで、九衛は衡に詰め寄った。

「で、でも！　あれは──九衛だけが悪いんだ！　罰ばつするなら、九衛を罰してくれ！　お願いだから、なんでもするから、シロさまのことを、悪く思わないでくれ！」
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「だ、だから、待てって！」

「お願いだ、このとおりだ！　おまえが望むなら、『夜よる房ふさ』も貸してやる。あ、あの風船ライオンだって──くれてやってもいいんだ！　だから、頼むから、」

　ひゅっと、鋭く息を吞のみ込んで、九衛クノエは衡こうの服を摑つかんだ。小さな手で、藁わらにも縋すがるように。額をぎゅっと衡の胸に押しつけたのは、自らの情けない表情を、衡にもムール・ミュールにも見られたくなかっただけだ。

「──お願いだから、コウ。シロさまのことを、嫌きらいに、ならないでくれ──」

　それが。

　九衛の出した、結論だった。

　それ以外に考えられない。あのシロさまが、外の世界を忌き避ひするようなことを言うなんて。

　九衛はワガママで頭の巡めぐりも悪いが、動物的な直感だけは冴さえている。白しろ山やまさんが、自らの主人が、この平ひら沢さわ衡というニンゲンに好意を抱いているということは、薄うす々うすながら感づいていた。だからこそ、衡のことが気に入らなかった。本当は、決して嫌いになるような性格ではなかったのに。

　その衡が、シロさまを嫌ってしまったら。

　九衛は想像する。巡りの悪い頭で、必死に。好きな相手に嫌われる苦痛というものを。たとえば、自分が白山さんに嫌われたときのことを想像する。シロさまが、目も合わせてくれなくなったら、話もしてくれなくなったら、鞄かばんから呼ぶことすらしてくれなくなったら──

　それ以上辛つらいことは、この世にはない。

　そして、シロさまは今この瞬しゆん間かんも、衡に嫌われてしまったのではないかと恐れて、あんな場所で縮ちぢこまっているのだ。

　九衛には、どうすることもできない。自分がその原因を作ったからだ。それならば、せめて。

「く、九衛がやったことは、すべて九衛の責任だ！　シロさまには関係ないから、だから、頼む、シロさまのことを、好きでいてくれ。シロさまと、一緒にいてやってくれ。九衛はどうなっても構わないから、だから──！」

　と、ムール・ミュールが険けわしく眉まゆを寄せた。衡の周りを漂ただよいながら、苛いら立だたしげに腕を組み、

「……なにを、勝手な！　あなた、自分が一体なにをしたのか、わかって──」

「ムール・ミュール！　やめろ」

　衡が小さく叫んで、そんなムール・ミュールを制した。そのあいだにも、ぎゅっと目を閉じて、九衛は決して衡の服から手を離そうとはしなかった。途中から、自分がなにを喋しやべっているのかもわからなくなってしまった。ただ、こんなにも必死になってお願いしたことは、今まで一度もなかった。

　ふと。

　九衛は、自分の頭の上になにかが載のっていることに気づいた。

　おずおずと、視線を上げると、衡こうが笑っていた。出来の悪い妹を見る兄のような視線で、彼は九衛クノエの頭をよしよしと撫なでている。目が合うと、彼は笑ったまま首を振り、

「あのなあ、ひとりで勝手に盛り上がるなよ。誰だれが誰のことを嫌きらいになるって？」

「──え、いや、だから──」

「おれが白しろ山やまさんを嫌いになることなんて、あるはずがないだろ。それじゃあ、たとえば九衛、おまえは白山さんのことが嫌いか？」

　九衛は慌あわてて首を振った。そんなこと！　『囊界ノーガ』がひっくり返っても起こるはずがない。

「そうだろ。なら、おれも同じだ。安心しろ」

　腰が抜けそうなほどの安あん堵どが、九衛の全身を支配した。

　不覚にも、がくりと崩れ落ちそうになる。それを支えたのは、やはり衡の腕だった。その腕が、思ったよりも力強いことに気がついて──なぜか、顔が熱くなった。それをごまかすために、邪じや険けんに振り払って、九衛は衡から距離を取る。

「……わ、わかってくれたなら、それでいい」

　以前に戻ってしまったかのような、不ふ遜そんな態度。ムール・ミュールは不快そうにしていたが、衡は苦笑していた。と、ふと真ま面じ目めな顔に戻り、再び尋たずねる。

「おまえと同じ誤ご解かいを、白山さんもしているのか？」

「……た、多分。はっきり、聞いたわけじゃないけど……」

「なら、それを解かないといけない。どこにいるか教えてくれ」

　迷ったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。「ここにいるって教えないで」と言った白山さんの命令に、またも反することになる。しかし、そうしなければ──シロさまは、ずっと傷ついたままだ。そちらのほうが、はるかに不ふ忠ちゆうに値すると、九衛は判断した。

「……そこの教室の、向かって左側の棚の中だ。よろしく、頼む」

　もう一度、九衛は頭を下げる。衡は力強く頷うなずいて、教室の中へと入っていった。

　決着の場に、居合わせる勇気はなかった。ずいぶん臆おく病びようになってしまったものだ、と自じ嘲ちようして、九衛はその場に、ずるずるとへたり込んだ。




　　　　◆




　第三倉庫に入った衡は、この部屋に見覚えがあることに気づいた。

　そこは、衡が初めて鞄かばんの怪かい異いを目の当たりにした場所だった。

　入学して一ヶ月ほどの、春の終わり。もちろんそのときには、世界を包んだ鞄のことなど想像もしていなかった。あれから半年も経っていないのに、『囊界ノーガ』にも『領域ナワバリ』にも阿ア頼ラ耶ヤ識シキにも、そして『守憑霊ツキダマ』にも、今ではすっかり慣れ親しんでしまった。

　それになによりも、白山閑しず花かという女の子にも。

　二人のことを、衡こうは気に入っていた。その関係を崩したくはなかった。背後に漂ただようムール・ミュールは、確かに善ぜん良りような阿ア頼ラ耶ヤ識シキだけれども──衡は、勘かん違ちがいしていたのだ。

　善良だろうが邪じや悪あくだろうが、白しろ山やまさんを傷つけようとするならば、それはすべて敵だ。

「白山さん？」

　九衛クノエに尋たずねる必要はなかったかもしれない。無人の倉庫にそう呼ばわると、左側の棚が思いっきり「がたん！」と音を立てた。隠かくれている意味がない。

　とはいえ、いきなり暴き立てるのも考えものだ。衡は少し考え、もう一度声を響ひびかせた。

「開けていい？」

「だっ、だめ！」

　悲鳴のような声が、棚の中から聞こえてきた。衡はそれに逆らうことはしなかった。ただ、静かに優やさしく、呼びかけただけだ。

「それなら、自分から出てきてくれないかな？」

「…………」

　ずいぶん長い間、白山さんは逡しゆん巡じゆんしていた。が、逃げ場がないとわかると、諦あきらめたように棚から這はい出てきて、その場に立ち上がった。

　赤くなった目元を衡に向けて、白山さんは開口一番、こう言った。

「……ごめんなさい」

　衡は首を振る。白山さんに近づこうとする。しかし、衡が近づいただけ、白山さんは後ずさる。まるで彼に怯おびえているかのように。

「白山さんが謝ることはない。別におれは、なにも──」

「ううん！」

　静まり返った教室に、その声はやけに大きく響いた。あるいは、それを発したのがあの白山さんだったから、余計に大きく聞こえたのかもしれない。

「本当はわかってたの。わたしが、──わたしが、衡くんを、危険な目に遭あわせてるって」

　白山さんはうつむいて、吐き出すようにそう言った。白い髪が顔を覆おおい隠して、どんな表情をしているのか窺うかがい知ることはできなかった。

「わかっていたはずなのに。離れられなかった。離れるべきだったのに。わたしの鞄かばんが危険を撒まき散ちらすって、よくないものを引きつけるって──わかっていたはずなのに」

「違う、白山さん、それは、」

「違わない!!」

　白山さんは激しくかぶりを振った。美しい純じゆん白ぱくの髪が千ち々ぢに乱れて、蛍けい光こう灯とうの無情な光の下で何かが煌きらめいた。涙だ、と気づくまで、しばらくかかった。

　白山さんが、泣いている。

　そうさせたのは、他でもない──自分自身だ。

「アカシャのときだって、流リユウ姐ジエのときだって──いつだって、わたしが衡こうくんを危険な目に遭あわせた！　わたしが、わたしさえいなければ、衡くんは阿ア頼ラ耶ヤ識シキに襲われることはなかったはずなのに！」

　かつてない白しろ山やまさんの激げき情じように、衡は狼ろう狽ばいする。否定しようとする。

「それは白山さんのせいじゃないだろ？　阿ア頼ラ耶ヤ識シキが勝手に襲ってくるのが悪いんだし、それに、おれだって自分から望んできみの手助けをしたんだ！　それでおれが傷ついたからといって、きみのせいじゃ──」

「本当に、そうでしょうか？」

　不意に響ひびいた声に、衡は言葉を止めて後ろを振り向いた。

　ムール・ミュールが、顕けん現げんしている。浮かぶハートに腰かけて、鎖くさりに繫つながれた手を上げて、彼女は紅くれない色いろの髪を搔かき上げた。その視線は、白山さんにだけ据すえられている。

　衡はうんざりとつぶやく。

「ムール・ミュール。また邪じや魔まをするつもりか」

「邪魔ではありません。わたくしも、お二方の話し合いに口を出す権利があります」

「権利……？」

「だって。衡さまは、わたくしの想い人なのですから」

　ゆったりとそう言って、ムール・ミュールはハートから降り、衡に寄より添そってきた。普段ならばどぎまぎしていただろうが、今の衡は大事な話し合いを邪魔された腹立ちに満ちていた。いつものように右腕を振り、彼女を弾はじき飛ばそうとして、実体化していることに気づく。

　ムール・ミュールはにっこりと笑った。

「衡さまも、さっき仰おつしやってくださったじゃありませんか。わたくしは、間違ったことを言ったわけではないと」

「それは──」

「それは、わたくしのことを選んでくださったということでしょう？」

　白山さんが身を固くし、今度こそ衡は、はっきりとムール・ミュールの言葉を否定した。

「違う！　なんでそうなるんだ!?」

「なんでそうならないのかが、わたくしにはわかりません。だって、白山さまの傍そばにいても、衡さまには危険しかないじゃありませんか。白山さまに、一体なにができるというのです？　衡さまを守る力すらない、わたくしのように傷を癒いやすことさえできない彼女に」

「なにかしてもらおうと思って、彼女を助けるわけじゃない！」

「そんな関係は、対等とは言えません」

　冷淡につぶやいて、ムール・ミュールは衡の胸に手を添える。そうしながら、彼女は白山さんに目を向けた。

「白山さま」

　名を呼ばれただけで、白しろ山やまさんは身体を震ふるわせる。衡こうに寄より添そうムール・ミュールの姿を見ないように、きつく目を閉じてそっぽを向く。できるのなら、耳も塞ふさいでいただろう。しかしムール・ミュールは、それを許さなかった。

「今、あなたは、ご自分が衡さまを危険な目に遭あわせていると、そう仰おつしやいましたね。それなら──どうすればいいのか、おわかりですよね」

「勝手に話を進めるな！　これは、おれと白山さんの問題だ！」

「わたくしの問題でもあります。白山さまがおひとりで阿ア頼ラ耶ヤ識シキと立ち向かうというのなら、わたくしだって止めはしません。お好きなようになさってください。けれど──愛いとしい人の命を巻き込まれるとあっては、黙っているわけには参りません！」

　ムール・ミュールの言葉には、一切の迷いがない。真しん摯しに見つめるその瞳ひとみは、ただひとつの目的──衡と結ばれるということしか、見み据すえてはいない。

　見習うべきだ、と思う。

　この潔いさぎよさを。行動力を。自分の目的を遂とげるためであれば、他人を排はいすることになんの躊躇ためらいも見せない非情さを。自分も、見習うべきなのだ。

「……ムール・ミュール」

　名を呼ばれて、ムール・ミュールはかすかに顔を強こわばらせた。構わずに、衡は淡々と言葉を紡つむぐ。

「おまえの言うとおりかもしれないな。確かに、そのとおりだ」

「……？　衡さま……？」

　突然自らの言葉を認められて、ムール・ミュールは喜ぶよりも先に戸と惑まどった。嫌いやな予感が彼女の心を覆おおい尽くしていくのが、目に見えるようだった。恋人のような至近距離で、睦むつ言ごとのような会話を交わす二人を、白山さんはじっと見守っている。

「大切な人が危険に巻き込まれて、黙っていられるはずがない、か。ああ、おれもそう思うよ。だからこそ、おれは、白山さんを放っておくことができないんだ」

「──────」

　囁ささやくように小さな声だったが、静まり返った教室に響ひびくには十分だった。吐と息いきのかかる至近距離で、ムール・ミュールの瑠る璃り色いろの瞳ひとみが見開かれる。

　構わない、そう思った。ムール・ミュールは決して悪い阿ア頼ラ耶ヤ識シキではない。善ぜん良りようで純じゆん粋すいで、衡のことを一いち途ずに思ってくれている。憎にくかろうはずがない。

　しかし。

「なぜ白山さんの傍そばにいるのか、と聞いたな、ムール・ミュール。答えは決まってるさ」

　白山さんを、傷つけることだけは、絶対に許すことができなかった。

「おれがそうしたいからだ。白山さんの傍にいて、白山さんが笑いかけてくれる。見返りがあってこそ対等な関係だというのならば、おれの見返りはそれだけで十分だ」

「……衡こう、くん」

　か細い声が、遠くから聞こえた。静寂の中でもなお小さい、独り言のようにも響ひびく声。

　しかし、衡が白しろ山やまさんの声を聞き逃すはずがなかった。

　白山さんのほうを向く。緊きん張ちように、手のひらが濡ぬれているのがわかる。その汗を握り締めるようにして拳こぶしを固めながら、衡は宣言しようとした。すべてのいざこざに決着をつける、最後の一言を。自分の気持ちを。

　そして──ムール・ミュールが、それを許すはずがなかった。

　二つの白い手が伸びて、衡の頰ほおを挟み込んだ。首が折れるのではないかと思うほどの力で、強引に前を向かせる。ムール・ミュールに抗こう議ぎをしようと思ったが、できなかった。

　なぜなら、言葉を紡つむぐべき唇は、ムール・ミュールのそれで塞ふさがれていたからだ。

「ん、────っ!?　むぐぅ!!」

　衡は身をよじって逃れようとする。が、ムール・ミュールの細い身体のどこにそんな力があったのか、首根っこに抱きつく腕は鋼はがねのようで、とてもではないが引きはがせそうにない。

　唇が一いつ瞬しゆんだけ離れ、その次の瞬間にはさらに深くキスをされる。目を白黒させている衡の歯を、ムール・ミュールの舌がそっとなぞっていく。得体の知れない電流が背筋を走り抜けていき、衡は身体から力が抜けるのを感じる。

　やがて、ムール・ミュールはようやく、唇を離した。

　頰を上気させ、美しい瞳ひとみは涙に潤うるんでいる。それがなんの涙なのか、衡には理解できなかった。濡れた唇を愛いとおしそうに拭ぬぐって、ムール・ミュールは吐き出すように言う。

「聞きたくありません！　そんな言葉なんて、わたくしは、絶対に！」

　それまでの賢さかしらな態度をかなぐり捨てるような、それは、魂たましいからの叫びだった。衡の頰を挟んでいた手が、拳を作って彼の胸を叩たたく。少しも痛くはなかったが、振しん動どうは胸の奥にまで届いていた。

「どうして、どうしてあの人なんですか!?　なにもしていないじゃないですか！　同じ舞台に立ってさえいないのに、そんな人に衡さまを取られるなんて──そんなこと、許せるはずがありません！」

　吐き出すような叫びを、直視することができなかった。衡は唇に手を遣やって、それから反射的に白山さんの様子を窺うかがってしまった。

　死人のような顔。

　そう表現するのが、もっとも相応ふさわしいだろう。唇を震ふるわせて、彼女はなにかを口にしようとしたが、まとまりのある言葉にはならなかった。ただその表情だけが、彼女が限界の縁ふちにあることを示していた。

　うつむく。一筋の涙が流れて、頰から滑すべり落ち、煌きらめいて空中を彩いろどる。その涙の粒だけを残して、白山さんは走り出した。

「白しろ山やまさん！」

　自らの脇をすり抜けて、教室から出て行こうとする白山さんの手首を、衡こうは危ういところで摑つかんだ。今、距離を置いてしまえば、その距離は永遠に埋められないものになってしまうだろうという直感があった。だから、この手を離すわけにはいかなかった。絶対に。

　それは、ムール・ミュールにもわかっていたらしい。

　だからこそ、彼女はその手を離させようとした。

　白山さんの姿を追った衡の横顔を、ムール・ミュールは絶望に等しい表情で見つめていた。瑠る璃り色いろの瞳ひとみから一筋の涙が流れたが、衡がそれを顧かえりみることはない。その事実が、ムール・ミュールを行動に移させた。

　二人を繫つなぐ、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の鎖くさり。

　ムール・ミュールは咄とつ嗟さにそれを摑んだ。

　衡が白山さんの手首を握ったのと同時に、思いっきりそれを引っ張る。いつも衡がムール・ミュールを振り回すのとまったく同じ要領で、けれども今回はあべこべに、ムール・ミュールが衡のことを引っ張ったのだ。

　白山さんを止めるために、不自然な体たい勢せいになっていた衡を引き倒すには、それで十分だった。

「うわっ!?」

　背中から、というより後頭部からまともに転倒した。固い床に頭を打ち付ける。さっきも同じようなことがあったよな、という考えだけが、かろうじて思考の糸を繫ぎ止め、

「きゃあっ!?」

　重なるように倒れ込んできた白山さんの額に、思いっきり頭突きをされた。糸をぷっつりと切断するには十分なほどの、衝しよう撃げきのサンドイッチ。衡の意識はなすすべもなく、闇やみに閉ざされていった。




　　　　◆




　もちろん、罪悪感がなかったわけではない。

　ムール・ミュールは、恋のために存在する阿ア頼ラ耶ヤ識シキだ。目覚めると同時に想い人を定め、その人と添そい遂とげることのみを無上の喜びとする、風変わりな阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。彼女が望んでそうしているわけではない。ただ、ムール・ミュールはそういう存在なのだ。

　かといって、その恋情が偽いつわりのものかといえば、それは違う。ムール・ミュールは、誰だれよりも──そう、外の世界にいる誰よりも、真しん摯しに自らの恋を追い求める。慕したう相手が傷つく姿など見たいと思うはずもなく、まして自分が傷つけることなど想像もしていなかった。

　それでも。

　いや、それだからこそ。

　深い恋情のゆえにこそ、ムール・ミュールは、想い人が誰だれかに奪われてしまうということを、なによりも恐れていたのだ。

「………………」

　後頭部を打ち付けて、ぐったりとした衡こうを見下ろして、ムール・ミュールはぞっとした。自分がしてしまったことの重さに、胸が押しつぶされそうになる。慌あわてて衡を抱え起こして、その口元に耳を当てる。呼吸音。胸を撫なで下ろす。意識を失っただけのようだ。

「……な、なにを……？」

　身を起こした白しろ山やまさんが、よくわかっていないような口ぶりで、そうつぶやいた。衡を失うことの恐怖に凍こごえていた心が、その一言で再燃焼する。

　白山閑しず花か。鞄かばんの持ち主であり、そして、自分の最大の敵。

　そのことが、ムール・ミュールにはわかっていた。ずっと早く、ほとんど彼女と出会ったときから、この少女こそが真っ先に排はい除じよしなくてはならない相手だと、直感していた。

　その直感は正しかった。おかげで、ムール・ミュールの手て練れん手て管くだをもってしても、平ひら沢さわ衡を籠ろう絡らくすることはできなかった。人間の少年という、この世でもっとも女性の誘ゆう惑わくに弱い人種なのに、彼はムール・ミュールの肌に触れることさえしなかった。

　衡の上半身を、後ろから抱きすくめて、ムール・ミュールは白山さんをきっとにらんだ。

「衡さまは、わたくしのものです。あなたなんかには、渡しません」

「────」

　息を吞のんで背筋を伸ばし、白山さんはその視線を受け止めている。その表情には臆おく病びようが混じっている。付け入る隙すきがあるのならば、とムール・ミュールは思う。彼女の性格こそが、その隙なのだ。

「衡さまと添そい遂とげるためだけ。それだけが、わたくしの望みなのです。白山さま、今までのご無礼はお詫わびします。ですから、どうか。どうかわたくしから、その望みを奪わないでくださいまし」

　泣くような、怒るような。すがるような、吐き出すような。あらゆる感情が混ざり合い、どれが本心なのかを判別することは、ムール・ミュール自身にもできなくなっていた。あるいは、それらすべてがムール・ミュールの真実なのだろう。衡のことを諦あきらめてくれるのならば、ムール・ミュールは白山さんの足下にひれ伏すことも厭いとわなかっただろう。

　しかし──

　白山さんは、答えない。

　うつむき、その白い髪がかすかに揺れる。首を振ったのかもしれない。少なくとも、ムール・ミュールの言葉を受け入れたようには、見えなかった。

「わたしは、」

　一いつ瞬しゆんだけ言葉を詰まらせ、白山さんは顔を上げる。正面から、ムール・ミュールを見み据すえ、

「……わたしのほうが。先に、衡こうくんに会ったんです」

　彼女は、震ふるえる声でそうつぶやいた。

　いつも誰だれかに守られていた。『守憑霊ツキダマ』である九衛クノエに守られ傅かしずかれ、そうでないときも衡に伊い織おりに遠とお咲さき先せん輩ぱいと、彼女を保護する、保護しようとするものはどこにでもいた。

　今は誰もいない。

　けれど、白しろ山やまさんは、逃げようとはしなかった。

「あなたよりも先に。もしも、あなたのほうが先だったら、諦あきらめていたかもしれないけれど、」

「時間の問題ではありません。気持ちの問題です」

　みなまで言わせず、ムール・ミュールはそう斬きり捨てた。白山さんの表情が、まさしく攻こう撃げきされたかのように歪ゆがむ。衡の身体を抱きしめるムール・ミュールのことを、悲しげに見つめる。

「……そう、ですよね。気持ちの問題。でも、それは──わたしだって、同じです」

　手を伸ばして、手に添そえる。自らの手首を握り締める、衡の手に。

　その顔が歪む。なによりも自らの情けなさを嫌けん悪おしているかのように、けれども、そのことをこれ以上証明しようとはしなかった。衡の手を握り締めたまま、白山さんはなけなしの勇気を振り絞って、ムール・ミュールと相対した。

「衡くんは、わたしの傍そばにいたいって言ってくれました。それは、わたしも同じなんです。わたしだって、衡くんの傍にいたい。近くにいて、お喋しやべりしたり、ふざけたり、笑ったり、そういうことを、していたいんです」

　ムール・ミュールは、唇を嚙かみしめた。

　なによりも戦わなくてはならないのは、自らの胸に滲にじみ出てくる黒い気持ちだった。それを抑えながら、ムール・ミュールは拳こぶしを握り締め、

「鞄かばんの持ち主であるあなたが傍にいれば、衡さまを危険に晒さらしてしまうのですよ。そのことを、わかっていらっしゃるのですか？」

「わかっています」

　素早くそう答えて、白山さんも手に力を込める。そうすることで、勇気を振り絞ろうとしているのかもしれない。

「わたしのせいで、衡くんが傷ついているって、わかっているつもり、です」

「でしたら──」

「でも！」

　大声で遮さえぎって、白山さんは身を乗り出した。

「でも、離れたくないの！　衡くんと、一緒にいたい！　あなたがそうであるように──わたしだって、衡くんの近くにいたいんです！」

「──────」

「……わたしだって」

　不思議な色の瞳ひとみから、涙がこぼれる。ぽろぽろと、はらはらと、頰ほおを濡ぬらして彼女はうつむく。したたり落ちる涙の粒は、衡こうの顔に当たってそれを濡らした。

「わたしだって、同じなんだもん。ムール・ミュールさんと、同じように」

　固く、固く、白く小さな手を握り締めて、そして白しろ山やまさんは、はっきりと言った。




「──わたしだって、衡くんのことが、好きなんだもん」




　黒い気持ちが、溢あふれてくる。

　それは、誰だれかを傷つけようとする心ではない。憎にくしみでも怒りでも悲しみでもない。そういった感情は、あらゆる意味でエネルギーになるということを、恋情になによりも通じるムール・ミュールは知っていた。恋こい敵がたきを憎む気持ちも、想い人を怒る気持ちも、ムール・ミュールにとってはすべてが自らの恋を成じよう就じゆさせるための原動力だった。

　しかし、今彼女の心を支配しつつあるのは、そういった感情ではなかった。

　今に始まったことではない。衡が白山さんを見るときの表情が、すねた白山さんに狼ろう狽ばいする衡の態度が、白山さんに微笑ほほえみかけられたときの衡の嬉うれしそうな顔が。それらすべてが、ムール・ミュールの中の気持ちを育てる土ど壌じようとなっていた。

　その気持ちは、『諦あきらめ』と呼ばれるたぐいのものだ。
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「……だ、だからって、」

　それでも、ムール・ミュールはなお抗こう弁べんしようとした。こんな諦あきらめごときで、自らの存在を否定されるわけにはいかなかった。自らと同じ舞台に立ち、ついに明確な敵となった白しろ山やまさんに対して、ムール・ミュールはなおも攻こう撃げきしようとして、

　気づいた。

『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の、純じゆん白ぱくに塗り分けられた心しん室しつに埋め込まれた、『秤はかり』。

　衡こうの恋心を計るためのそれが──ゼロになっている。

　白から赤へと変わるグラデーションの、真ん中を示していたはずなのに、今では完全に白い箇か所しよを示している。ムール・ミュールは思わず、自らの眼下にある衡の顔を眺めた。

　かすかに、頰ほおが紅あかくなっていた。

「あ……」

　唇から漏もれた声は、ムール・ミュール以外の誰だれにも聞こえなかった。なぜならば、それを大きく圧して、なにかがひび割れる音が響ひびいてきたからだ。

　それは、亀き裂れつの音だ。衡とムール・ミュールを繫つなぐ、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』の鎖くさりが、ほころびはじめていた。

「……、だめ、」

　眉まゆを寄せて、ムール・ミュールはすがるように手を伸ばす。ハート型をした自らの『領域ナワバリ』を引き寄せて、どうにかして繕つくろおうとする。それが無む駄だであることは、他の誰よりも彼女自身がよく知っていた。心というものは、力ではどうすることもできないから。

「──衡さま、お願いします、わたくしを、」

　身を引き裂さかれるような悲しみの中で、ムール・ミュールは衡にすがりついた。ありえない希望だということは、わかりすぎるほどにわかっていたが、ムール・ミュールにはもう他に手だてが残されていなかった。

「わたくしのことを、見捨てないで、くださいまし」

　熱いものが目に滲にじむ。ぎしり、という軋きしんだ音がさらに大きく響く。力で心をどうすることもできないと、わかっていてもムール・ミュールは衡を束そく縛ばくしようとした。その腕に力を込めて、衡の身体を抱きしめようとして、

　白山さんが、そこに腕を差し込んできた。

　驚きのあまり、彼女のほうを見てしまう。白山さんは怒ったような顔をしていた。背後に怯おびえが見え隠かくれする、まるで迫力のない怒りだったが、ムール・ミュールの腕から力を奪うには十分すぎる表情だった。

　束縛が弱まった隙すきを突いて、白山さんは衡の背中に腕を回し、自らのほうへと彼の身体を引き寄せた。ひ弱な腕では衡の体重を支えきることはできず、一緒になって尻しり餅もちをついてしまう。それでも、衡の顔を自らの肩口に埋めさせたまま、白山さんはきっとムール・ミュールをにらみつける。

　絶対に負けず、諦あきらめないという、不ふ屈くつの意志。

　その視線に晒さらされた瞬しゆん間かん──今度は、ムール・ミュールの腕に繫つながる鎖くさりに、ヒビが入った。

「──ああ──」

　嗚お咽えつとも嘆たん息そくともつかない声をあげて、ムール・ミュールはその場に両りよう膝ひざを突き、両手で自らの顔を覆おおい隠かくした。黒い気持ちが胸に広がり、浸しん食しよくしていく。諦めが、自らの恋を手放してしまおうという、ムール・ミュールを倒すことのできる唯ゆい一いつの思いが、彼女の頰ほおを伝っていく。

　ひとつの花を得ようとするなら、もうひとつの花は捨てなくては。

　あの、眼め鏡がねをかけた知的な少女の声が、不意に耳元に蘇よみがえった。ひとつの理解と共に、それは頭の中をぐるぐると巡めぐっている。

　捨てられる花というのは、わたくしのことだ。

　衡こうさまは──白しろ山やまさまを、選んだのだ。

　そう考えた瞬間、大きく砕け散る音が聞こえてきた。しかし、ムール・ミュールはそれを確かめようともしなかった。ただひとつの理解を、自らの恋が破れたのだという認にん識しきを抱えたまま、ムール・ミュールの存在は闇やみへと沈んでいった。




　　　　◆




　ムール・ミュールが倒れ伏した瞬間、奇妙なことが起こった。

　二人を繫いでいた鎖が一瞬にして粉々になり、床に落ちるよりも先に宙に溶とけて消えていく。目を瞠みはった白山さんの前で、ハート型の『領域ナワバリ』が不意に持ち上がり、自ら意思を持つかのように、震ふるえはじめた。

　割れる。

　陶とう器きを引きちぎるような、甲高く耳みみ障ざわりな音が、教室の中を満たした。白山さんは思わず身をすくめ、しかしそんな彼女には目もくれず、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』は、自らの主人の敗北を受けて、その役目を果たそうとしている。

　中央の分割線にぴったり沿う形で、白と黒のハートのかけらになる。ゆっくりと、宙を滑すべってムール・ミュールの元にまでやってきた『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』は、心をなくした主人の身体を中央に据すえて──

　がちん！　と、音を立てて合わさった。

　ムール・ミュールの姿は、ハートの中へと消えた。次の瞬間、再びハートとなった『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』は、くるくると回転しながら、その大きさを縮ちぢめていった。魔ま法ほうのような光景に、白しろ山やまさんは息を詰めて、物も言うことができない。

　数秒後、『死S.にT.至A.るL.恋K.患E.いR』は、最初に白山さんが見つけたときと同じ、ハート型の置物になって、教室の床に転がっていた。

「………………」

　見開いた目を、瞬まばたかせる。口を開く。なにか言おうとしたが、なにを言えばいいのかわからない。

　ただ、ひとつの理解が、余よ韻いんのように胸を浸ひたしていた。

　終わったのだ。

　ムール・ミュールは、もういない。衡こうを取り上げようとしたあの美しい少女は──あの置物の中に消えて、いなくなってしまった。

　喜びはなく、罪悪感があった。最後まで、衡が恋しいと泣いていたムール・ミュールの姿を思い出すと、それはさらに重くのしかかってきた。首を振ってそれを払おうとするが、うまくいかない。いつだってそうだった。自分にとって、罪悪感というものは容よう易いに振り払えるものではなく、澱おりのように積もっていくものでしかない。

　それでも、衡は、ここにいる。

　だから、後悔はなかった。

　床に転がる小さな置物に、ゆっくりと歩み寄って、拾い上げる。ハートを支える台形の陶とう器きに、金属のプレートが埋め込まれている。そこには、こう刻印されていた。『Heart of MurMur』──ムール・ミュールの心。白山さんは目を伏せて、それをスカートのポケットにしまった。

　泣きそうな目をしたまま、衡の身体を苦労して裏うら返がえし、顔をこちらへと向ける。

「──ごめんね、衡くん」

　ぽつりと言う。並べた膝ひざの上に頭を載のせて、白山さんは潤うるんだ目を細め、衡の髪を梳すいた。いつもならばそんなこと、恥ずかしくてとてもできなかっただろうが──今、このときだけは別だ。

「でも、噓うそじゃないから」

　柔やわらかい髪をひと撫なでするごとに、不思議な気持ちが胸の中に広がった。後悔も罪悪感も、すべて消し去って洗い流してしまうような、そんな気持ち。

「ムール・ミュールさんと同じくらい、──ううん、あの人より、ずっと」

　指先が躍おどるように衡の頰ほおを引っ搔かき、身じろぎをした衡に心臓が止まりそうになる。起こすべきだ、というまっとうな理り屈くつが声をあげたが、白山さんの耳には聞こえなかった。少なくとも、彼女の行動を変えるだけの力はなかった。

　まだ。

　まだ、こうしていたい。

　目を覚ましてしまえば、きっと、恥ずかしさのあまりなにもできなくなってしまうから。

　そうなる前に──すべきことがある。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいの言葉を思い出す。ムール・ミュールに負けたくないと願うなら、あの子と同じことをしなさい。あの、怖いけれど頼りになる先輩は、そうアドバイスしてくれた。

「──あの人より、わたしのほうが。ずっとずっと、衡こうくんのこと、大好きだから」

　届いていないとわかっていても、その告白に顔が熱くなった。鼓こ動どうがガソリンを入れられたように速くなっていく。指先は、ついに目的の場所へと到達した。さっきムール・ミュールが唇を重ねた場所へと。

「だから、──いい、よね」

　自分の心臓の音が大きすぎて、声を聞き取ることさえできないようだった。この音で、衡くんが目を覚ましてしまうかもしれない──一いつ瞬しゆん、白しろ山やまさんはそこまで心配した。もう猶ゆう予よはなかった。白山さんはぎゅっと目を閉じて、指先で衡の唇を確認したまま、そこに自らの唇を重ねようとして、

　なにかに阻はばまれた。

「へっ」

　そんな声が、口から漏もれた。思わずのけぞって、目を開けてしまう。

　衡の手のひらが、白山さんの顔を押しとどめていた。

「……お、おはよう」

　衡が目を開けて、身体を起こし、気まずそうに頰ほおを搔かいて、そう言った。

　沈黙と静せい寂じやく。心臓の音はもう聞こえない。止まってしまったようだった──止まってしまえばいいのに、とすら思う。真っ白になった頭の中に、ひとつの疑問が湧わき上がり、それは抑よく制せいされないまま言葉になっていた。

「……………………いつ、から？」

　衡は決して目を合わせようとしない。異様な気まずさが室内に満ち、その中で衡は答えた。

「……衡くんと一緒にいたい、ってところからかな？」

「ほとんど最初からじゃない!!」

　怒ど声せいとも悲鳴ともつかない声が響ひびき渡り、特別教室棟の空気を震ふるわせる。白山さんはリンゴのように顔を真まっ赤かにして、そのまま教室から走り出ていってしまった。
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　実行委員が根ね城じろとしている教室から出てきた宮みや代しろは、必要以上ににこにこしていた。

　伊い織おりは彼女に伴ともなって出頭したのだが、あれほど無む邪じや気きに喜ぶことはできない。もちろん、優勝したことが嬉うれしくないわけではないのだが──さすがに、ここは泣くのも笑うのも、すべて宮代に任せておきたいところだ。彼女が一番苦労をしたのだから、その恩恵を受けるのも宮代が一番でなくてはおかしい。

「さて。それじゃ、後夜祭だね、桐きりがヶ谷や！」

　弾む声で、宮代はそんなことを言って、伊織の長身を振り返った。ああ、と生返事をして、伊織は学園中枢棟から望むグラウンドを見下ろした。

　グラウンドでは、後夜祭の準備が進められている。周辺を取り囲むように立ち並んでいる出店はまだ営業している──というか、売れ残りをタダ同然に売りさばいていて、そこだけはまだ学園祭が続いているような活気に溢あふれていた。

　その中心にある、やぐらのような薪たきぎの山を見て、伊織は少し苦笑した。

「しかし、なあ。フォークダンスか」

　そのつぶやきを、宮代が聞きとがめた。窓の外を眺めていた伊織は、宮代の表情が先ほどとは打って変わって、不安に満ちたものになっていることに気づかなかった。

「……なに？　や、やっぱり、イヤ、かな？」

「別にイヤってこたねえが、ガラじゃないと思ってな」

「…………わ、悪かったわね。どうせあたしは──」

　そこでようやく、伊織は宮代に向き直った。あっけらかんとした笑いを浮かべながら彼女に近づき、その頭を軽くハタく。

「ばぁか、誰だれがおまえのこと言ってるんだよ？　おれだおれ、こんな図体でフォークダンスなんて踊った日にゃ、笑いものになっちまうなって心配してたんだよ」

　叩たたかれた頭を押さえて、宮代は不満そうだった。ぶちぶちと、

「なによ、いいじゃない。こんな日くらいさ、──と、一緒に踊ったって」

　途中、声が小さくなったため聞き取れなかったが、言いたいことはわかった。そうだな、とつぶやいて、伊織はグラウンドをぐいっと親指で示した。

「んじゃ、さっさと行くか。おまえもおれ相手じゃ不満だろうけど、我が慢まんしろよ」

「…………別に」

　ふん、と鼻を鳴らして、二人は連れ立って校舎から出て行こうとする。自分たちと同じように、後夜祭のグラウンドへ向かおうとする生徒の群れで、昇降口はごった返していた。




　　　　◆




　特別教室棟の二階、廊下のどん詰まりで、白しろ山やまさんを見つけた。

　こちらに背中を向けている。

　体育座りである。

　廊下の真ん中でへたり込んでいるところからして、隠かくれているわけではないのだろう。ただ自分に顔を見られたくないのだ、と判断して、衡こうはちょっと笑った。後ろから、白しろ山やまさんへと近づいていく。

「……盗み聞きをしてしまって、ごめん」

　かなり迷ってから、衡はそう声をかけた。

　白山さんの細い肩が震ふるえる。その後ろに近づき、腰を落として、背中をぽんと叩たたいた。

「でも、嬉うれしかったよ。きみからあんなふうに言ってくれるなんて、思ってもいなかったから」

「………………」

　うつむく。耳たぶまで真まっ赤かになっていた。今の白山さんの顔を見てみたいという衝しよう動どうに駆られたが、どうにか抑え込んだ。平ひら沢さわ衡は遠とお咲さき朱しゆ遊ゆではない。人の羞しゆう恥ちを見て喜ぶことができる性せい癖へきは持っていない。

「──それなら、」

　と、白山さんがぽつりとつぶやいた。さらに身をかがめて、膝ひざのあいだに顔を埋めるようにして、

「も、もう少し、眠ったふり、していてくれれば、よかったのに……！」

　いけないとは思ったが、笑ってしまった。優やさしく目を細めて、衡は白山さんの絹のような髪を軽く撫なでる。先ほど白山さんが、そうしてくれたように。

「おれも色々、考えたんだけど」

　そうして、衡は白山さんの肩を摑つかんだ。一いつ瞬しゆんだけ迷ってから、こちらを振り向かせる。

　息を吞のんだ。

　いつもは穏おだやかな、どちらかというと血の気の薄うすい白山さんの頰ほおは、薔ば薇らのような美しい色に染まっていた。唇をぐっと噤つぐんで、目には涙を溜ためて、それでも衡を見つめる視線には、いささかの揺らぎもない。恐れていると同時に、なにかを期待しているようでもある、その表情は──

　これまで見た中で、一番、かわいかった。

　両肩を摑んで、真正面から白山さんのことを見つめる。さすがに恥ずかしい。顔が熱くなってくる。喉のども胴元も震えていたが、それが声に伝わらないように、慎重に口を開く。

「やっぱり、ああいうことは──自分から、やりたかったんだ」

　頰に触れると、白山さんは衡の考えを理解したようだった。全身が強こわばる。拒絶ではなく混乱のため、動どう揺ようのあまり白山さんは思考力を保つことができず、考えることも放ほう棄きして、目を閉じてしまった。

　あるいは、それは、了りよう承しようの合図だったのかもしれない。

　唾つばを飲んで、衡こうは白しろ山やまさんの顔に自らの顔を近づける。ムール・ミュールの姿が浮かびそうになったが、あえてそれを押しつぶした。

　今、目の前にいるのは、白山さんだ。

　彼女のことだけを考えていればいい。

　肩と頰ほおに手を当てて支えたまま、衡はゆっくりと、自らの唇を近づけていき、




　物音。




　二人は同時に、音のした方向を見た。

　九衛クノエがいた。

　ドアの陰かげから顔の半分だけを覗のぞかせて、じ───────っとこちらを見つめている。

「きゅっ」

　首を絞められた鶏にわとりのような、変な声が聞こえた。前を向くと、白山さんだった。ぱくぱくぱくと、酸さん素そ欠けつ乏ぼう症しようにかかったかのように口を開閉させている。言葉が出てこないようだ。

　白山さんはそうして、しばらく金魚の真ま似ねをしていたが、やがてようやく言葉を絞り出すことに成功した。

「く、く、っ、きゅのえ、いつから、なんで、あの、」

「…………………………」

　九衛は一言も答えない。不気味だった。こんなシチュエーションを見られれば、意味はわからずともにこにこしながら衡の処刑にやってくるはずなのに、その素振りも見せずに顔半分だけを覗かせているのだ。

　恐らく、自分を傷つけてしまったことを後悔しているのだろう。だからああして、手も出さずにじっとりと見ているだけに留とどめているのだ。

「……あ、あ、あの、くっ、くのえ、こっち、おいで？」

「いえ。遠えん慮りよさせていただきますシロさま。九衛はここで大丈夫です」

　決して身体をドアから離そうとせず、九衛は機械のような声でそう言った。白山さんが泣きそうな顔になる。恥ずかしいからだろうか、申し訳ないからだろうか。恐らくその両方だろう。

　惜おしい、と思わなかったわけではない。

　しかし、気持ちが確認できたのなら──それをするのは、あとでもいいはずだった。

「じゃ、こっちから行こうか、白山さん」

「え、えっ──？」

　きょどきょどと視線を巡めぐらせる白山さんの手を、衡は握り締めた。

　白く、小さく、柔やわらかい手は、驚いたように硬こう直ちよくしたものの、すぐに衡の手を握りかえしてきた。真まっ赤かになった顔をうつむかせて、二人は並んで九衛のほうに歩いていく。

　九衛クノエは見るからにすねていた。唇を妙な形に曲げて、手を繫つないでいる二人をじいいっとにらみつけている。言葉ではなにも言わないが、全身で反抗している。衡こうのことを傷つけなかったら、今いま頃ごろ即座に首を獲とりに来ているだろう。

「ほら」

　そのことがよくわかっていたから、衡は九衛に笑いかけて、白しろ山やまさんの手を差し出した。

「？」

　よくわかっていなさそうな九衛に、手を握らせる。仲の良い姉妹のように、白山さんと九衛は手を繫ぎ、衡はほっと息をついた。

　やはり、この二人はセットでなくては。白山さんの隣となりには、自分よりも九衛のほうが似合っている。──少なくとも、今はまだ。

「……そういえば、九衛。学園祭は途中で脱落しちゃったんだよな。あんなことがあったんだし、午後はほとんど楽しめなかったんじゃないか？」

「む？　──ま、まあ、そうだな」

「それじゃ、後夜祭には顔を出すか。最後のシメだ、キャンプファイアーを眺めるだけでも、まだまだ楽しめるはずだ」

「なんだと！　まだ終わっていなかったのか!?　それは聞き捨てならんな、よし、行くぞコウ！　ぐずぐずするなよ！」

　九衛はあっという間に元通りになった。それでよかった。そういう九衛をこそ、衡も、そして白山さんも望んでいたのだから。二人はちらりと視線を交わし合い、同時に小さく笑って、昇降口から走り去っていった九衛を追いかけた。




「衡！」

　グラウンドにたどり着くと、伊い織おりがそう声をかけてきた。

　さすがに、辺りは人で賑にぎわっている。フォークダンス待ちと思おぼしき生徒たちが立ったままキャンプファイアーのやぐらを取り囲み、伊織はその列の中にいた。傍かたわらには宮みや代しろが佇たたずんでいて、なにか嬉うれしいことでもあったのか、にこにこと笑っている。

　衡のところに駆け寄ってきて、伊織は深く息を吐いた。

「なにやってたんだよ、今まで。全然連絡ないから心配したぞ」

「ああ、悪い、伊織。その──話をつけてたんだ」

「話？　誰だれ──」

　と、そこまで言ったところで、伊織はふと気づいたようだった。今まで一週間近く、衡の傍そばを離れなかったあの阿ア頼ラ耶ヤ識シキの少女が姿を見せないことに。

　衡の傍かたわらには、白山さんがちゃんと寄より添そっていることに。

　伊織の表情に、じんわりと理解が染み通っていく。ふむ、と息を吐いて、衡と、そして彼の近くにいる白しろ山やまさんのことを見比べた。

「つまり、もう解決したんだな？」

　白山さんがこくんと頷うなずいたのを見て、ようやく伊い織おりの表情にも笑みが浮かんだ。なによりだ、と頷く伊織の隣となりから、宮みや代しろがひょっこりと首を突っ込んできた。

「なになに、なんの話？」

「なんでもねえよ、宮代、おまえにゃ関係ない」

「むっ。なにそれ、そんな言い方しなくてもいいでしょ！　あ、白山さん教えてよ、なんのことか──ってこら、ちょっと桐きりヶが谷や！」

「いいから・おまえは・おれと・こっちに来るんだよ」

　宮代の襟えり首くびを摑つかむようにして、伊織はやぐらへと歩み寄っていく。それまで抵抗していた宮代も、伊織の言葉を聞いた瞬しゆん間かん大人しくなって、引かれるままに去っていった。衡と白山さんは彼らを追わず、ただぼんやりとその行く末を眺めていた。

　やぐらまで近づいたところで、伊織たちに話しかけるものがいた。──青せい嵐らんだ。遠とお咲さき先せん輩ぱいと、そして十叶とがのうを伴ともなっている。伊織が勝ち誇ほこったような笑みを浮かべ、一言二言青嵐になにかを言った。対する青嵐は、すまし顔で受け答えし、それから彼女は、あらぬ方向を指差した。伊織がそちらを向いた瞬間、電でん撃げきのように彼の頰ほおに唇をつけ──

　そこから先の騒そう動どうを見届けるのは、やめておいた。

「白山さん、あっちに行こう」

　目を丸くしている白山さんの手を引いて、衡はグラウンド外周部へと向かう。人影が少なく、周囲に気き兼がねすることなく話せそうだ。

「おれたちは解決したけど──伊織のほうは、まだしばらくドタバタしそうだな」

　白山さんは、くすりと笑った。

「うん、そうだね。──あ、でも」

「？　なに？」

「……本当に、わたしたちのことは、解決したの？」

　薄うす暗ぐらい闇やみの中で、白山さんがどんな顔をしているのか、見届けることはできなかった。伏せた顔は白い髪で隠かくされ、かすかに震ふるえているように見えるのは緊きん張ちようのためだろうか。衡は唾つばを飲み込み、自分の手をちらりと見た。震えている。緊張しているのは、こちらも同じだ。

「いや、まだかな」

　なにを考えるでもなく、衡はそうつぶやいた。手を伸ばして、白山さんの肩を抱く。びくりと震えたが、少なくとも逃げるような素振りは見せなかった。

「肝かん心じんのことがまだ済んでない。──白山さん、あの、」

　どう言えばいいのか、わからなかった。こんなことを口にするのは初めてだからだろう。あの白山さんでさえ勇気を振り絞ってくれたのに、と、情けなくなる。

　しかし、白しろ山やまさんの不思議な色をした目が、そんな気持ちを吹き飛ばしてくれた。

　がんばって──と、衡こうを励ますような。そんな視線。

　ふ、と吐と息いきのような笑みが漏もれた。視線を交わし合いながら、衡は囁ささやく。

「……おれも、好きだ。きみのことが。大好きだよ、白山さん」

　それを聞いた白山さんは、大きく目を見開いて──




　炎。




　不意に、大きく燃え上がったオレンジの光が、周囲を照らし出した。

　わっと、盛大な歓かん声せいがあがった。拍手と喝かつ采さいがグラウンドに満ち、頭上に巡めぐらされたスピーカーからは聞き慣れた音楽が流れはじめる。天を焦こがすように渦うずを巻くキャンプファイアーの周りで、幾いく人にんもの男女がフォークダンスのステップを踏みはじめた。

　その音に驚いて、白山さんはやぐらへと目を向けた。白い横顔が、このときばかりは炎の照り返しを受けて、温あたたかな朱色に染め上げられている。衡は思わずその横顔に見とれ、白山さんが再びこちらを向いたときは、破は裂れつするのではないかと思うほど心臓が高鳴ってしまった。

「…………」

「…………、あの、」

　白山さんがなにかを言いかけた、そのとき。

「おい、コウ！　なにやってるんだ、おまえも早くこっちに来い！　シロさま！　見てくださいこれ、すごいですよ!!」

　遠くから、二人を呼ばわる大声が聞こえてきた。

　もちろん、九衛クノエだった。生徒でもないくせに、その場にいる他の誰だれよりも楽しげに踊っている。炎を目の前にして、黒い瞳ひとみを輝かがやかせて、先ほどまでの鬱うつ屈くつなど忘れてしまったように。

　衡と白山さんは、呆あつ気けに取られたようにそんな九衛を見つめた。それから、同時に吹き出してしまった。雰ふん囲い気きもなにも、あったものではない。衡は笑いながら、白山さんに言った。

「おれたちも踊る？　九衛と一緒にさ」

「うん！　もちろん！」

　大きく笑って頷うなずいて、二人は一緒に歩き出そうとした。が、すぐに止まってしまう。白山さんの手が、衡の手首を摑つかんでいた。

「でも、その前に、言い忘れてた」

　ぽそりと告げられた囁き声に、衡は振り返り──

　白山さんはその頰ほおに、不意打ちのように、ちゅっとキスをした。




「──わたし、衡くんを好きになって、よかった！」

　そう言って、悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえみ、白しろ山やまさんは衡こうを置いて駆けだしていった。一いつ瞬しゆんの間のあとに、顔が火のように熱くなるのを自覚しながら、衡もそれを追ったのだった。





終わり
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　あとがき




　平ひら沢さわ衡こう爆発しろ。

　どうもこんにちは。鈴木鈴です。

『白しろ山やまさんと黒い鞄かばん』第四巻、楽しんでいただけましたでしょうか？




　ところで作家が本を出すにあたって、執しつ筆ぴつに入る前に『プロット』と呼ばれるものを作成します。これはいわば「詳くわしいあらすじ」みたいなもので、作中に出てくる用語設定やキャラ設定、お話のメインコンセプトが示されたりします。

　今回のプロットでは、コンセプトは「白山さんにやきもちを焼かせる」でした。

　単たん純じゆん明めい快かいですね。

　ちなみに僕は、昔から「やきもちを焼く女の子」が大好きでした。

　自分ではままならない感情に突き動かされて、気になる男の子に辛つらく当たってしまい、それを激はげしく後こう悔かいする女の子とか……最高じゃないですか！

　しかしここで、そのやきもちが向かう相手を恋こい敵がたきの女の子にしてしまったらなぜか大変です。全面核戦争が起こります。なにかこう、僕の中には「女の子は女の子との戦いには一切容よう赦しやしない」という思い込みがあるためです。ほら、行くところまで行っちゃうと刃物とか出てくるじゃないですか。中に誰だれかいるかもしれないじゃないですか。そういうのは好きですけどちょっとアレですので、今回は平沢衡くんに割を食ってもらうことになったのです。男ならいくら痛めつけても心は痛みませんし。

　でも爆発しろ。平沢衡。




　というわけで、良い感じにページが埋まったところでお礼に移りたいと思います。

　担当編集のお二方。毎度のことですが、ご迷惑をおかけいたしております。お二人の仏のような度量のおかげで、落ち着いて原稿に取りかかることができます。いつか噴ふん火かするんじゃないかと思うと夜も眠れなかったりしますが、それはそれです。

　イラストレーターのここのかさん。今回も、美しいイラストをありがとうございました。まだラフの段階ですが、今からムール・ミュールの肢し体たい、もとい、活かつ躍やくを楽しみにしています。

　校閲さんに、編集部のみなさまも。どうも自分は、「カッコイイ！」と思った言い回しをろくに検証もせず使ってしまうクセがあるようで、そのたびに校閲さんからの冷静なツッコミが入って我に返ったりします。これからも冷静にお願いします。

　そして、読者のみなさまがたも。この本を手にとっていただき、誠まことにありがとうございました。願わくは、次のお話でも会えますように。それまでごきげんよう、さようなら。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

最近は作家仲間と一緒にボイスチャットをしつつ戦争ゲームをしているのですが、「殺す」という言葉は少し不穏当なので、代替として「ワッホイする」という言葉を使ってます。「野郎、ワッホイしてやるぜ！」「また同じ奴にワッホイされた！」　楽しい。
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イラスト／ここのか

近所のスーパーで時々やる物産展が大好きです。見るのが好きなんです。それから併設している雑貨屋にもよく行きます。やっぱり見るだけです。
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